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1973年カンジロバ・ヒマール遠征報告書
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1C1からカンジェラルワ
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↑バンタリ

↑スリ・カド、ドジャム・コーラ出合は真近い。 1B･Cでサレンギ（楽器）を弾く隊員
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ブタ・ヒウンチュリ、チューレン・ヒマール等を望遠で撮る

↓ガルプン・コーラ上流からのカグマラ連山
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ごあいさつ

日本ヒマラヤ協会(HAJ)

会長柴田金之助

アンナプルナ連峰、マチャプチャレの朝日に輝く雄姿を眺めたのが、私のヒ

マラヤの山々とのはじめての対面でした。まだネパールがあまり一般に知られ

ていない、1963年のことでした。ポカラからカトマンズへむかって飛び立

った飛行機が、大きく旋回して方向をかえるとき、西の方にキラッと光った山

脈が、小さく遠く見えました。あんなところまでネパール・ヒマラヤは続いて

いるのだなあと思ったことでした。あれかカンジロバ・ヒマールの一角だった

のでしょうか。

そして、それから10年近くたった1973年に北海道の会員が中心になって

カンジロバ・ヒマールヘ遠征を出したいという計画が立てられていると聞き、

私は諸手をあげて賛成したのでした。日本ヒマラヤ協会としては、日本山岳協

会の推せんを受ける、初めての遠征隊であっただけに、加盟団体である、東京

都山岳連盟をはじめ、多くの方々のご援助は並々ならぬものでありました。こ

れら多くの方々への感謝の気持を決して忘れることはありません。

本遠征隊は未踏峰であったカンジェラルワの初登頂をはじめとし、知られざ

る西ネパールの踏査などを成果とし、無事、終了いたしました。ここに遅れば

せながら、公式報告書を発行するにあたり、ご協力、ご援助いただきました皆

様に心からお礼を申し上げます。

－21－





発刊に際して

1973年日本ヒマラヤ協会カンジロバ遠征隊

隊長渡辺文仁

私達ｶｿジﾛパ遠征隊は,ｶｿジﾛパ･ヒマ

ール東部の未踏峰であったカンジェラルワの登頂

に成功し，事故もなく全員が無事に帰国すること

ができました。私達の“ヒマラヤに行きたい”と

いう願望を有形，無形に支えて，ヒマラヤに送り

出してくださった多くのかたがたに深く感謝もう

しあげるとともに，私達は，計画どおり未踏の頂

に立ち，全員が元気に帰国できたことをご報告で
きることを嬉しく思います。

7000籾に満たない山とはいえ，私達を最も引

きつけた“未知”なるヒマラヤの魅力を持ってい

たカンジェラルワは，私達に夢とあこがれを具現

化させてくれるところでもありました。山そのも

のの登掌は，結果としてはそれほどの困難はあり

ませんでしたが，初登頂と，そし乙ささやかながら

も未知の地を探る喜びを持つことができました。

それはともかく，私達はこの遠征で登頂を第一

義とするのは当然のことですが，シェルパ，ポー

ター，現地住民，そして，隊員間の結びつきを大切

にし，遠征をより楽しいものにしようと考えてお

りました。各人の努力により，完全とはいえない

までもほぼ満足のできる結果を得たと思っており

ますが，ヒマラヤ遠征一年生の集りにしては上で

きだったといえましょうo

このつたない報告書から，私達がそれぞれに努

力した経緯と結果をお読み取りいただければ誠に

幸いと存じます。

－23－
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遠 征隊組綴

(1)

(2)

日本ヒマラヤ協会遠征隊本部

HimalayanAssociationofJapan(略称HAJ)

日本ヒマラヤ協会東京事務所内

日本ヒマラヤ協会

会長柴田金之助

専務理事沖允人

東京理事植竹清孝（都岳連担当理事）

木村与吉（遠征隊担当理事）〃

日本ヒマラヤ協会遠征隊事務局

札幌市中央区南18条西12丁目阿部淳方

事務局長阿部淳（北海道理事）

(3)カトマンズ連絡所

1.M.Sherchan(ネパール理事）

c/oHotelLaliGura8,Kathmandu-21Nepal

(4)1973年日本ヒマラヤ協会カンジロバ遠征隊留守本部

遠征隊事務局内に置く。

注：役名はいずれも出発当時のもの。また、日本ヒマラヤ山岳協会は、昭和51年4月より
日本ヒマラヤ協会と改称したので本報告書ではこの名称を使うことにした。

－26－
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隊員紹介
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この隊は二つの会の流れから成立している。え

ぞ山岳会と北海岳友会であり，古くから交流があ

って，隊員は互いに山や街での知り合いであった。

隊長の誘いでスムーズに集ったのも，日本ヒマラ

ヤ協会の存在はもとより，以上のような背景が

あった故であるといえよう。渡辺はえぞ山岳会を

退会していたが，坂本を知っており，北海岳友会

の4人のまとめ役は服部副隊長が一役買うことで

意志の流れのパイプが自然とでき上っていった。

みんな北海道の山を長く厳しく登ってきた仲間であ

隊長渡辺文仁（33才）総括・渉外担当

北海道立図書館司書。小柄ながらラッセル車的

性格の主。日高山脈を最も好んでいるが，夫婦岩

北峰西壁北西カソテ冬期登雲利尻岳仙法志稜西

壁などの記録もあり，1968年エベレスト方面

のトレッキングで今回の遠征の地固めを行なった。

奥様にJACエベレスト隊の紅一点，渡部節子さ

んを迎え，ハネムーンに北岳バットレスを登った。

よき副隊長とよきリエゾンを得，今回はペースに

阿部 淳ヨ

るという意識のほかに，だれがどの山をどのよう

に登ったかを容易に理解できる状態にあったこと

はチームづくりの上で大きなプラスになった。し

たがって山登りそのものは各母体となった山岳会

で磨き，ヒマラヤに関する情報や知識や方法は日

本ヒマラヤ協会で得て，ヒマラヤ隊の隊員と

して育ったと言える。そしで今回の遠征というプ

ロジェクト（ディスカッションや合宿や研究準備

活動）を通じて両者の融合と仕上げを行なったが，

それもHAJの機能を充分に活用することができたo

:母f缶鈴L＄f舟f･串f串f幸錦十＄鵠翁R鍔鐸ﾄ鍔鍔母f串鈴f鰐缶f舟f母十＄f串十＄f母f串3;書､

柔軟性をもたせて進めたが，山に取りついてから

はほとんど休暇なしの登行を強調するセッカチさ

で登頂を急いだ。自らは足のネンザが再発したの

で，指揮に専念するために登頂を断念。

奥様と愛児の声を吹きこんだテープを内緒で持

参し時おり外で聴いていたことがバレ，帰国後に

話の種になった。

－29－



副隊長服部博（35才）医療・輸送担当

札幌藻南郵便局勤務。北海学園大0．B・岩登り

のベテランで温厚な人柄の中に炎のようなファイ

トを秘めている。悪絶で知られる大雪山．忠別川

を36年ぶりに遡行（第2登），同白雲沢初遡行

の記録をもち，また夫婦岩や赤岩の難壁に古い記

録を残す。今回は全過程をとおして副隊長という

女房役を完全に果たすとともに，若い隊員の苦情

の聞き役も務め，隊長・隊員間のクッションとい

う損な役目を全うした。体調も良好であったが，
第1次登頂を若い隊員に譲って自ら二番手に回る

など兄貴分の貫緑を見せた。終始多忙な役の中で

山や花の写真にも執念を燃やすなど，この遠征を

最も大切にしたひとりである。

隊員京極紘一（28才）装備担当‘………･･鍔……･･……｡｡……翁§……｡｡…･…、

北海道教育委員会勤務。北海学園大O.B｡－ム．モラルの向上に務めた。童顔も帰国時はい
氷や岩のベテランで，43年日ソ友好協会(BCずこへかoa･7羽田の通関で東南アジア人に間連わ
C)のカフカズ山脈ウシバ南峰西壁凹角ルートで；れた。当初，野村と共にヨーロッパを狙っていた
後半をトップで通した技術の持主。利尻岳西壁Aが隊長に引き込まれてこのヒマラヤ行となっ
フェース，芦別岳rルンゼ奥壁ほか初登掌の記録た。帰国後1974年北海道カフカズ遠征隊隊
も多い。今回はルートエ作の先導的役割を果たす長としてシヘリダ峰に京極ルートを拓き，1976年
とともに，隊員間で気持の融和を心がけるなどチアラスカ・ブラックパーン峰にも遠征した。

隊員五島泰明（28才）食糧担当…f鍔…………器……母…f…鍔…鍔………｡､醤、

自営。北海学園大0.Bo重厚な体格から，おうも耐え，隊員の義務を貫徹した。現地では野村と
ようなスケールの大きさと人情味が溢れる。積雪共に食糧係としてコックの指導に当たり，自ら登
期の日高山脈縦走記録が多く知床連峰，大雪山塊頂隊員にな‘ろうとせずパーテーの中の縁の下の力
への足跡も目立つ。岩登り，沢歩きの経験も長い持ちとして尽くしたが，体調も無難で，第1次登
オールラウンド・プレーヤーである。早朝から夜頂隊員に選ばれ，重任を果たした。
遅くまでの自営職の多忙な中でよく繁雑な準備に

隊員野村信昭（26才）食糧．会計担当

札幌市役所勤務。北海学園大O.B｡高校山岳部

時代から活躍していたが，のち京極という良い兄

貴を得て技を高めた｡利尻岳西壁Aﾌｪー ｽ，芦
別岳rルンゼ奥壁，ペテガリ岳ルベツネ直登沢の

各初登掌のほか，利尻岳，芦別岳の登筆記録が多

い。生来の楽天家であり，ネパールでその利点を

《令f串十＄f串f令f＄十＄f令f＄ず缶f串f患f母f缶f＄ず母f母寸缶寸畢剖＄ず母｡缶f缶f串f畢子串f母f串､錨

遺憾なく発揮して現地人によく溶けこみながら，

カトマンズのマーケ'ツトを荒し回った。キャラバ

ン中は体力を持てあましてリェゾンを相撲で投げ

飛ばし，シェルパを腕相撲で押し伏せて驚威の的

となった。帰国後，京極と共にソ連カフカズ遠征，
1976年はアラスカに遠征した｡

隊員坂本真沙留（26才）医療・装備担当…篭･歸………………………｡f………鵠、
札幌東郵便局勤務。えぞ山岳会会員。入会後3チームワークの調整に苦労したが，キャラバン中
年ながら技術的伸長めざましく，第1線として活は医務担当として村左で診療にあたるなど現地人
躍しているところを渡辺に誘われて加わった。利の面倒をよくみると共に，隊員の血圧測定を日課
尻岳西壁同ローソク岩，夫婦岩ほか道内の岩場として受け持つなど，ドクターサーブの役目を完
に多くの足跡を残している。前年の1972遂した。登頂後プンモ村の娘に慕われ涙ながらの
年ダウラギリV峰（中止）の隊員候補でもあった。惜別となったとか。
今回，この隊に加わるのが遅かったせいもあり，

（年齢，勤務先はいずれも当時）
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出発までく計画・準備の経過＞

ー

阿部 >早＝＝

この稿では出発までの課題，つまりヒマラヤへ行きたいという願望を，カソジェラルワ登山の実施に
まで集約させてきたプロセスと考え方を中心に記しておきたい。

0）発端

遠く湖ると昭和39年，阿部，渡辺が参画して

いた「えぞ山岳会」の海外研究会に端を求めるこ

とができる。第1回の会合は9月に11人が集ま

り，ヒマラヤ研究から実現までの5段階の課題設

定とその具体案，およびヒマラヤ山岳概念と資料

文献集を作成した。この研究会は数回もたれたが

会の事業の繁忙などから個人研究の域に分散した

ままになった。

昭和43年10月，日本ヒマラヤ協会(HAJ)

主催の会員トレッキングに阿部，渡辺らが参加し，

当時，まだ日本人トレッカーのほとんど入らない

エベレスト方面に入域した。その目的は「雑多に

広がりすぎた頭の中を整理し，同時に研究成果を

見出して現地で確認すること」（レポート「ヒマ

ラヤの旅」昭和44年発行・非売品）においたが，

渡辺がそのあとがきで，「私のヒマラヤはこれで

終ったのではなく，これから始まるのだと思って

おります」と結んでいるとおり，具体化への意志

決定がなされたといえよう。

一方日本ヒマラヤ協会としては，このトレッキング

ののち「北海道地区会」をつくり，定例集会で，

北大，札医大などの方左にも協力をあおぎ，ヒマ

ラヤ登山経験者の報告や特定課題の講義と会員の

研究報告などをもち，地道ながらも着実に歩を進

めていった。余談ではあるが，今回のカンジェラ

ルワをはじめ，昭和46年のアンナプルナ内院踏

査隊(HAJ),49年マナスルの森美枝子（日

本女性マナスル登山隊），ラムジュン(HAJ)

の大崎正信副隊長もこの北海道地区会の熱心な研

究者であった。

渡辺からヒマラヤ登山計画推進の強力な誘いを

受けたのは昭和45年春であった｡まず準備委員

会的な色彩のグループ4名（京極，野村が加わる）

で課題を設定し，プロジェクトを推進させること

にした。その主な項目はつぎのとおりであった。

イ遠征にまつわる諸課題の体系づけ

Expeditionの基礎となる諸データを検索し；で
きるかぎり体系づけをおこなう。

例：マネ‘－ジメント，高度影響，タクティクス，

気象，シェルパ，装備と食糧，通関輸送，医療。

口登山計画に直接関わりはないが，遠征にとっ

て欠かせない重要な課題

例：パーティ・モラル，事故防止と処理，トラ

ブル（シェルパ，ポーターほか），ネパール人

に関すること（国情，宗教，国民性，慣習），
＝ず言五
ドコロロO

ハ山岳研究

目標は、遠征期間，予算，小規模志向（はじめ

てのヒマラヤ登山として）から7000加前後の未

登峰とし，探検的要素をもつことに一応定めて，

ネパール全域から洗い直す。

一パーティの性格など

パーティの責任体制に加えて，母体であるHA

J本部の体制との関係を明確にすると共に，日本

山岳協会（日山協）のルートを確立する。

以上，できる限り新たな課題を発掘して，単に

登ることではなく，遠征の方法論の作成に寄与す

る研究を行うことをプロジェクトの理想とした。
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②目標山岳の決定

対象選定のひとつを7000加前後の未登峰とし，

その当時，許可対象の山であった38座とその山域

内の山，および将来解禁される見込みのありそう

な山を調査することにしたoさらに遠征期間の制

約を考えて主としてアンナプルナ周辺，ダウラギ

リ周辺，西ネパールを重点的に調査研究した。
摘出した山は・・・

アンナプルナ周辺一ラムジュン，アンナプルナ
I,他

ダウラギリ周辺一ダウラギリI,W,V,他
西ネパールナンパ，カンジロパ

などであったが，小パーティの登頂可能性のほか

に，単なる登頂よりもあまり登山隊の入らない未

知の要素のある地域＝山群を求め，また山は小さ

くとも周辺を探査するだけの価値のある要素を考

慮に入れ，最終的にカンジロバ山群に焦点を絞っ

た。期間の関係から，ジュムラまたはドルパタン

までの空輸を前提とした。そのころは小型機のチ

ャーターを，日本隊はまだほとんど利用していな

かったｶ;HAJの組織及びカトマンズに滞在してお

られた宮原氏の力で可能であると判断した｡なお

この時点ではカンジロバ主峰も未登のまま残されて

いた◎

イカンジロバ入山状況

この閏偕での入山状況の主なものを拾うと，

1953年Tichy－ジャグドゥラ・コーラに入り，

ジャグドゥラ・レクの5000加峰3座に登る。

1961年Tyson－ジャグドゥラ・レクの1峰に

登ると共に，第1回目の測量。

1962年英国女性隊一カグマラ主峰（5962塊），

ラ・シャンマ（6412祝）ほか5000加峰を含めて7

座に登頂

1963年東海大一学術調査の合間に，カンデヒ

ウンチュリを試登。

1964年Tyson－カグマラ主峰とブルーラサ

（6102腕）に登頂。はじめて北面から入る第2

回目の測量を行い,のちGeogral1liCalJournalに

はじめてのKanjirobaHimalマップを発表した。

これにより従来の標高は大幅に改定され，いずれ

も低くされた。

1967年東海大－1963年の試登に続き，2回
めのカンデヒウンチュリ（6627腕）試登･

’969年Tyson－再度北面から主峰を狙い，北
東リッジを越えて南東リッジに到達。

1969年神戸商大一カンデヒウンチュリ試登C

l969年岩友会一カンジロバ南峰(6445腕)に

登頂としたが，これはカンジェラルワ山群の1峰

で6000加未満の山であることがわかった。

以上のとおり，このころ,Tysonがカンジロバ

主峰を3回にわたり詰めていたほか，ジャグドゥ

ラ・コーラ周辺の5～6000加峰が登られ，日本

隊が西側からカソデヒウンチユリとカンジェラル

ワ周辺に試登しているに留まっていたdこれらの

資料検索の過程にあった1970年秋，大阪市大は，
パトラシ・ヒマールのコルを越えて南西稜から主

峰を落とすという賭けを成功させた。

口未登の山

Tysonの測量に基づく地図の発表で，カンジロ

ハ・ヒマールの標高は改定され，われわれの目標

とする7000碗前後の山といえばカンジロバ主峰

（6883籾）だけとなったが，その他，未登峰を加
えて，まず5峰を検討の対象とした。

①カンジロバ主峰（6883加）

Tysonが試みたジャグドゥラ・コーラは通過困

難。北面の2つの谷は通過が厄介で時間切れの公

算が強い。したがって，ガルプン・コーラからラ

シャンマとハンギング・グレシャーピークの尾根の

裾を越えてジャグドゥラ・コーラ上流に達するか，
ま方未知領域である東部からの接近に賭けらｵ唯い

か，後者に探索的興味を強く持ったが,1970年

大阪市大隊により主峰が登頂きれ目標から外しﾅる

②カンジェラルワ（6612加）

地図上，この山群の他との関連性は不明で空白

とされているが，北東部の空白領域を除くと，第
2の高峰である。しかし1969年の岩友会が登っ

た「南峰・6445加」はこのカンジェラルワ主峰

かも知れない。少くともこの山群であることに間

違いはない｡(のち別の山であることが明確になった｡）

③カンデヒウンチュリ（6627腕）
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登路も明確でジュムラからのキャラバンも短い

が，既に3隊が試登しており登頂は時間の問題で

新鮮味に欠ける。

④ハンギング・グレシャーピーク（6482"）

いまだに手をつけられていない山で北西氷河に

入り込む余地はあるが，写真によると非常に鋭い

山容で登頂可能性については不明。とはいえ最も

魅力のある登筆を期待できる。

⑤ビジョラヒウンチュリ（6386液）

かつては6800加に狙いを定めた。北東面，西

面から登れそうである。標高や知られすぎた点で

やや魅力に欠ける。期間やパーティ数などの条件

によりカンデヒウンチュリと掛け持ち要素として

も考えられる。

ハカンジェラルワの選定

大阪市大隊は主峰から東部を一覧する素晴らし

いパノラマ写真を提供してくれた。この中では，

ハンギング・グレシャーピークが魅力的であり，カ

ンジェラルワはわずかにピークをのぞかせるだけ

で山容をつかめない。かって川喜田隊が東部から

遠望して名づけた「第2の高峰」も山容は良いが，

標高は明らかでなく東面から接近して地図の空白

を埋める魅力もあるが，それだけに「登頂」を主

眼に置くと可能性の点で決定するにちゅうちょせ

ざるを得なかった。

未登峰の登頂および未知の要素という2点から

結局，第1候補をカンジェラルワに絞った。標高
も，この山群のうちでは第2の高峰であった。

未知の谷，ドジャムコーラを棚りカンジェラルワ

北部の空白部およびハンギング．グレシャーピーク

の南東面を見る目標も持った。

明けて1971年大阪府岳連隊は，この山群に造

詣が深く，さらに東部空白部の解明に意欲を燃や

す吉永氏を副隊長として，川喜田隊のいう「第2

の高峰」に登頂すると共に空白部を埋めた。この

山は「ツオ・カルポカン｣(6556腕）と名づけら

れた。

なお，カンジェラルワは6660沈から6612"2

に改定された。のち南面からの写真や登山上のア

ドバイスについて，大阪市大，府岳連の両隊から

情報をいただいたが，主稜にとりつく下部の状態

は不明であった。

樹その後の登山は次のとおりである。

1972年秋山旅クラブ，カソデヒウソチユリ初登

1973年春HAJ隊（私達の隊),カンジエラ

ルワ初登

1973年秋北里大学，北東部のセルクドルマ

（6227籾）初登

1974年春山形大学，ビジョラヒウンチュリ

（6386汎）初登

1975年秋月稜会，カンジロバ主峰を北面から

狙ったが事故で断念

＆

⑤計画と準備の推進

メンバーは前記4名のほかに服部，五島，辻の

内（のち勤務先の都合で中止）追って坂本が加わ

り6名が確定，あと医師1名を残すだけとなった。

登山時期は当初1972年プレを予定したが,H

AJ本部との連携の強化，阿部の所属山岳会の事

故，日本山岳協会（日山協）ヘの申請時期の遅れ

などから実施を1973年プレに延期せざるを得な

くなったが，それは中だるみとなった反面，準備

の余裕を生じたともいえよう。

定例集会は週1回持ち，与えられた課題に対す

る研究と検討をおこなった。時間の経過にしたが

い一般的事項から具体的課題に進むにつれて情報

の収集，加工と計画案決定が緊迫し遅れ勝ちにな

ることも少くなかった。

以下おもな課題と作業内容について項目別に記

しておきたい。
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イ山岳について

くカンジロバ山群に関して＞

①1970年6月，北大0.B安藤久男氏(1963

ナラカンカール隊長）に面談。ネパールガ

ンジからのアプローチ，ジュムラ周辺の食糧

とポーター事情その他について情報収集，カ
ンジロバヘの興味を強める。

②山域および登山隊の文献検策とまとめ

・外国文献の訳出(H､J,Vol.26,コール．

H.J,Vol､24,エバソス;H｡J,Vol.29,

タイソン;G.J,133,タイソン）

・山岳表入山史各隊行動概要の作成。

･G.J,タイソン作成の地形図から概念図作成

（ただし東部は空白)｡

③1971年2月，大阪市大常慶和久隊長，佐
藤一良副隊長から，カンジロバ山群について

の情報収集（主にビジョラヒウンチュリにつ

いて。東部は依然不明）。

＜カンジェラルワ峰に関して＞

①1971年12月，沢田宗博氏（岩友会，大阪
市大両隊に参加）に面談。カグマラ・ラ周辺

からの山容および岩友会の登頂峰について情

報をいただく。

②1972年6月，大阪府岳連阿部和行隊長，

吉永定雄副隊長から写真の提供，南面登路そ

の他についての最新情報をいただく。

口遠征一般について

①交通と輸送

･1970年10月，ネパールから一時帰国中の宮

原氏と東京で面談，ジュムラまたはドルパタ

ンヘのチャーター機の状況をお聞きし，当時

としては多難であった空輸の確信を得る。

。各隊のアプローチに関する情報をもとに，こ

の山群へのアプローチ表を作成。本隊として

はジュムラ空輸をとることにした。

･1972年，在ネパール,HAJ会員ランジヤ

ン氏から，チャーター機に関する情報（機種，
料金など）を得る。

・通関と輸送に関する作業表を作成

HAJ会員清水澄氏(1970ガンガプルナ隊

長，他）から多くのアドバイスをいただく。

②シェルパ・ポーターなど

・過去にこの山域に入山した隊の，シェルパ・
リストを作成。

・シェルパ・ポーター・現地人論を作成

雇用上の注意，トラブルの予防と対処，リエ
ゾンや現地人の扱い方などで統一見解をもつ｡
・吉永氏から大阪府岳連使用のシェルパについ

てアドバイスをいただく。

、来道中のキラン・マン・シェルチャン氏から

ネパール語学習のための会話を録音｡

③気象

・ヒマラヤの気象論作成。

従来発表されている文献の総括でウプレ･モン

スーンの気象と登掌活動を研究。

、この山群についてのデータ上の予測。

（気温，降水量，風速などについて）

④タクティクス

・高度順化に関しては,HAJ北海道例会で会

員淡川舜平氏，橋本正人氏（北大O.B)に講

義を受ける。その他集会で検討。

・カンジェラルワのタクティクス・モデル作成。

しかし，下部不明のため一般的要素を濃くし

て対処する。

⑤食糧・装備

．.ランジャン氏からネパール購入可能品目のチ

ェックと価格についての情報を得る。

・現地購入品を決定，ランジャン氏に依頼（主

にケロシン，装備の一部など)｡

⑥医療

、高所影響の症状と対処法一覧を作成。

・医薬品使用方法一覧作成。

以上，医師の随行を取りやめたため，隊員の

注意事項をうながすために作成した。

以上，計画作成のための予備知識の習得，情報

収集と，資料検策による実用資料の作成というこ

とになろう。本来は遠征各論の方法論を集大成す

るつもりであったが一部に留まり，時間の経過に

したがい実用化にウェイトが移っていった。この

R,HAJ北海道例会で多くの遠征報告やレクチ

ュアをとり入れ一般知識や予備知識を得たが，現

場でたいへん参考になったはずである。
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側計画の概要

イ目標

①カソジェラルワ峰(66127")の登頂

南面より，頂上から東南に延びる主稜に取

りつく。当初は第3キャンプ(C3)までの

予定であったが下部の状況がつかめず，余裕

をもたせて第4キャンプ(C4)まで設置す

ることにした。条件の許す限り全員登頂まで

アタック隊を出し，他は支援する。シェルパ

は3名の予定を1名増して4名（含むコック）

としたのも，下部状況が悪くルートエ作の遅

れを見越したためである。登山活動は40日

とし，登山終了後下記の調査を行う。

②プンプン・コーラ流域調査

カンジェラルワとフリューテッドピークの間

の支流に入り，後者の東南稜の肩から北東山域

や周辺の山を展望する。

口アプローチ

カトマンズからジュムラまで，チャーター機

（ツィンオッターを予定）を利用し，約2週間

のキャラバンでベースキャンプ(B.C)予定地

入りする。キャラバン中に現地食糧（主に野菜

・肉類）を購入するがあまりあてにはせず，カ

トマンズ調達を図る。

ハ資金

総額600万円の予定であるが，実際は食糧の

寄付，装備食糧の低額購入，隊荷輸送費（日本

ネパール間空輸）および隊員運賃の低額化で

500万円で収まる見通しがついたのでほぼ全額

を隊員負担（75万円）としたo

二組織

本部一日本ヒマラヤ協会東京事務所

事務局．留守本部一北海道理事阿部宅

現地連絡所一インドラ・マン･シェルチャン氏

（ホテル，ラリグラース）

以上で連携を密にし，アクシデントなどが発

生した場合は留守本部をHAJ本部に移管して

処理に当たると共に，ネパールに処理要員を直

ちに派遣できる実質的体制をとったo責任体制

は，遠征隊→事務局→HAJ本部の流れで負う

よう定め，万全を期した。

東京での事務は主として植竹（都岳連担当）

と木村（遠征隊担当）両東京理事が協力した。

隊員はHAJ全体の公募も行なったｶﾈ最終的

に変りはなく6名。医師は2－3名候補者も出

たがこれも決定をみず，先に述べたとおり随行

を断念した。

なおこの隊は，北海道教育委員会の後援を得

た。

⑤日山協推薦状の取得まで

日本ヒマラヤ協会は，昭和43年発足して以来，

各地での研究活動や分科会活動が活発になるにつ

れて，ヒマラヤ登山の実施の要望が高まってきた。

当遠征もそのひとつであるが，45年秋ごろから

HAJ本部で遠征隊を出す場合の責任体制の在り

方について検討を重ねた結果内部規定を定める

と共に組織強化を図り，46年3月東京都山岳連

盟（都岳連）に加盟した。しかし，日山協の推薦状

を得るまでに若干の曲折があった。その経緯を挙

げておきたい。

イ昭和47年2月，都岳連に計画書を提出o

都岳連から，隊員が北海道なので北海道山岳

連盟（道岳連）をとおすべきであるとの意向が

表明された。これに対し，次の釈明を提出した｡

①主要隊員が大学0.Rでケ学生連盟に加盟して

いるが道岳連に加盟していない（現在は加盟

した)｡

②HAJは支部組織を作っておらず，今後支部

加盟を考えてはいるが，そのためにはHAJ

としての検討審議が必要で）日数を要する。

③当初，必ずしも北海道会員のみと考えず，全

国的規模で考え,HAJ内で募集もしたが，

結局，北海道会員だけとなった。

以上の理由で道岳連からの了承を得，都岳連宛

の推薦状発行依頼をいただいた。この件に関し，

道岳連速水理事長，阿地事務局長に多大なご尽力

をいただいた。

－35－



口47年3月，都岳連推薦状を得る。

ハ47年4月，日山協海外委員会で審議された

が，新しい審査基準を適用するので追加書類を

提出するよう連絡があり，基準各項についての説

明書（資料添付）を送付した。

二47年5月，日山協海外委員会で審査された

が,HAJの性格に旅行エージェンシー的プ

ロ団体ではないかという疑問点があり，結論が

延期された。

これに対し，釈明書を提出した。内容は,H

AJのヒマラヤ・ツアーは会員のみに限って行

うが（原則として6カ月前までの入会者），企

画にとどまり，主催は別であることに尽きる。

資料として会則，ツアーの条件，46年度の決

算報告，旅行を主催する旅行社との関係などを

添付した。さらに都岳連（小島会長）から日山

協宛「アマチュア団体証明」をいただいた。

木47年6月，日山協海外委員会で承認o

同年10月ネパール政府の許可を取得した。

以上に関し，日山協丹部海外委員長，天野事務

局長，都岳連小島会長，高橋照副会長遠藤登氏

（海外委員）にたいへんご尽力をいただいた。

（文中，係名，役職名などはいずれも当時のもの

である。）

⑥出発まで

以上で対外的手続きも終了したので，さらに隊

内部の充実を図ると共に，遺漏のないよう留意し

た。

イ保険関係

隊員およびリエゾン，シェルパの保険は安田火

災海上に依頼した。隊員は保険金額510万円で保

険料約75,㈹0円（100万円につき約15,0㈹円）で

あった。一部の隊員は郵政省の傷害保険に加入し

た（永年)｡被保険者が死亡した場合は受取り人

が身元引受人になるので，その場合遠征事務局が

保険金を使用させてもらうための「念書」を身元

引受人となる人から提出してもらった。

口会内部の書類

パーティ内の課題として，パーティシップのあ

り方について検討するとともに，意見の相違がパ

ーティ内のトラブルになることなどを考え，お耳、

が理解し合うための努力も図ってきた｡そのうえ

で，リーダー・シップ，メンハー・シップを確立

するための話し合いを持った。その結果現地

での意見交換と集団討議を充分に行い，結論はリ

ーダーに一任する合意を得たoこのプロセスと結

論を規律化するために隊員は隊長に対する誓約書

を提出，隊長はHAJ本部に対する誓約書を提出

した。これは遠征隊が残務を終え，解散するまで拘

束するものである。単なる形式ではなく自覚を持

つことの意味のほかに「責任」の重大さをかみし

め，それを果たすことを形で示したまでである。

ハ最終作業

装備食糧の買付は47年初冬からはじめ，48

年1月に梱包作業を終え発送した。札幌一東京間

は定期便トラックに便乗，ネパールへは空輸した。

2月は各隊員の職場や所属山岳部の壮行会など

で多忙となった。HAJ北海道部会の壮行会は3

月2日，ホテルアカシヤ（札幌）で65名を迎え

ておこない，ムード的にも盛り上がった。

ところが出発間際になり旅行エージェンシーM

社から，エアー・シートが確保されておらず今後

努力するという電話があり，前日の3月8日に事

務局でかけ合ったが未確定。東京で直接交渉をす

ることにして，予定通り3月9日，日航営業所を大

勢の仲間や家族に送られて出発した｡同夜東京で

は,HAJ本部役員および東京集会に集った会員

で壮行会が持たれた。

一方M社との直接交渉は同日行われた結果，全

責任はM社にあり，フライトは1日遅れるがその

差額および東京での宿泊費はM社がもつことで折

り合いがついた。隊員一行は11日夜，羽田を出発

したが，これは1973年のプレ遠征隊の中の最終

便であった。最終登頂期日を定め一切を検討した

うえのぎりぎりの出発日であったが，登山活動に

は，支障はなかった。
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行動記録

＝札幌からジュムラまで

札幌からカトマンズへ

3月8日晴

千歳から飛行機で東京へ。東京着後，腸チフス，

パラチフスの予防注射をし，旅行エージェンシー

のM社サービスへ行く。ここでは一大トラブルが

待っているのである。と言うのは，数日前，札幌

の方へ，昨年'1月に計画書を送り，日程，隊員を

知らせて，具体的に手続を依頼していたのにも関

らず，「バンコックからカトマンズへの切符が満

員で入手できない。それは，あなたがコソファー

ムしなかったからであり責任はそちらにある。出

発を延期してくれ」と言う内容の電話があり，い

」
渡辺文仁一

まだ問題が解決していなかった。約2時間の交渉

の結論は，①責任はM社にある②しかし，バン

コックからのフライトはどうしようもないから，

11日のエア・イソデイアでインド経由のカトマン

ズのフライトを取るからそれにする③差額およ

び1日の出発が遅れたための、東京での宿泊費は

M社が負担する，ということであった。北海道から

来たからといって，ナメるなとやり合った結果で

あり，向うの言いなりになっていたら，責任まで

かぶせられ大出費をする破目になっていた。労組

支部長5年間の経験が，とんだ所で役立った。
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3月9日晴

朝，再びM社へ。今度はエア・インデイアがス

トライキ中である。それで11日夜のパンアメリカ

ンにしてくれとのことで〉これはやむをえない事情な

ので了承する。その後，機内持込分の再梱包。夜，

HAJ東京集会へ渡辺，服部，五島，野村が出席
し，あいさつ。

3月11日晴

19時30分,HAJ木村理事，その他，多くの

かたがたの見送りを受けて羽田発。

カトマンズ着

3月12日快晴

早朝5時，デリー着。インドの入出国手続きを

せずに，5個の機内持込み荷物共どもそのままロ

イヤル・ネパール航空のロビーに回ることができ，
余計な手間が一つはぶけた。

8時20分，カトマンズへ向けて出発。5年前の

1968年に来た時はプロペラ機だったが，今回は

ジェット機である。この時の記憶では右側の窓か

らヒマラヤが見えたようだったので全員一列に右

側の窓に陣取って，はるかかなたを見つめていた

が，いつまでたっても空ばかり。そのうち，ふと
左側を見るとヒマラヤがそびえているではないか。
あわててカメラの向きを変える。再び見るヒマラ

ヤに感激している間にカトマンズ着。照りつける

太陽がまぶしいばかりだ。

空港でHAJ理事のランジャンさんの出迎えを

受け心強くなるが，今年度から機内持込みの荷物

にもインポート・ライセンスが必要になっている

とかで，手荷物としてのザックだけをかついで通

関する。別送荷物も未だ着いていなかった。

ランジャンさんの車とタクシーでわれわれの根

拠地となるランジャンさんの事務所（以下，タク
シーの運転手の言葉「エクスプレス・ハウス」
という）へ向かう。私にはなつかしいカトマンズ

の街並も始めての隊員にはいろんな意味で驚きで
あるようだ。

さて，なかなか立派なエクスプレス・ハウスで一

息つく間もなくラソジャンさんを囲んで打ち合わ

せに入る。彼はHAJのネパール在住理事として

われわれに協力してくださる訳である。

羽田を発って以来ほとんど眠っていないが，快

い興奮状態になっているのでまったく眠くない。

事前の依頼事項と現状の問題，今後の問題を協議

してから全員で日本大使館にあいさつに行く。そ

の後，ニューロードで昼食をしたが，カトマンズの

あの独得のすえたような匂いには2度目の渡辺に
さえ，最初はちょっとたまらなくなる。京極は早

くも大使が言われた，「戻って来たら日本食をご

ちそうしましょう」の言葉を楽しみにしている。

再びエクスプレス・ハウスに戻り，ランジャンさ

んと共に渡辺，服部は外務省登山課，商工省へ。

京極等はエクスプレス・ハウスに保管しているH

AJ所有の装備品の整理にとりかかる。

まず外務省登山課では，みるからに有能そうな

若手官僚のシュレスター課長1号会い，あいさつの

後，ビザの延長，トレッキング．パーミッショソの

許可の申請をし，機内持込み分も含めた輸入許可

証の申請書に裏書きしてもらう。それを持って商

工省へo2カ所，書類を持ち回わり，待つことしば
しで許可証を入手することができた。ランジャン

さんの力，絶大である。

帰りに，ヒマラヤン・ソサエティ（以下「H、
S.」という）に寄る。ランジャンさんに頼んでお

いたシェルパがイタリア隊のエベレストに行って

しまっていたので，新たに選ばなければならない

からである。責任者パラジュリ氏はイタリア隊と

一緒にエベレストに行っているとかで弟のリトル

･パラジュリ氏が留守番役をしていた。ここで紹

介されたのはサーダーにミソマ・ツェリソ，コッ
クとして，カソジロバ経験者のアンテンバである。

ミンマ・ツェリンは,JAC東海支部マカルー隊

のサータ．－であったO"登掌技術は優秀だがマ

ネジメント能力は無し”の評価がすぐに浮んでき

た｡わが隊は西ネパールの地域性からマネジメン

ト能力のすぐれたシェルパを望んでいたのだが。

しかし，最後にカトマンズ入りしたため，他に適
当なサーダーは残っていないようだ。シェルパ2

名の選択を彼に任せて明日，再び来ることにした。

エクスプレス・ハウスに戻って来ると京極等が

事務所の庭いつぱいに装備をひろげている。使え
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る物が少ないようだ。夕方，ロイターの婦人記者

が取材に来た。

夜，食事にニューロードヘ。「リド」を紹介さ

れたが見つからず「SymbolofGoodFood」に

入り5Rs(ネパール．ルビーは約30R)の定食

を食う。ライス，チャパティが食べ放題である。

エクスプレス・ハウスの日本風風呂に入り，カ

トマンズ着を祝して，各自が1本ずつ羽田の免税

店から買って持参した貴重な日本産一級ウィスキ

ーを1本空けて祝盃をあげ，長い長い一日が終った。

カトマンズにて

3月13日晴

日本食の朝食後，朝のミーティング。私達の隊

は朝にその日の予定を立て，夜にその結果報告・

協議のミーティングをすることにしているのであ

るo

午前中は副隊長はランジャンさん，同宿のアン

ナプルナサウスの「さがみの隊」と共に，機内持

ち込み荷物を引き取りに空港へ。他は装備の点検

の続き，野村はルピー交換の計算計画，渡辺は日

本へのレポート，礼状書き等が午前中の仕事であ

るo

ジュムラヘのチャーター・フライトを2回にす

ることにし，その手続きをランジャンさんに依頼す

る。

午後，渡辺はH.S・へ。サーダーは自分の従弟

というミンマ・テンジン，弟のパサン・プルバを

連れて来ていた。それにキッチン･ボーイはリソ

ジ．シェルパである。手数料1,000RsをH､S.v､

支払い，昨日紹介されたコックのアン・テンバを

加えてエクスプレス・ハウスに戻るo

シェルパ達の正式契約は働き具合を見てからにす

ることにし，さっそく装備，食糧の買い出しにつ

けてやるo

夜，例によって各担当からの進ちょく状況の報

告，協議をして一日を終える。

3月14日快晴

今日の主な仕事は装備の点検，食糧の買出しだ

が，やって来たシェルパ達にも先ず装備を手伝わ

せ，その後，五島等の食糧買出しにサーダーとコ

ック予定者のアン・テンバをつけてやる。

ところが帰って来たのを見るとシェルパ1人と

キッチン・ボーイも一緒ではないか。隊員のだれ

もが隊長に言われてついて来たと思っていたとい

う。そこで最初が肝心と思い，サーダーに「この

買出しにはサーダーとコックが一緒に行き，他は

残れといったはずだ。自分で勝手に判断してはい

けない。もし，他のシェルパも必要だと思うのなら

私に言ってからにすること」と厳しく言っておくo

また，買出しの途中で，キャラバン中に飲む紅

茶にミルクを入れる習慣があるから，ミルクそれにシ

ェルパはとうがらしが絶対必要だから買ってくれ

と要求したという。とうがらしは良いとして，ミ

ルクを入れたら，そりゃあおいしいだろうが，重

量はかさむし第一，計画外の出費が増えているの

に，そんな要求は入れられない。結局，サーブが

ミルクを入れないで飲むのならサーブと同じで良

いと彼等は妥協した。

この買い出しには，何カ月間もネパールにいる

HAJ会員の今泉氏が手伝ってくれ、大いに

助かったとのこと。

今夜の夕食はランジャンさん紹介の「Utse」

でとる。ギョーザ，メソがおいしく，以後この店

がもっぱら愛用された。

ジュムラヘのフライトは18日に決定。タイ航空

で別送した荷物も着いたし，まったく順調である。

5月15日快晴

午前中は五島が，副隊長，ランジャンさんと共

に空港へ別送荷物の引き取りに行く。京極野村，

坂本は装備の買い出し。

渡辺は＝ルバとの雇用契約書の作成。シェルパ
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には砂糖の買い出しをさせる。

さて，シェルパのことだが今泉氏の意見によ

れば，コック予定者のアン･テソバは結核の疑い

で今春のある隊からハネられたとのことであるo

それに彼はカンジロバ遠征参加経験者のアン･テ

ンバではなかった。買い出しに従事させた時の態

度もあまり良くないとの隊員達の印象である。と

りあえずアン・テンバを雇わないことにし，代り

のコックを見つけにH｡S.に行く。ちょうどそこ

にいたのが，今泉氏との話にも出たラクパ・

ノルブである。ただ彼は1972年のツクチェ･ピ

ーク隊でサーダーを勤めているし，マナスル西壁

で高橋照氏がそれなりに評価をしているシェルパ

でもある。そんな彼がコックとして加わって，サ

ーダーのミンマ・ツェリンとうまくゆく力懸念され

たが，彼等は同じ村の出身で小さい時から友人だ

から心配ないとのリトル・パラジュリの意見なの

で，これでコックとしての採用を決めた。

帰途，ラリグラス･ホテルヘシェルチャンさんに

あいさつに行ったが，仕事でポカラに行っていて

留守。数年前，ホテル業の修業で札幌にも来たこ

とのある息子のキランさんと再会した。

夜のミーティングは，久し振りに砂糖を入れた

紅茶を飲みながら開く。別送翻勿の通関は箱を4個開

けられただけで割とスムースに運んだとのこと。

3月16日快晴

シェルパとの雇用契約の日である。予定どおり

朝'0時半にそろってやって来た。タイプで打った

雇用契約書を1人1人読みあげてOKをとり，隊

長，シェルパ双方が署名する。署名の済んだ契約

書をそれぞれが’枚ずつ持つことにし，握手をし

て契約の儀式は無事終了。

その後，渡辺を除く隊員全員とシェルパが装備，

食糧の買い出しへ。

5時頃買い出しから帰って来たシェルパに昨日

まで（正式契約前）のアルバイト代，装備代，そ

れぞれの出身村からカトマンズまでの出向代の支

払いをする。

昨日，役所関係の元高官が亡くなったとかで

役所等が今日から日曜日まで休みになった。それ

でリエゾンの決定，ビザ，トレッキング．パーミ

ツションの交付が遅れそうだ。月曜日にはオープ

ンするそうだが19日の月曜日中にリエゾンが決ま

らないことを考えて，定期便でのジュムラヘのフ

ライト計画を変更する。しかし，渡辺を除く全隊員

は予定通り18日の月曜日にチャーター機で飛ばす

ことにする。チャーター機の場合はパスポートの

提示を空港で求められない。トレッキング・パー

ミッショソ取得のため，パスポートを提出中であ

ったからこのことは都合がよいことだった。

エベレスト登頂者がリエゾン

オフィサーに決る

3月17日快晴

明日はいよいよジュムラヘ飛ぶ日である。朝の

ミーティングでそのフライト計画を発表する。

1000"の積載能力のあるツィンオッター機

に私達の隊荷約1600崎を2便に分けて飛

ばし，第1便に副隊長，野村，サーダーにシェル

パ2人･第2便に京極，五島，コック，キッチン

ボーイである。

午後，明日のフライトに備えて荷物の梱包の点

検をしていると,JACエベレスト隊の登頂者で

あるチョタレー氏が突然あらわれた。リエゾン・

オフィサーになるかも知れないとの話を聞いてい

たが，それでやって来た訳である。1968年に渡

辺が，ソロクンブをトレッキングをした時に彼に

会っており再会を喜をもまた，非常に個人的な事に

なるが，やはりJACエベレスト隊のシェルパで

あったコックのラクパが「エベレストのワタナベ

・メンサーブはバラサーブの奥さんだ」と彼に話

したものだから，非常に打ちとけた話になった。

もっとも，そのワタナベ・メンサーブは，そのこ

ろはミス・ワタナベであったが。チョタレー氏は，

今，ネパール軍隊の少尉で山岳兵の訓練を担当す

るのだそうである。

※ ※※

なお，その後1974年頃，前記の今泉氏はラン

タン・ヒマール方面へ単独でトレッキングに出掛

け，消息を断ってしまった。あの元気そうな顔が

思い出されてならない。
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ジ ュムラヘ飛ぶ

『

渡辺文仁」
5月20日快晴

チャーター機で渡辺，京極五島，チョタレ氏

と残りの荷物をジュムラヘ。途中のマナスル，ア

ンナプルナ，ダウラギリと続くヒマラヤの山やま

は一見に価する。約1時間半でジュムラ着。

服部達は，来るはずの第2便が18日に来なくて

食糧に欠乏していた。この村は行政都市なのだが，

貧し､くて食糧も充分に買えないのである。すぐに

23日のキャラバン開始に向けて準備を始める。渡

辺チョタレ氏は警察へ，パーミッション，ビザの

チェックを受けに行く。

3月18日快晴

第1便で服部，野村，サーダー，ミソマ．テン

ジソ，パサン，と荷物，約800〃をジュムラに送

る。第2便は京極，五島，ラクパ，リンジと残り

の荷物と共に，渡辺はリェゾソ・オフィサーが正

式決定してから，チョタレ氏と定期便で飛ぶことに

していた。しかし，2回めのうライトの荷物を積み

込んでいると，ジュムラの飛行場に軍隊が食糧を

投下しているから今日はもう飛べないとの話。

この日，チョタレ氏が正式に決定した。

3月19日快晴

定期便でラクパ，リンジをジュムラに飛ばす。

1人3"Rso

この日も航空会社の都合で第2便のチャーター

機はジュムラヘ飛ぶことができなかった。服部，

野村達は荷物の整理をして待っていた。

3月21日－22日快晴

さっぱり釣れない釣りをしたり，ランニングを

したり，軍隊にバレーボールを挑戦され．テソパ

ンに敗れたり，で1日を過した。渡辺とチョタレ

氏は一夕，この軍隊の隊長に夕食を招待された。
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ジュムラからベース・キャンプ

『

』坂本真沙留
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3月23日船注一

3月25日快晴

52人のポーターと共にキャラバン第1日めが始

まった。賃金は1人15Rs,ナイケはプラス2Rs｡

30分も歩くとテイラ川が2つに分かれる。左は

チョーダビシ・コーラである。ネバルガオンのチ

ェックポストでチェックを受ける。クルミで朝食

兼昼食･ゴアッア・ラを越えると風が強いとの

話で少し手前でキャンプ。
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5月24日快晴

小1時間で峠着。すぐ下に政府の羊飼育場ゴテ

イチャウルが見える。クリガオンで昼食。14時ム

ニガオン着，チョルタ・コーラとナバニ・コーラ

との合流点である。少し早いがポーターの食糧買

出しのためにここでキャンプ｡ジャガイモを買った。
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チョルタまでのせまい山間を流れるコーラ沿い

の路は所どころ残雪に被われているoチョッタで

昼食。美人が卵，チャンを売りに来るoシェルパ

達はワイワイ喜ぶ。美人はどこの国でも得である。

この辺りの村から生活様式がチベッタンとなる。

マウレー・ラの下部でキャンプ。峠は雪がびっし

り着いていて，最初の難関である。
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3月27日快晴

昨夜の山羊の肉の故か，隊長，副隊長は下痢気

味。リミで昼食。割と大きな村である。どんどん

下ってカイガオン着14時。この先に峠が2つあり，
キャンプ・サイト（以後C.Sと記す）の関係でこ

こでキャンプo

ガルプン・コーラの水は冷いが身体を洗ったり，
洗濯をしたり。

ジュムラからのポーター25人が，もう帰りたい

と言い出したが，代りのポーターが見つかるまで

はダメだとチョタレ氏が強引に説き伏せてしまっ
たo
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3月28日快晴

すぐに小さな峠への登り，きつくて意外にシゴ

かれた。この奥のパラングラ・ラには17時ごろに着

いた。ダウラ・ヒマールがはるか前方にそびえて

いる。雄大な眺めだ｡30分ほど下った林が切れる

所でキャンプ。しかし，ポーターがなかなか来な

い。あとから来たサーダーが言うには，峠の少し

手前の水場で泊るとゴネていたという。彼らが来
なければメシにもありつけず野宿になる。シェル

パを迎えにやらせようと思っていたら，薄暗くな

りかけた林の中をやっとやって来た。

いだしたり，ここからは食糧が高いので賃金を上

げてくれとポーターが言いだしベース・キャンプ

（以後B､Cと記す）に着いたら1人10Rsのボク

シスをやる，とチョタレ氏，サーダーに交渉させ

たが結果的には1日17Rsとなってしまった。こ

この美しい草原上のキャンプ・サイトにはニ

ラが沢山あり，今夜はニラ料理だと五島隊員が張

切る。夜,にわかに風が強くなり，一時雨が降った。

3月30日快晴

結局，何人かのポーターがどうしても帰ってし

まうので,、補充するために本隊は停滞，京極野
村，ミンマ・テンジンの3名にポーター3名が偵

察隊として先行する。夕方，村人がオレンジを売
りに来た。この村で採れるという。

3月29日晴夕方一時雨

ダーキンで昼食，卵が買えた。今日もきつい行

動でテブリコットからポーターが何人か帰ると言
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て，そこにドウネイの警察署長が来ているそうだ

から頼んでみるとのチョタレ氏の言葉に望みを託

したが，それは無理な頼みだった。しかし，ここ

でチェックを受けたのでドウネイまで行かなくて

済み，スリガドにそのまま入れた。スリガド出合

の橋は荷物の通過料1個50パイサかかるとかで，

C.Sにドウネイの村長が徴収に来た。偵察隊がポ

ーターを4名手配していたので，帰りたがってい

た者と交代。

3月31日快晴

熱帯性の植物が生い繁るテブリコットの村とも

別れを告げてキャラバンは進む。ルマで昼食。こ

こで米を買えるかと期待していたのだが，ジャガ

イモしか買えない。少し先で食糧の投下をしてい

易
マ 4月1日晴

偵察隊は右岸沿いの路を行ったが，渡渉がある

ので左岸を行く。急な山腹を巻きながらの路は相

当に険しい。ニンバガオンで少し早いが水場の関

係で昼食。この後，ラーガオンまで村はない。ラ

ーガオソは40軒ほどの家があり結構大きい。小学

校の校庭をc､sに借りる話をラクパがつけたが水

場が遠いので，少し水場に近い畑の中にキャンプo

ポーター9人交代。

末
斤
静
噂
・
｜
の
張
仁
一
坪

一
『
グ

4 月2日晴

この日，初めてわれわれの目指す山，カソジェ今1ラ
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ラルワと思われる山を見た。感激である。昼食地

までは下り一方で快調だったが，ここからまた，

高巻き。遅れるポーターにかまわず歩いていたが，
いくら待っても来ない。水場もないので引き返し

始めたら，チョタレ氏を先頭にポーター達がやっ
て来た。ゴネるポーターをチョタレ氏がなだめて

連れて来たのだ。ポーターもかなり疲れたようだ｡
大きな岩穴と，少しの水のある所をC､Sに見つけ
る。

途中，偵察隊のポーターが帰ってきた｡メモに

よると，地理に詳しいプンモの村人をポーターに

雇いプンプン・コーラに入るとのこと、

少し通り過ぎて畑のはしにキャンプ。偵察隊のポ

ーターが戻って来てメモを渡される。プンブン・

コーラ側からは絶望的のようだ。

ここでジュムラからのポーターは全員解雇し，

プンモの村人と交代する。プンモでアダ，ツアン
バ等を大量に注文した。

4月4日快晴

隊長とチョタレ氏が，偵察隊と連絡を取るため

に先発する。残りは，新しいポーターの出発準備

のために10時に出発o15時，ザラザン・コーラと

ナウリ・コーラとの間にあるカンジェラルワから

の尾根の端でB､Cとなった地点で戻って来た偵察

隊と会う。まもなく隊長達も戻って来て，とりあ

えずポーターを解雇する。

偵察隊の報告を聞き，最も登頂の可能性の高い，

この尾根から岩稜となるルートを選ぶことになり，
この場所をB.Cとした。

4月3日晴

やっと河に近づいてレヤンジで昼食。ここの村

人に標識用の竹を採って運んでもらうことにする。

この辺りからポーターの歩き方が極端に遅くなり，

休む回数も多くなる。ドジャム・コーラに入ると，
山間も広まり，のびのびとする℃プンモの村を

F偵察隊の行動
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喰と細出てくる

3月30日

12時にテブリコットを出て17時30分スリガド

・コーラ出合，ここから，ポーターが言うには，

路がはっきりしているが上下の多い左岸の路腰

までの渡渉があるが半日の行程を短縮できる右岸

の路があるとの話。偵察隊の性格上，後者をとる

ことにしてキャンプ。

3月31日

本隊にメモを残して出発。2k"ほど河原の路を

歩きカラルピ村を過ぎてすぐに渡渉する。ハラガオ

ンとルミの対岸にあたる。腰までの渡渉も思った
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4月2日

ナウリ．コーラの出合の奥にカンジェラルワと

思われる山が眺められ思わず足を止める。出合か

ら右岸の尾根を巻いてプンプン・コーラに入った

のは15時。このコーラは広く明るく，周りの山狗

は岩と氷である。カソジェラルワだけが，高い故

か雪をたくさんつけ，ヒマラヤひだを呈している。

4000加を少し越えた辺りにキャンプ。陽が沈む

と寒さが羽毛服をとおしてしみてくる。

より楽に終える。2時間ほどでジャガイ村である。

ここで昼食。急斜面を登り下るとツアプカ村に出

た。村を少し過ぎ林の中にキャンプ。

4月1日

この日，やっとスリガド・コーラを通過し，ド

ジャム・コーラに入った。そして途中から一緒に

なったナイケの弟と共にプンモ村に着き彼の家の

屋根に天幕を張らせてもらう。ポーターはこの先

は寒くて行けないというので解雇し，村人3人と

代える。

4月5日

プンプン・コーラ側から登頂ルートをとれるか

どうかが偵察の目的だったが，雪崩の危険があり

過ぎたり，急な岩壁だったりでこちら側からはほ

②③
カン主ﾗﾙﾜ の

〆

堂~、書、
一二

VRノ
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ぽ不可能。ただひとつ，コーラの支流から稜線に
上がれるルートがとれそうだったが，これとて頂
上へは長すぎ，ナイフ・リッジ上のC.Sの有無も問
題である。さらに可能ルートをさがすためにナウ
リ・コーラに下り，これを偵察したが，大滝があ

りルートにならぬと判断する。出合にキャンプ。
ポーター3人のうちナイケの弟を明日のガイドと
して残し，他は解雇する。村へ帰る彼等に隊長あ
てメモを渡す。

4月4日

ザラザン・コーラ側に少し戻り，このコーラと
の間の尾根に取り付く。ヤクの放牧に使われている

とのことで,踏跡がかなり上まで続いている。急な
登りを過ぎると尾根は広大になり，その上が岩稜
になっているo2つめの小ピークまで登り上部を
偵察する。ルートは2つとれそうだ。ピークから

rベース・キャンプから登頂まで

L

4月5日晴後曇

採用したルートの性格からC1がアドバンス・
キャンプとなるのでタクティクスの再検討，装備，
食糧の荷上げ準備で一日が終るoC,へはポーター
25人で一挙に荷上げすることにした。
4月6日雪

昨夜からの雪が本降りになり停滞とする。ジュ
ムラヘメイル･ランナーを出す。往復200Rs。
他にズック靴，ジャンパー，ポンチョ代わりにキ
ャンバスバックを引き裂いて渡す。
4月7日快晴午後一時曇

副隊長をB､Cに残し，全員がC1に向けて出発す
る。チョタレ氏はポーター達の先頭に立ち，クク
リでブッシュを切り，路を整備してくれる。急な登
りを過ぎ，広大な尾根を左上してナウリ．コーラ

側に立つと，カンジェラルワが立ちはだかってい

る。ルートを目で追う。なんとかなりそうだが上

部雪田にぶつかる岩稜は，この尾根が邪魔になっ

続く岩稜のルート，岩稜からナウリ・コーラへ下
りアイス・フォールを経て上部雪田に出るルート，
どちらも可能性がありそうだ。ザラザン．コーラ

からのルートは広大なナメ滝があり，また下部に

ゴルジュがあるので不可能と判断する。一応登
頂可能ルートを見つけて下山すると本隊と合流した。

渡”=仁」
て見えない。渡辺はキャラバン中に少し再発した
古い捻挫が痛み出し，山容をつかんだことでもあ
るのでここからB.Cに降りた。岩尾根に変る小高
い所からはポーターは歩けないのでうとりあえず
C1をその場所とする。チョタレ氏，シェルパはB、
Cに戻り,隊員ﾗｸバはCI泊まり｡
4月8日曇時々小雪

C1泊りの隊員達はC2へのルートエ作oC,へ副隊
長，シェルパが上るo12時のトランシーバー交信
の時，雷が激しく鳴り，一時中断。雷には，これ
からも時々 悩まされた。
4月9日快晴

C1をさらに上部に移動する一方,9へのルート
エ作を並行して進める。夕方の交信でルートエ作
隊から岩稜ルートは岩が脆く，また技術的に荷揚
げには難し過ぎるから放棄して，明日はナウリ・
コーラ側から偵察したいと言ってくる。
今日は久しぶりの快晴であった。
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’4月9日7時の交信仮ClとB.C鍔…鍔……･鼎｡f･･………………鍔…●●…f缶，
i服部「こちらC1,01,感度良好です。どうぞ」つと高いようで，あとはみんな平常のよ
i渡辺「ハイC1の感度も良好です。夕べは非常うです」

に寒かったですが，上の方はいかがでし渡辺「ゴンチャンは夕べよく眠ったでしょう
たか？」か」

｜服部「こちらの方も非常に寒くて,－15℃ま服部「私のとなりで一緒に寝たんですが，何
で下りました。昨日はちょっと雷さわぎか寝返りを打ってたようで，あまりよく
でもって中断されまして交信がうまくい 眠れなかったようにもみられますが，本
きませんでしたが，今日は非常に良好で人に聞いてみませんのではっきりしたこ
す。どうぞ」とがわかりませんが……」

|渡辺「ハイわかりました。その後，高所影響渡辺「了解しました。それでは今日までにC2
とか新らしい体の変調はないでしょうか」へのルートエ作が完了するという昨日ま

|服部「私，はじめて高いところに上ったのででの判断でしたが，そのとおりですね」
すが，まったく異状はありませんので安服部「工作隊により，だいたいC2予定地までの
心しております。ほかの連中も元気で全ルートエ作を続けると，あとの残った者

然障害はでておりませんので，今のとこは，みんな当初C1キャンプ予定地まで
ろ安心しております」C2用の装備から上げていく予定です」
｜渡辺「血圧の結果はどうですか」渡辺「了解しました。ガンバッテください」
服部「血圧の結果はですね，五島だけがちよ

4月9日17時の交信B、Cと仮Cl●籍f母f串f零＄f串f串f鍔鍔舟f鋳鍔鍔鍔●鈴f串ォ

渡辺「応答して下さい」京極「京極です｡B.Civ~K=!"L,､宮‘-へ！＝￥」思極｜京極ですoB.C了解でしょうか」

|服部「こちらC,,C,,感度良好です｡どうぞ」渡辺「声が少し遠いので，もう少し口をマイ
|渡辺「C,,C,,ルートエ作隊は帰って来まクにつけて話してください」
したか。どうぞ」京極「今度はよろしいでしょうか」

!服部「ルートエ作隊はちょっと前,’6時半ご渡辺「さっきよりは少しいい程度です」
ろに帰りました。みんな無事に帰りまし京極「それではお知らせします。今日の行動
た」は’5時の交信でお知らせしたとおり，ほ

|渡辺「ルートエ作隊の状況はどうですか」とんどナイフリッジの終了点近くまで行
'服部「ただいまルートエ作隊の京極と替ってきました。当初考えていたリッジの終了
報告します。少なお待ちください」点近くから；左の氷河の下降は逆層の上
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に雪が薄く乗っている程度なので，その

代替ルートとして考えましたのは，ナイ

フ・リッジのはじまるピークのすぐのコ

ル，そこから左側に降りて，登ることに

しました。

15時の交信の時に野村，坂本両君が，だ

いぶ疲れていたのですが，最後のガンバ

リで100加ほど下降して，見通しをつけ

てくれました。了解でしょうか」

|渡辺「ハイ’了解しました。それでは，新ら

しいルートからC2へは可能ですネ。どう
ぞ」

|京極「エー，あの－，可能です。その下降す

る沢はですね，だいたい300籾くらいな

んですo100柳下降してフィックスして

ありますから，明日は200腕ほどさらに

フィックスを延ばし，そこから上へのル

ートを延ばそうと思っています」

I渡辺「ハイ’それではいつごろC2のルートは

拓かれそうですか。どうぞ」

|京極「C2のルートですか。明日,1日で何と
か目どをつけようということで，今，話

し合ってたところです。何とか頑張りた

いと思っていますが，いかがでしょうか」

|渡辺「そのてんについては了解しました。そ

れと，3人はだいぶ疲れていますか」

i京極「かなり疲れていますけれど，まだ気力

でがんばっているようです。

野村，坂本両君は，まだ若いですから，

明日も1日ガンバルそうです。

私とですネ,服部さんが入れ替って，明

日ルートエ作に回ろうということで検討

しております」

!渡辺「エーと，そのてんについて私も考えて

ます。

服部さんとちょっと替って下さい」

;服部「服部です，替りました。どうぞ」

i渡辺「今日，15時の交信で言っていたC1を移

動するということの問題ですが，どうして

も上げなければならないということでし

ょうか」

｜服部「エー，ただいまのルートから考えます

－54－

と，当初の予定地点にC1を上げませんと!

……」

（テープ切れのため入れ替）

渡辺「その場合C1の装備,食糧も一緒に上げi
なければならないわけですが，それだけi

時間と労力をかける日にちがありますか｡!

どうぞ」

服部「エー，当然ありますけど，こちらからi

その予定地点といいますのは,15A9の荷｜

物をしよいまして，だいたい1時間ちよ；

つとで行けますので，大丈夫だと思いま‘

す。今日,Csの一部を上げましたので，

明日と明後日があれば間違いなくそこへ

全部のものが上がると思います。どうぞ｣｜

渡辺「ハイ’了解しました。それから天気が｜

悪くなってきておりますが，もし明日行｜

動可能であるならば，そちらで何か検討

しているということですか。

服部さんと坂本君，それとシェルパ1名

加えたらどうでしょうか。どうぞ」

服部「その件につきまして，ちょっとお待ち

くださいo

エーと，野村君がもう1日ガンバってみ

たいということと、シェルパにはまだ荷

上げするものがあるので，荷上要員とし

て使用したいというみんなの意見なので

すが，どうでしょうか」

渡辺「ハイ’それでは了解しました。ただし，

気力でがんばっても先が長いので，ジッ

クリ体を休めることを考えて行動してほ

しいと思いますので，その点，了解して

ください」

服部「そのとおりです。今のところ，確かに

疲労というものがありますけれど，無理

をしてまでやるというそういうことでは

ありませんので，どうぞご了解ください」

渡辺「明日は，京ちゃんはなるべく体を休め
るようにしてほしいと思います。

それと，私は明後日あたりにC1に上ろう

と思っていますが,C2のルートとの可能

性のからみ合いの問題で考えてみたいと

思います」



服部「ハイ’了解しました。もし明後日，渡

辺さんが上って来られるんであれば，こ

このテントは当然，明後日までこのまま

置いておくことになりますし，そんなに

早くは撤収できないと思いますので，ち

ょうどいいんじゃなかろうかと思います」

渡辺「了解いたしました。それでは明日，ま

た」

仮第1キャンプ（4，500m）より上部へむかう

4月10日快晴夕方一時小雪

ナウリコーラの源頭のモレーンから岩稜へのキ

レットヘの偵察･一方ではC1への上部移動｡偵察

4月10日12時の交信B・Cと仮C1

京極「こちらC,,C,,B.C感度良好です。
どうぞ」

渡辺「C1からもきわめて良好です。偵察隊の

様子そちらからわかりますか。どうぞ」

京極「エー，ただいま私達は2回めの荷揚げ

を終えて,40分ほど前から中間ピークの

てつぺんで待機しております。さきほど，

20分ほど前ですけれどルートエ作隊は沢

の中に降りましてですネ,C2予定地まで
のちょうど中間地点を歩いているのが見

えましたが，今は尾根の影になってちょ

っと見えません。だいぶ順調に進んでい

るようです」

渡辺「ハイ，了解しました。それでは見通し

としては，今日中にC2辺りまで行けそう
な見通しですネ」

京極「エーと，あのペースだとおそらくは行

けるんじゃないかと思われます」

渡辺「了解しました。それから今日休んでい

る京ちゃん，ノンちゃんは，あまり荷上

げの方で体を使わないで休んでほしいと

思いますが。どうぞ」

京極「コンデションは，それほど悪いわけで

はございません。で，もう1度荷揚げし

てですネ，下のC1をこのピークまであげ

るような段取りをつけたいと思っており

ます。ですからも1回やってしまうとで

隊は上部のアイス・フォールをも少し覗いてC1

ヘ戻る。渡辺の足も復調したようなので，明日

C1に上ることにする。

母f串f番f缶f母ﾅ母f＄ﾄ串f舟f舟f母f母十＄f＄十＄f母f＄ず串j＄ず舟十串挿十＄f＄錦手番f母f＄》

すネ，ずいぶん楽になるんじゃないかと

思います。で，午後からもう1度やって

今日の行動は打ち切りたいと思いますが」

渡辺「ハイ’了解しました。それでは特にな

ければ，次は夕方の17時ということでよ

ろしいですネ」

京極「エーと,17時ですネ」

渡辺「エー，そうです」

京極「エー，了解しました。それから，バラ

サーブの足の状態はどうですか」

渡辺「少しは良くなっているんではないかと

思いますが，置きどころが悪ければ極端

に痛みます。それでう今日のC2予定地の

到着ぐあい，そこらあたりを判断して，

できれば明日，あるいは明後日あたりは

C1に入りたいと思っています。どうぞ」

京極「エー，了解しました。シュラフとか荷

物がありますので，隊員が取りに下るこ

とも考えますが，そのへん考慮しておい

てください」

渡辺「エー，ありがとうございます。私のは，

キッチンボーイのリジンをつれて上がろ

うかと思っていますので，そのてんの配

慮は気持だけで充分です」

京極「ハイ’了解しました」

渡辺「それでは17時の交信まで，また」

京極「それでは，17時まで」

Fp戸
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4月11日晴

京極，野村，五島，ミンマ・テンジン等がC2JN｡
他はC1の移動。ちょうど終ったころ，渡辺C1着。
早速C1上の岩のピークに上って様子を見るo眼下

に小さくC2が見え，アイス・フォールがその上に

立ちはだかっている。いかにも悪そうだ。一方，

岩稜は確かに脆そうだ。そして)C9となるであろ
う雪田に突き上げている岩稜へ，半分くらいしか

工作できなかったこともわかった。偵察をせずに工

作を先行した結果である｡ここで,アイス。フォ

ールの崩壊という危険よりも’難しさを取った方が

安全であると考え，岩稜をC3予定地へサーダー
を加えて偵察し，荷揚げにもルートとして可能か

どうかを調べることにし,C2に泊る京極達は例の
キレットに出るクロワールから岩稜に上ることに

する。

等fe斗串f器f母卜舟f母f母f舟fef＄f串f＄十＄f母f母f母f母鵠f＄f令f告f＄f母fef母f＄f鋳母鐸十＄f串。;4月11日17時の交信C1と仮C2&ef･稗

i渡辺「そちらは何時に着きましたか」

｜京極「1時20分到着です。どうぞ」

i渡辺「ハイ'どうもご苦労さまでした。いわ

ゆる中間ピークに立って，そちらのテン

トなども先ほど見ました｡それから，リ

ッジ上とかいろんな所も見まして，帰っ

て来てから服部さんなどといろいろ相談

をしました。その前に忘れないうちに聞

きたいんですが，昨日，服部さん達がデ

ポした装備類，これを取りに行ったでし

ょうか。どうぞ」

i京極「イイエ，まだ取りに行っていません。

というのは，テントを張り終えて一段落

したのが16時です。それからすぐ食事し

まして，今，終ったところですoですから，

もう1度トランシーバー交信で確認して

から今行こうと思っていますが」

’渡辺「ハイ’了解o取りに行くてんについて

は，この交信が終ってから判断してくだ

さい。それと食糧についてちょっと聞き

たいのですが,C,,C2.'としては何
人分ずつ上っているか，ちょっと食糧担

当から聞いてくださいoどうぞ」

京極「エー，了解しましたoちょっとお待ち

ください"………・エーとですねO食糧は

タクテイクス表のとおりですが,C1とC2
が逆になっています」

渡辺「ハイ'了解しました。今ちょっと聞い

たところが,C1とC2をそのまま持ってき

たのではなかろうかという話があったの

で，ちょっと聞いたわけです。

それでは,C1が54人分,C2":31人分とi
いうことで間違いありませんネ」

京極「エーと，その逆です。了解でしょうか」；

渡辺「その逆ということはどういうことですi

か,C2が54人,C1が31人ですか？」｜

京極「少し待って下さい。担当と変ります｜｜

野村「野村です｡替りました，上っている食｜

糧は，34人となっていますねC1は」

渡辺「C1は,もとは31人になっていますが,i
3人くらいどうでもいいですo34人であ1

ってもいいですが，どうでしょう」

野村「C1とC2が31人です｡そしてですね,c21
の予備の分として20人分,C1にあがって｜
いるはずです｡了解でしょうか。どうぞ｣｜

渡辺「C1が31人で,C2の予備食としてC1に！
20食分上っているということですね」｜

野村「そのとおりです。どうぞ」

渡辺「ハイ’それで了解しました。それではi

京ちゃんと替ってください」

京極「=-．替りました｡どうぞ」｜
渡辺「それではですね，明日の行動について,｜
こちらの方でいろいろ検討した結果につ｜

いて連絡します。これらの行動についてi

はですネ，アイス・フォール・ルートとI

いうのはですネ，危険性が充分ありそうI

だということで，今日サーダーに再確認I

したところです。したがって，アイス．｜
フォール・ルートというものは，当面i

偵察の対象としないということをまず前｜

提として考えてください。ということは,i

1日，2日の遅れはたいした問題でなく，！
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まず危険度より困難度，あるいは安全度

というものをこの場合考えたいと思いま

す。あらゆる可能性から偵察して，あら

ゆる可能性を求めてから，1つのルート

を見出したいと考えます。

そこで，明日の行動を連絡しますと，再

度リッジ上のルートを確認する意味で，

服部，坂本，サーダー，ミンマがリッジ

上を偵察します。

これは，リッジ上にキャンプ・サイトが

あるかどうか，これをもう1度再確認。

それと，このリッジ上に荷揚げルートが

本当に不可能なのかどうか，実際に荷揚

げする立場であるシェルパに加わっても

らって，もう1度判断してもらいたいと

いうことです。それと，現在C2に入った

京ちゃん達は，アイス・フォール・ルー

トを偵察せずに，昨日，服部さん達が偵

察したリッジ上に出るクロワールに入り，

リッジ上から現在C2予定地として考えて

いる所を偵察してほしいと思います。

これらは，あくまでもルート偵察であり，

ルートエ作ではありませんので，そのて

ん了解してください。以上ですがどうで

すか」

京極「ハイ’行動については了解しました」

渡辺「それでは明日必要なザイル類は，服部

さん達が昨日デポした中に入っています

のでう明日の朝取りに行ってもいいんじ

ゃないかと思いますが。どうぞ」

京極「了解しました。昨日，服部，坂本両氏

が偵察したルンゼはずいぶんひどいとこ

ですね。これでしたらルソゼをひとつ登

筆するようなものでしてね，あまり感心

しないと思いますがどうでしょうか」

渡辺「エー，確かに相当きついらしいですが，

そこらあたり京ちゃん，ノンちゃん，ゴ

ンちゃん，ミンマカ恥､れぱ大丈夫ではない

かとこちらでは考えていますが。どうぞ」

京極「ひとつはジェードル状になっていまして

ですね，出口の所がずいぶん悪そうです

ヨ」

渡辺「これは荷揚げではなく，ルート偵察で

す。ということは，もしリッジ上にキャ

ンプ。サイトがあり，それに加えて，シ

ェルパ達が荷揚げが可能であると考えた

ら，リッジ上のルートを明日の偵察の結

果とるということになるんではなかろう

か，と思います。したがって，明日，京

ちゃん達が入るクロワールというものは，

クロワールからその上部の方，現在C3予

定地としている所までを偵察のポイント

にしてほしいので……」

京極「了解しました。そうしますと，最終の

リッジの所を通過可能かどうかを偵察す

ればいいわけですね」

渡辺「ハイ，それとC3予定地のよりベターな

所を探してほしいと思います」

京極「了解しました。明日はそのよう行動し

ます」

渡辺「ハイ’それではよろしくお願いします。

エー，あす7時半の定時交信で，再度確

認すべきところがありましたら，確認し

たいと思います」

京極「エーと，次に偵察した時の準備のデポ

地点をはっきりと確認したいのですが，
お願いします」

渡辺「坂本君と替ります。その前に4人の体

調はいかがですか」

京極「エーと，体調まことに良好です。それ

ですね，食糧がこちら中途半端にしか上

っていないんです。明日，食糧はこちら

に全然上らないということでしょうか」

渡辺「エー，それについてはこれから検討し

て，明日の交信で連絡したいと思います」

京極「ハイ’了解しました」

坂本「あのですネ，京極さん方のテントを張

った所から左の方へ行くと露岩の方へ出

るモレーンなのですヨネ。それを逆右

側の方のモレーンに上ってください。モ

レーン伝いに上って行くと，モレーンの

切れる所にザイル等デポしてありますか

ら。わかりましたか」

京極「エーと，一番主稜線に近い方ですね」
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坂本「エーとですネ，エ，そうです。京極さ

ん方のテントを張ってある場所からクロ

ヮールが見えると思います。そのクロヮ

ールをめがけてモレーソ上を歩いて行け

ばいいと思います」

京極「ハイ’了解しました。そうしたら，

明日，私達が偵察するクロワールにステ

ップが続いていますから，そのステップ

どおりにたどると荷物に行きあたるとい

うことですか」

坂本「ハイそうです。ぼくらの登っていった

ステップをたどって行けば，デポした所

に着くと思います。そこにスノーバー3

本ほど打ってありますからわかると思い

ます」

京極「ハイ’了解しました。メイソザイルは

何本ありますか」

坂本「メインザイルは2本置いてあります」

京極「ハイ’了解しました。どうもご苦労さ

まです」

坂本「ハイ、どうも今日はご苦労さんでした。

ゆっくり休んでください」

京極「ハイ'おやすみなさい。

エー，隊長よろしいですか」

渡辺「ご苦労さまでした。ゆっくりお休みく

ださい。それでは明朝まで……」

京極「エーと，隊長の足の具合を知りたいと

思いますが，いかがですか」

渡辺「エーと，今日，リンジがほとんど私の

荷物をしよってくれて，たいへん助かり

ました。どうやら登って来ました。ま，

そのうちだんだん良くなると思います。

どうぞ」

京極「エー，そうしたら頂上まで行けますネc

期待してますヨ」

渡辺「エー，まだわかりませんが，何とか頑

張りたいと思います。どうぞ」

京極「エー，みんな待っていますからガソバ

って来てください。お休みなさい」

渡辺「おやすみなさい」

いつ崩壊するかも知れぬアイスフォールを

ぬけ第1キャンプ(4,600m)、そして、

岩稜上に第2キャンプ(4,900m)建設

4月12日快晴

朝,京極との交信で，クロワールは落石が激し

いとのことなので，彼等はアイス・フォールを偵察

することになる。岩稜隊の副隊長達は意外に早く岩

稜を終えC3予定地へ13時ごろ着いた。片やアイス

･フォール隊も頑張ったが，上部のクレバスに阻

れてc鴬へ戻る。

それぞれの偵察の結果は，岩稜は,途中にC2の

場所もある。アイス・フォールの方は崩れたクレ

バスも，それほど多くの時間を要せずに工作でき

るとのことだった。しかし，エベレストに参加5回

の経験をもつラクパの意見でも，いずれ崩壊する

かも知れないと言うので，前者をルートに決定した。

4月12日17時の交信Clと仮C2，＄f…鵠舞f鍔$f串f鍔$ず鍔…f母f…鈴f＄f鍔零＄f号f串f令f…f令f＄f$f串鐸f舟、

渡辺「こちらの感度は良好です。ら，シェルパ等の意見でもそれほど困難

それでは，まず岩稜ルート偵察隊の結論なリッジでもないし，荷揚げも比較的容

をそちらの方に連絡しますと，一応，現易に可能であるという意見です。

在C2,C3キャンプ予定地は，充分に可能それから，キャンプ・サイトまで非常に
ないい場所であることがひとつ。それか長いので，安全の中継点が必要なのです
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が，その中継点となるキャンプ・サイト

が必要で，充分にあるということで，ル

ートエ作にはだいたい，3日ないし4日

かかって，4日めには上部にキャンプを

設営できるであろう，ということが今日

の偵察の結果です。

まず，こちらのこと連絡します。

次にそちらの方，連絡してください。ど

うぞ」

京極「エーと，良く聞き取れなかったんです

けれど，だいたいのことはわかりました。

エーとですね，こちらの方はですね，ほ

とんどC3の予定地点の手前まで登りまし

た。それでその前にクレバスでさえぎら

れたので，一応そこまでということで引

き上げましたけれど，そのクレバスの乗

っ越しは可能だという見方で帰って来ま

した。

エーと，そこに達するまで約4カ所ほど

ステップ切りがありましてですネ，そこ

にザイルフィックスが必要ではないかと，

そういう判断にたって帰ってきました。

エー以上です」

渡辺「その内容についてわかりました。

クレバスのザイルエ作ですが，それはど

の程度かかりそうな見通しですか」

京極「エーと，それについてはですネ，さき

ほど長時間かかるようなことを言いまし

たけれど，それほどかからないという見

解にたっていますが．．････」

渡辺「ということは，1日もかからないで通

過，ザイルエ作ができるということです

か」

京極「1時間か2時間もあればという考え方

にたっていますが，それとですネ，サー

ダーが確認しているらしいんですけれど，

その奥に巨大なクレバスがあるというこ

とらしいです。そのあたり，私達は確認し

てませんから，そのへんちょっと詳しく

聞いてもらいたいと思うんですが」

渡辺「エーそれはミンマと何か話をしたんで

すか」

京極「エーそうです。すぐ近くでお互いコーi

ルできましたから、そういう話をずいぶi

んしてたらしいです。サーダーに聞いてI

もらいたいと思います」

渡辺「エー，了解しました。

だいたいそちらの方の様子わかりましたO!|

それからもう1点こちらから聞きたいの

ですが，アイス・フォールの崩壊の問題

ですが，現在大丈夫でも，たとえばクレ’

バスの問題，帰りの時，どうなっている‘;

かという問題，そこらあたりについては

どう考えますか」

京極「エーと，今は簡単に渡れます。だんだ

んとどの程度ひろがるかということはア’

イス・フォールの経験がないので.…“

若干，広がるということは予測できます，

けれど。下りは懸垂下降すれば簡単に下｜

れますから，そのてんは心配ないんでは’，

ないかと思います。

早いうちに荷揚げしてしまうと，あとは

ビルのてつぺんから懸垂するようなもの；

で，楽だと思います」

渡辺「今日，ラクパに例のアイス・フォール

を見せたところ，今のところは大丈夫で

あるが，帰りあたりはかなり日にちもた｜

って暖くなっているので，次第に崩壊が；

出てくるのではなかろうかというような‘

意見です。

彼はエベレストのアイス・フォールを51

回，日本隊3回，インド隊？回で，経験｜

があり，そこらあたりの意見はかなり貴

重ではないかと考えてます」

京極「エー，了解しました。

氷の状態は，今のところは硬いです」

渡辺「エー，それではもう1度サーダーに今

のクレバスの問題について聞いて，さら

にこちらからの方としまして考えを固め

たいと思います。

また同時に，そちらの方では今日の岩稜

ルートについての質問ありませんか」

京極「エー，岩稜ルートのテント地はどの辺

になるんでしょう力ももし,C2を移すとし
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たらどの辺に移せばいいのか。そのへん

ちょっと確認したいのですけれど」

渡辺「エー，例のクロアール部分のもっと手

前の方です。そのリッジ上に上れる現在

の仮C2から上れるルンゼがあるとのこと
です」

京極「エ，それはあります。やさしいのがこ

＃月12日18時の交信Clと仮C2
｜渡辺「JKE,JKE,こちらC,,0,｡C2,
C2,応答してください」

｜京極「こちらキャンプI｡どうぞ」

｜渡辺「こちら感度艮好です。

さきほど，そちらの方から質問のあった

上部の方のクレバスについては，サーダ

ーいわくでは，今日の偵察隊が引き返し

たクレバスよりも小さいんではなかろう

かという意見でした。どうぞ」

京極「ハイ’了解しました。それではそれを

乗っ越すことは可能だということですか」

渡辺「エー，ま，そういうことになるんでは

ないかと思います。

エー次に，さきほどこちらの方の岩稜ル

ート偵察隊の結果をそちらの方に報告し

たわけですが，それらについて2つのル

ートの対比についてそちらではどう考え

ていますか」

京極「岩稜ルートのことはよくわかりません

けれど，横から眺めたら素晴らしいリッ

ジで，スカッとした感じのいい所だとい

うことだけです。あとはわかりません」

4月12日18時10分ルート決定の交信

度辺「JEK,JEK,こちらC,,C,｡C2,
C2応答してください」

京極「こちらC2です。感度良好。どうぞ」

渡辺「こちらの感度も良好です。

それでは，どちらのルートをとるかの決

定をお知らせします。

渡辺

京極

渡辺

の仮C2の真横にありますから,それから’
だといいと思いますが，そこにあるのでI
しようか」

「ハイ'その上です。どうぞ｣

「ハイ’了解しました」

「それでは，次に18暗こ交信したいと思i
います」

《今f$､等f$ず缶f令f告f$f＄f告f舟f幸f母f母f舟十＄f令f＄f令f令§号f令f奇f母』 鍔眠

渡辺「それではうそちらとしてはどちらのルー

トと，今，考えていますか」

京極「エーと、アイス・フォールの状態はさ

きほどのシェルパ等の話から聞きまして

ですね，私達としては素人判断しかでき

ないというてんで，今ちょっと迷ってお

ります。それであの－，どちらのルート

かと言われても，岩稜の上部の状態がわ

かりません。それからアイス・フォーノと

の方は，クレバスの状態が，今後，どう｜

いうふうになるのかそのひとつの判断が｜

ちょっとこちらにまかせられても，今す!

ぐには結論は出しかねるんですけれど」i

渡辺「結論を求めたというよりも，さきほど｜

こちらの方の偵察隊の話をして，今日そ＃

ちらの方の行動と対比してみて，感覚的i

にどうとらえるかということが質問の主I

旨だったわけですが。ま，それは結構です｡｜

それではですネ。どちらのルートをとる！

。…続論を,．…'こ""Lた！いと思いますが。どうぞ」

京極「ハイ’了解しました」

R命子母f＄+串f串f母子母+母+串f缶f舎卜ef母f串f串手傷ﾄ母十＄f舟f母卜串十＄f串f＄ずもf舎卜由､く鰹
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エー，岩稜ルートの方をとろうと思いま

す。この理由を言いますと，アイス・フ

ォールの問題，リッジの場合キャンプ数

が1つ少なくて済むてん，キャンプ数が

1つ少なくて済むということは，タクテ

ィクス上において非常に重要な問題であ
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ると思います。

それと，さきほどのアイス・フォールの

問題，やはり安全度を考えたいというこ

とです。エー，了解でしょうか」

京極「ハイ’了解しました。今後の行動につ

いて連絡ください」

渡辺「エー明日は，休養してください。それ

と現在の仮C2は明後日，リッジ上のキャ

ンプサイトに上げることにしますが，そ

れは細部を副隊長と打合せた結果を，明

日また連絡したいと思います」

京極「エーと，明日はここで休養して，明後

日テントを移動ということですか」

渡辺「ハイ’明日はゆっくり休んでください」

京極「エーと，食糧は全然こちらに来ないと

いうことですね」

渡辺「あ，それ忘れてました。エー現在たり

ませんか。明後日の朝あるいは昼までは。

どうぞ」

京極「エーと，昼のレーションを朝に食べて

ですね，なんとか引きのばします」

渡辺「エー，たりなければラクパに持たせま

すから，必要個数を言ってください」

京極「エーと，そちらのレーションの箱を開

、けるとまた混乱しますから，そのままに

してください」

渡辺「ハイ’了解しました。それでは明日，

8時に交信したいと思います」

京極「ハイ’了解しました。明日8時ですね。

それとですね,ﾏﾗﾘﾔの薬ﾋﾏﾗﾔ

ボケか何錠のむのか忘れてしまいました。

何錠飲むのか教えてください」

渡辺「ひとり2錠です－2錠ですヨ」

京極「ハイ’了解しました。1人2錠ですね。

これから服用します」

渡辺「それから，健康状態はどうですか」

京極「私はちょっと頭が痛いです。それから

五島君も少し頭が痛んでおります。野村

君がビタミンC不足で唇が荒れて少し血

が出ているようです。以上です」

渡辺「層が荒れるのはビタミン不足というよ

りも，やはり，陽差しの問題もあると思

います。したがってチョコラザーネをぬ

るようにしてください。

それから，こちらの方も坂本君なんか人

並みに頭が痛いなんてうったえています」

京極「ハイ’了解しました。それでは一般的

な傾向で安心してよろしいですネ」

渡辺「ハイ’そうと思います。それで，明日

8時までさようなら」

4月13日快晴

昨日，新高度を経験した坂本の調子が悪すぎるので渡辺と共にB.C"､o他は休養のために停滞｡

4月15日8時の交信C1と仮C2､"efef鐇鎧語謡…fも§…§…f今f…§…ず…鈴f由f…fsf$十．鐸十事f今手…

渡辺「JKE,JKE,こちらC21C20C1応辺はB.Cに戻って，これはのちほど食糧
答してください。どうぞ」担当の方から聞きたいのですが，調味料，

京極「C1,応答してください。どうぞ」砂糖等がC1には欠乏しつつあるので，そ
渡辺「こちらC1です。C2泊りのその後の健こらあたりを補充したいと思います。

康状態はどうでしょうか」次に明日の行動ですが，明日,C1から仮
京極「エーと，今日は大変良好です。みんなC2には，ラクパ，パサンを荷揚げに下ら
のびのびしております。どうぞ」せます。

渡辺「エ，安心しました。それでは今日と明それから，服部，サーダーの両名はC1か
日の行動について言いますと，らC2へのルートエ作にあたります。

今日はこれから，渡辺，坂本がB.Cに戻それから，仮C2泊りの4人ですが，ラク

リます。坂本君はちょっと風邪もひいたパ，パサンがそちらに荷揚げに行って，

らしくちょっと調子が悪いようです。渡そちらの4人はC2に上るわけですが，そ
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のうち五島は，ラクパ，パサンと一緒に

C1に戻ってください。

それから，京極，野村，ミソマの3名は

C2に泊まり，翌日のC3へのルートエ作
にあたってくださいoC2へはテントl張
をはってください。以上です」

｜京極「エーと，ただいまの件，もう1度こち

らから復唱します。

パサンとラクパが，こちらに荷揚げの手

伝いに来るということ。

それと，私達4名でCJD建設をし,五島は

渡辺

京極

渡辺

京極

C1に下ること，そしてミンマと野村，京極｜
がそこに泊って，翌日はC3へのルートエド

作にあたるということですネ」

「ハイ，そのとおりです」

「エーと，稜線上のテントは2張りといi

うことでしょうか」

「C2のテントは1張りです。どうぞ」｜
「ハイ’了解しました。

明日のそちらに必要な食糧を何食分かラ｜

クパ等に持たせますが，そこらあたり食｜

糧担当と替ってください」（以下省略）I

岩稜上の雪原に第5キャンプ(5,300m)、
さらに上部を偵察した

4月14日午前中薄曇り夕方風雪が強まる

ナウリコーラのC2をそのまま岩稜上に移動し，

C1に戻る五島を除く3人がC2泊り。服部，サーダ
ーが01からC2へのルート補強。渡辺はC1へ。

4月15日晴後曇

C2泊りの3人がC3へのルートエ作oC1泊りはC2
、の荷揚げの後，午後上って来たチョタレ氏と共

に服部，五島はB.C"､｡坂本も回復してC1に上る。

4月16日快晴

朝の交信で，昨夜メイル・ランナーが帰って

きたが隊員への手紙は皆無。京極，野村はC3への

ルートを補強した後B､Cz､｡･ミソマ･テンジソは

C1に戻り，再びC1泊りとC2へ荷揚げ｡渡辺はCr､

’4月18日17時交信B､CとC1,C2とC3

，京極「JKE,JKE,こちらキャンプ’」

i服部「エー，こちらキャンプ2oどうぞ」

｜渡辺「エー，感度が悪いのですが。今日は予

定どおりC2荷揚げの人はC1泊りですか」

i京極「こちらキャンプ1｡C2へ荷揚げしま
した。どうぞ」

｜渡辺「そうしますと,Clに残っているのは，

|ルート旗だけですか。どうぞ」
｜京極「C4の装備とルート旗ですo明日，荷揚

戻り，坂本，サーダーー，ミンマ・テソジソ，バサ

ンがC2泊り。

4月17日快晴

C2泊りの4人はC3の建設。坂本，サーダーは
C2泊。シェルパ2人はC3へ2回荷揚げし,B.Cか
ら来た服部，五島と共にC2泊o渡辺はB､Cへ。

4月18日快晴

坂本，サーダーがC4へのルート偵察｡C2泊りの

4人はC3へ荷揚げして戻る。京極，野村はB.Cか

らC1に上り,C2に荷揚げしてからC1に戻る。渡
辺，チョタレ氏は下降ルートとしてザラザン・コ

ーラを偵察したが，ポーターが歩くのには若干の

整備を必要とするので，使わないことにする。

一一一一---------一一一一一一ニーーーーーセ､一一､一七一毛画凸垂｡早=■｡･･一一■ﾆｰﾀ＝ﾀ一一一一～一一=もこ､､

や十串f串f･串十＄f＄f串f串f串f串f串十＄f串子＄ず串+串十＄子鍔＄ず缶十$十母f$+ef串十鍔母、

渡辺

京極

渡辺

京極

渡辺

げすれば終ると思いますが」

「明日の荷揚げは何ですか。どうぞ」

「キャンプⅣの装備とルート旗です」

「ハイ’了解しましたoC2の食糧，予備

食，これは上げてませんね。どうぞ」

「C2に予備食上りました。どうぞ」

「それは上げる必要はなかったのですが，

上げてしまったならばしょうがないでし

ょうoそれから，2点ほど明日の連絡を
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します。C1からとりあえず，あと何かあ

りませんか」

｜京極「エー，くつにありません。そちらから
の指示を待ちます」

｜渡辺「それでは，明日，各キャンプの連絡を

とって6時に交信したいと思います」

｜京極「ハイ’了解しましたOこの交信は録音

してあります」

i渡辺「それでは，明日までさようなら。

それから,C2,C2,応答してください｡
どうぞ」

｜服部「ハイ’こちらC2．感度非常に良好で
す。どうぞ」

渡辺「エー，そちら予定どおり荷揚げして，

今C2ですね｡どうぞ」

｜服部「ハイ’そのとおりです。今日はだいぶ

疲れましたが,C2に荷揚げしまして,C8
のテント1張り張ってまいりました｡そ

して,C4のルート偵察隊が帰るのを待っ

て，私達が帰りまして，ちょっと前に帰

って来たばかりです｡今日はだいぶしご

かれました。エーそれで，今日，野村さ

ん達がC1から上げましたものは,C4の食
糧とC,,C2の予備食ひと箱分あがって

いますので，私達は明日は,C4の食糧と，
こちらにあるスノーバーとかメインザイ

ルとか，あとは何でしょうかね,アイス

・ハーケンが若干残っていますOこれを

荷揚げすればよろしいでしょうかOどう

ぞ」

|渡辺「重量はどれくらいになりますか？」

|服部「2岳30〃くらいだと思いますがoどう

ぞ」

|渡辺「エーと，現在C2は，服部’五島,パサ

ン，ミンマでしょうか。どうぞ」

|服部「ハイ’そのとおりです。どうぞ」

I渡辺「ハイ'了解しました｡それでは明日の

行動については6時に連絡したいと思い

ますので,C2とはさようなら。

それから,C3,C3,応答してください。

どうぞ」

‘;坂本「こちらCsで,感度，ものすごく悪いで

す。どうぞ」

渡辺「C3からの感度も悪いようで,C2,中継
してくれませんか。どうぞ」

坂本「C2,C2,感度あったら応答願います」

服部「C2,感度良好ですoどうぞo中継しま

してB､Cに送ります」

坂本「エーとですね，渡辺さんに伝えてくだ

さい。今日は予定の鞍部，そのコルまで

行かれなかったということ。それはなぜ

かといったら，ヒドン･クレバスが予想

以上に多く，手こずったということを伝

えてください。どうぞ」

服部「了解しました。エー,B.C,B､C,よ

ろしいですか。C2から中継します」

渡辺「エー、傍受しましたoクレバスを乗越

したのかどうか，それを聞いてください」

服部「C3,C3,クレバスを乗越したかどうか

を聞いてくださいとのことですが，そち

らから言ってください。どうぞ」

坂本「エーと，クレバス帯は完全に抜けまし

た。そして，あの小さなクレバス，それ

の末端に今日持った装備を一応デポしま

した。どうぞ」

服部「エーァB､C,R.C,よろしいでしょう

か，わかりましたか，こちらでもうしあ

げましょうか」

渡辺「中継してください」

服部「あのネ，クレバスは通過できたそうでウ

1番最終のコルまでは達し得ず，途中で

ハーケンとかフィックス･ザイルをデポ

して，もどって来たと，そういうことで

す」

渡辺「エー，コルまではあと時間にして何時

間くらいかかりますか」

服部「坂本君，坂本君。コルまであと時間に‘

してどのくらいかかるとのB.Cからの質｜

問ですが。どうぞ」

坂本「エーと，だいたい，ゆっくり行って1’

時間くらいもあればコルまで行けるんで｜

はないかと思います」

服部「エー,B.Cわかりましたかoゆっくり｜

行って1時間で行けるところまで達したI
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同じような状態だと，そういうことですb

それから，あの…＜不明＞…ちょっ

と頭が痛い」

「………時間状況として考えたいと思い

ますので，そのてん了解してください」

「あの,B●C,もう’度お願いします」

「今日のザラザソ・コーラの偵察の結果，

時間かけてルートを作れば，ポーターの

荷揚げ，じゃない，ポーターの下降も可

能かも知れませんが，ちょっと時間がか

かりそうなので，下山ルートは現在のル

ートを通ってB･Cに帰るということにし

たいと思いますので了解してください」

「ハイ'了解しました。C2,了解しまし

た」

「C1,03,聞えましたか。どうぞ」

「C1,了解しました」

「ハイ'それでは18時まで，各キャンプ

ともさようなら」

「ハイ’18時まで」

「C1･,18時まで」

ということですが。どうぞ」

渡辺「ハイ了解｡C3の出発は何時で，帰着は

何時で，坂本とサーダーの調子はどうか」

服部「エーと’坂本君，聞こえましたでしょ

うか。あのーC3からルートエ作に出かけ

た時間は何時か，帰幕の時間は何時か，

それから体の調子はどうだか，そういう

問いです」

坂本「エーと,C3出発は8時30分ですoC3に

帰って来たのはだいたい14時から14時半

だと思います。どうぞ」

服部「それから体の方もお伝え願います。ど

うぞ」

坂本「エーと，体はこないだの,あの,C1の

状態とだいたい似たような感じで，とて

も頭が痛くて歩くのがやっとです」

服部「了解しました｡エーとB.C,状況よる

しいですか，中継します。

エー，朝出たのは8時半で，帰って来た

のが，14時か机4時半の間と,それから

体の方は，頭が痛く,前に01にいた時と

渡辺

服部

渡辺

服部

渡辺

京極

渡辺

服部

京極

4月18日18時の交信く＄f舟抽f鍔軒串f鍔$fも錨

渡辺「C2,C3,聞えますか。どうぞ」

京極「エー，こちらC1,C1,他の隊と混信

しているようですけれど」

渡辺「交信したいということですか。どうぞ」

京極「エー，できればチャンネル2を使って

いただきたいのですが。どうぞ」

渡辺「ハイ’了解」

京極「こちらC1,チャンネル1でもよくなり
ました。どうぞ」

渡辺「それでは,C2,C3ともチャンネル1が

よいので，そのようにしてください」

京極「了解しました。今から切り替えます」

渡辺「………C2に荷揚げして,C2からC3に上

れますか。どうぞ」

京極「もう1度お願いします」

渡辺「CIに残っている上部キャンプの荷上量

をC2からC3まで上げれますか」

京極「C1に残っている荷物をかついで,C3に｜

入るということですか。どうぞ」
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|渡辺「エー，現在そこにあるのは,C4の装備

ですネoどうぞ」

|京極「エー,そのとおりですoそれをかつい

でC3に入るということですかoどうぞ」

|渡辺「そうですが，それは可能ですか。どう

ぞ」

|京極「エーと，それは可能です。どうぞ」

i渡辺「それではC3にそれをかついで来てくだ

さい。エー，シュラフはC2に置いていっ

てください」

|京極「エー，よく聞きとれないのですが，も

う1度お願いします」

|渡辺「C1の荷物をC3に上げてくださいoそれ

から，自分達のシュラフはC2に置いてい

ってください。どうぞ」

涼極「ハイ’了解しました。もう1度復唱し

ますoC,にある荷物をC3へかつぎ上げ,

自分達のシュラフは,C2に持っていくと

いうことですネ，以上ですネ」

|渡辺「ハイ’そのとおりです｡エー，明日ガ

ソバってくださいO

それから,C2,C2,聞えますか｡どうぞ」

|服部「ハイ,02o感度良好です｡どうぞ」

|渡辺「エー，明日は服瓠五島，両サーブは，

自分達のシュラフはC2に置いてC9に上

り,03でサーダーと一緒になってC4の

ルートエ作にあたってくださいO聞えま

すか。どうぞ」

|服部「ハイ'了解しました0反復しますo服

部，五島は，明日は自分のシュラフをC2

に置いてC3に上り，サーダーとルートエ

作を一緒にすると，そういうことですネ｡

どうぞ」

|渡辺「そうです。そしてC3に泊ってください。

どうぞ」

|服部「ハイ’了解しましたoC3に泊るという

ことですね。了解しました」

渡辺｢ﾊｲ’どうぞ頑張ってくださいo

C9応答してください。どうぞ」

,坂本「ハイ,03です。感度あまり良くありま

せんが，聞えます。どうぞ」

,渡辺「それでは,C3坂本君は，明日はC2に

下って，ちょっと休んでください。それ

から，サーダーはC3で服部’五島両サー

ブが来るのを待ち,04へのルートエ作に’

あたるように伝えてください。どうぞ｣｜
坂本「エーと,あのーですね，明日の朝にな#

ってみなければよくわかりませんが，エ；

ーまた少し回復してきました。それで，I

あの－できれば明日，あのーC2に下らなI

いでC3にいて休養できれば,なおよるしI

いと思うんですが．どうですか。どうぞ」

渡辺「あさっての行動の問題もありますのでj

エー，そのままC2に下ってください」’

坂本「エー，よく聞きとれません。もう’度’

お願いしますOどうぞ」

渡辺「エー,それでは,.C2,C2,聞えます淵
中継してください｡C2どうぞ」

服部「ハイ,C2感度良好です。どうぞ」｜

渡辺「エー，あさっての行動があるので，坂’

本君は，明日はC2に下るように伝えてく；
ださいo

それから，サーダーには，服部，五島両'’

サーブが行くのを待ってルートエ作にあi

たるということも，併せて伝えてくださ’

いo

エー，坂本君はC3の自分のシュラフを下!|

げる必要なし｡この3点をC3に伝えてくI

ださいo

それからC2のパサソ，ミンマですが,こ’

れを言うのを忘れましたOミンマ，パサ

ンは,C2からC3へ残っている荷揚げを||

してC2にもどってください。どうぞ」｜

服部「ハイ'了解しました。そのように伝え

ます。ちょっとお待ちくださいo

C3,C3,感度ありましたら応答願いま；

す。どうぞ」

坂本「ハイ’感度あります。どうぞ」

服部「あのー，中継します◎今のバラサーブ

からの伝言を中継しますから◎

明日は，あさっての行動もありますので'’

坂本君はとりあえずC2に下ってください｡’
その場合，自分のシュラフは持たなくて’

も結構です｡
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坂本

それと私と五島は，サーダーと工作にあ

たりますので，私達が行くまでサーダー

に待っていてくださいと，そのように伝

えてください。

それから，テンジンとパサンはこちらに

残った装備類をC9にあげて，またC2にも
どります。そういうことで坂本君と一緒

ですね，それだけです。以上です」

「ハイ’了解しました。では明日はその

とおり行動いたします。了解しました。

どうぞ」
国一寸凸_

服部「ハイ’承知しました｡B.C,B,C,よ

ろしいでしょうか？私達は明日は空身

でC3に上るということですね。どうぞ」

渡辺「そうです。自分達に必要なものは上げ

て結構です。それから明日,渡辺はB･C

からC1に上ります。

それで,12時までにC1に着けると思いま

す。だいたい各キャンプの交信は16暗こ

状況を知らせてください。了解でしょう

か」

服部「C2'了解しました」

大雪壁近くに最終の第4キャンプ(5,800m)

を建設し、アタック態勢ととのう。上部の

無気味に光る蒼氷の壁がキーポイントか

4月19日快晴夕方から雲が広がる

C2から服部’五島,C3からサーダーが加わっ

てC4と上部のルート偵察◎坂本はC輿に戻り京極，

i~-

＃月19日7時50分の交信B・C,C1,C2,

i服部「……食漫米が全然無くなったんです

がネ。5合くらいでもいいから上げても

らいたいと思うんですヨ。テソジソ，パ

サンの食べる分が全然ないんですから。

食糧，われわれ食べられなかったんです

よ。よろしいでしょうか」

｜京極「エーと，キャンプ2はα米ですよ。ど

うぞ」

｜服部「エー，キャンプ2はα米なんですが，

そのα米が無いんです………」

｜京極「エー，予備食の箱を開ければ入ってい

ますけれど。どうぞ」

i服部「予備食の箱はわかっているのですが，

開けてもよろしいですか」

京極「エー，そのための予備食で，こちらか

ら上げる分はまったく無いんですヨ。ど

うぞ」

｜服部「エー，α米でなく，米はないんですか。

野村がC3入りする。ミンマ･テンジン，パサンは

C3の往復。渡辺はC1に上る。

C3 馬母f串十＄謡＄f鍔串f串鍔串…岳f母f器f串f舎鍔母f謡舎f＄f鍔母f母f母、

京極

服部

渡辺

京極

服部

坂本

渡辺

坂本

渡辺

服部

どうぞ」

「エー，そのためにα米を上げているん

で，α米を使ってください。どうぞ」

「了解しました｡それではよろしいです」

「JKE,,JKEoこちらべース･キャ

ンプ，ベース･キャンプoC1,C2,C3,

聞えますかoどうぞ」

「C1,聞えます。どうぞ」

「C2,感度良好です。どうぞ」

「C3,感度あまり良くありません。ど

うぞ」

「C3がちょっと良く聞えませんが，特に

異常ありませんか｡どうぞ」

「エーと，頭の痛みがだいたいとれまし

て，もうなおっていると思います」

「C,,C2,特に異状ありませんか｡ど

うぞ」

「異状ありません」
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京極

服部

渡辺

京極

渡辺

「C1,異状なし」

「非常に天気もよくてよろしいと思いま

す。そちらからの連絡事項，特になかっ

たら出発しますから。どうぞ」

「C1,特にございませんか。どうぞ」

「C1,異状ありませんがoどうぞ」

「ハイ’今日は夕べの連絡どおりに行動

を願います。特にございませんので，16

4月20日快晴

京極，野村がC4上部のルートエ作に出る。C2'

C3からはそれぞれC4への荷揚げ。この夜，第1

次，第2次の登頂隊員を決定。シェルパ連中は，

かなりの技術を持っていたので，高度に強い彼等

と隊員を組み合わせて確実に登頂が成功するよう

時までさようなら」

京極「C1,16時の交信までさようなら」

服部「C2､トランシーバーは，私達の分は，

C2にあるのはそのまま置いていって,C3

にあるのを私達が持って行動するという

ことでしょうか。どうぞ」

渡辺「そのとおりです」

にした。したがって最も体調の良い隊員とシェル

パとで第1次登頂隊を編成した。第1次隊・京極，

五島，サーダー，ミンマ・テンジン，第2次隊・

服部，野村，坂本，パサンである。

|登頂隊員決定の際の交信－4月20日17時20分一‘舎鈴f鍔串鈴fef母f…f母f鍔串f串f母f串鈴縄fもf串f$鈴f缶f串、

｜渡辺「JKE,JKE,こちらC,,C3応答第2次攻撃隊員は，服部副隊長がリーダ
してください」－となり，野村，坂本，パサン以上の4

1服部「どうもおまちどうさまでした。全員集名が第2次攻撃隊員となってください。
りましたので，どうぞ発表してください」ザイルオーダーは、服部一野村，坂本一!，

｜渡辺「ハイ’わかりました。発表の前にちよパサン以上のとおりです。
つと確認したいのですが，現在C4には4それから明日ですが，明日第1次攻撃隊
人用テントl張ですが，この4人用テン員はC4に入り，適時に頂上までのルート

トl張に4人入ることは，ちょっと窮屈工作などをしてくれれば幸いと思います。
であると思いますが，そのへんどう考え必要に応じて第2次攻撃隊員の人達は，
ますか」第1次攻撃隊員のサポートをしてC4ﾍ行

｜服部「私が全部テントを設営して，シュラフ，き,再びC3に帰ってください。了解でし
エアーーマットを敷いてまいりましたが， ようか」

そんなに窮屈で困るほどでなく，なんで服部「了解しました。第1次攻撃隊員は，京
もないです。それであとシュラフが1本極をリーダーにしまして五島，サーダー，
と，カバーと食器が若干ですが足りないテンジソ，第2次攻撃隊は，私，服部を
だけで，全部揃っています。大丈夫だと頭にしまして野村，坂本，パサンという
思います」ことですね。

i渡辺「ハイわかりました。それでは，第1次,C4の確認と，そしてC3に帰るというこ
第2次攻撃隊員を発表します。第1次攻とですね」

撃隊員は，京極隊員をリーダーとし，五渡辺「そのとおりです。この隊員の決定は，
島，サーダー，ミンマで第1次攻撃隊を現在の体の調子，そこらあたりを総合的
構成します。ザイルオーダーは，京極一に判断した結果によるものです。
ミンマ，五島一サーダーのTWO,TW特に意見は求めませんし，これが決定で

Oで組んでください。すので，したがってください。どうぞ」
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i服部「了解しました。そのようにみんなに伝

えます」

｜渡辺「それから再び，ミソマの誕生日おめで

4月21日快晴後一時雪

行動に関しての交信一4月21日7時50分一

服部「C,,C,,こちらC3応答してください」

渡辺「こちらC1です。オハヨウゴザイマス，

今日は天気がいいようで安心しました。

それでは，みんなの調子はどうですか」

服部「今朝は，全員調子がいいようです。非

常に天気が良く，何よりだと思っていま

す」

渡辺「昨日ちょっと言い足りなかったことに

ついて補足しますので，了解でしょうか」

服部「了解しました，どうぞ」

渡辺「まず，昨日，パサン，ミンマは，昨日
の段階で明後日は休みにするというふう

に言っていたんですが，ミンマは第1次

に入ったので休みは取り消し，パサンは

今日，休みにしてください。

それからですネ，第1次攻撃隊は，今日

さらに上部ルートの工作と昨日言ったの

ですが，だいたい，難しい所は過ぎて，

あとは上部雪田の方を通り過ぎて，左の

方に回り込んでしまえば，それほど難し

いことは無いんではないかと思われます。

したがって今日，なるべく上部ルートの

工作はやめて，明日の行動に備えてゆっ

くりと体を休めた方がいいんじゃなかろ

うかと思います。

それから，昨日，プソモのヤクが崖から

落ちて死んだそうです。その足を1本50

RsでどうかということでB,Cに売りに来

まして，それを1本買うことにしました。

それから私の8""撮影機を現在，坂本サ

ーブに持たせているのですが，それを京

極隊員に持たせてほしいと思います。

エー，そんなとこですが，どうぞ」

服部「わかりました。

とうと伝えてください」

服部｢了解しました｡明朝7時半の交信ま

でさようなら」

第1次隊は第2次隊のサポートを受けてC2入り。

唱串f串f串f缶f串f令f＄手缶f串f舟十＄f$十＄f＄十＄f串手鍔串f母f串f令§母f＄十＄f＄f$ず舟っ

渡辺

まず，ルート偵察については，京極はも

う少しで稜線に行けるので，もう少し工

作をしたいと言っておりますが，なるべ

く休ませるようにします。パサンは今日，

休ませますo8""の件，ヤクの件了解し

ました」

「それからのちほど検討しておいてほし

いと思うんですが，第2次登頂のアタッ

クの日に関してですが，実はC1付近の雪

が急速に解けてきて，ラクパが冗談にあ

と2－3日したらB.Cから水を担ぎあげ

なきゃならんというふうなことを言って

いる状態です。

そういうこともあり，なるべくアタック

を早めてR.Cへの撤収を早めたいと考え

ているわけです。

したがいまして，今2－3点ほど言いま

すが，できれば，もし,明日第1次登頂隊

が早く頂上に達し得て,C3に戻り得る状

勢であるならば,C3にいる第2次登頂隊

はC4に入るという考え方がまず1点。

それから，ちょっと今の考え方は時間的

関係でうまくいかない場合もありますの

で，もうひとつの考え方は，明日第1次

登頂隊員がステップカットなどをして，

ルートを拓きますので，第2.次登頂隊員

は比較的，時間的に余裕をもって登頂で

きるんではなかろうかと，したがって明｜

日第1次登頂が成功したならば，明後日’

第2次登頂隊員は,C3を出発してそのま｜

まC4に入らず頂上に向う。そして，そのI

日はC4泊りということになると1日の間｜

を置かずに登頂を連続させることができ’

て，その分だけ早くB.Cに戻られるとい､｛
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うことになりますので，その点，服部さ

んどうでしょうか？

今でなくてよろしいですから,12時ある

いは5時の交信の時に意見を聞かせてく

れればと思います」

服部「了解しました」

渡辺「今の件よろしく検討しておいてくださ

い。あと何か，そちらの方からございま

すか？」

服部「明日の出発に関しては，これからまた

指示があるわけですね，ヘッドランプな

どC4に2つしか上ってませんので，これ

についてどうぞ」

渡辺「大体今は，朝は5時ごろになると行動

可能だと思っていますので，これは後ほ

ど指示しようと思っておりましたが,大｜
体朝5時ごろにはもうキャンプを出て,i

行動してほしいということ，できれば；｜
やはりヘッドランプは全員に持たせたいi

と思います。C9の方に余分ありますか?｣｜

服部「エー,03には2つだけですね。京極サ1

－ブによると,有るはずだと言っており｜
ますので捜してみます。ヤクの足は1本｜

でしたネ.〃」

渡辺「エー,1本です。今日あたりチョタレi

氏がC1に上って来るということを考えて｜

おりますので、その時にでも持ってきて｜

くれれば,C1に置いておきたいと風､ます」｜

服部「了解しました。みなさん楽しみにして

いるようです」

’’第1次登頂成功1頂上(6,612m)は罰塊だった ’’
4月22日快晴後曇

第1次登頂隊は頑張ってC3まで下ったので明日

第，次登頂隊との交信－4月22日7時30分一

渡辺「エー，今日5時，私も少し早めに起き

まして中間ピークから様子を見ていまし

たが，5時50分ころ,いい調子でテント

をスタートしておりましたが，現在地ど

の辺りでしょうか？」

京極「エーと，昨日は雷で交信ができなくて，

今日の出発をだいぶん危ぶんだんですけ

れど，とりあえず風が強かったんですけ

れど出発しようということで，様子をみ

るために取付点まで出発しました。その

辺りまで，そちらで見ていたわけですねo

エー，現在ですネ，昨日のフィックスの

最終到達点に達しておりますO今，テン

ジンがスタートしましたOあとワソピッ

チで左の尾根に出れるんでないかと思い

ます。そういう状態ですが了解でしょう

か」

渡辺「大変ご苦労様，夕べは雷で交信ができ

にそなえてC4で待機していた第2次登頂隊はその

ままC4泊りとなる。

《やf$十$f＄ず趨十＄ず串f串十＄f令十＄十＄f$十＄f＄+餌 缶鈴鈴鈴f鍔奉。

ず非常に残念でした。かっこのいいメッ

セージを送ろうと思って，こちらも用意

していましたが，それもできず非常に残

念です。ま，ともあれ今日はいい天気に

なり，絶好のアタック日和と思ってます。

がんばってください。みんな調子はどう

ですか？」

京極「エーありがとうございます。調子はい

い方です。テントの中で，酸素不足みた

いでう五島と私が眠れませんでした。そ

んなんで心配したんですけれど，今のと

ころ快調に進んでます。

C4を出発してから約1時間半で，ここま

で来てますから，それほど悪くないんで

ないかと思います。尾根に出てからまた

交信したいと思いますが，なるべく動き

たいのです。日影で太陽は当らず寒いも

んですから」
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渡辺

京極

渡辺

渡辺

服部

渡辺

服部

渡辺

服部

渡辺

服部

渡辺

服部

「ハイ了解しました。それでは9時以降，

C1のトランシーバーを開局しておきます
ので適宜に状況を知らせてください。そ

れでは，9時以降，開局しておきます。

健闘を祈り，成功を期待しております」

「それでは，9時からの開局了解しまし

た｡これで交信を打ち切ります｡さよう

なら」

「さようなら，頑張ってください」

「C3,C3,こちらC1応答してください」

「こちらC3,ただいまの交信,傍受しま

したoC,の感度あまり良くありませんが」
「そちらの感度もちょっと悪いのですが，

どうしたんでしょうか？はっきり聞え

ませんか？どうぞ」

「あの－，おたくの方の感度も非常に悪

いようなんですが，私の方の感度も悪い

ようですネ，どうですか」

「エー，そちらの感度も悪いようなんで

すヨ，今，私はテントの外に出て話をし

てますがそちらはどうですか？」

「今のは感度悪いでしょうか？」

「エー，少し良くなりました。今のは傍

受しましたネ，どうぞ」

「今の交信は全部傍受しました」

「そんな状態です。ですからそちらも9

時以降，適宜に開局しておけば状況がつ

かめると思います，どうぞ」

「了解しました｡できるだけ私の方も開

局して傍受したいと思います。

今後の行動こついてですが，私達はC4"､

の出発準備をいたしまして、今後の交信

状況及び登掌状況によりまして，行動に

移りたいと思いますが，いかがですか」

渡辺「ハイ，結構だと思います。だいたい12i

時以降になると見通しがつくようになる，

と思いますので，待機していてくださいo!

どうぞ」

服部「了解しました。本当に夕べは天気が悪I

くて心配したのですけれど，今日は，打｜

って変っていい天気で，絶好の登掌日和｜

だと思って，成功を心から祈っているもi

のです｡どうぞ」

渡辺「ハイ’私もC1で本当に，今日の日を待i
っておりました｡それでは，9時以降適｜

宜に互に話をしたいと思います」

服部「エーと，それから11時ころから行動し；

まして,04に泊まるのも,C3に戻って来I
てもどちらでもいいからということでiI

C4に出かけたらどうかという意見もあるI
のですが，そのへん，バラサーブはどう|
でしょうか？」

渡辺「エー，何時でしたか？10時………111

時と言いましたか，どうぞ」

服部「そうですolO時から11時にかけてこi

ちらを出発したいと思っているわけなん｜

ですが，どうでしょうか」

渡辺「それも結構だと思いますが,大体12時｜
ころになると見通しがつくんではないか｜

と，それからでも遅くないんではなかろ｜

うかと思いますが，どうでしょうか」i

服部「了解しました。それでは，そちらの方I
の登掌具合をながめながら，あるいは交｜

信状況を聞きながら，こちらでもって指i

示を仰ぎたいと思います」

渡辺「じゃあ，よろしくお願いします。では,i

9時以降まで..…….」

4月22日10時の交信《鵠串鐸う卜串鈴鐸f令§鍔串鐸鈴､《母鐸錦鈴f率抽f舟鈴f串鐸鐸ﾁ謡串鐸鈴§舟f●f＄ず謡鍔串f令f…ず…．

京極「こちらアタック隊，ちょうど，そちら京極「エー，ものすごく大きいですけれど，

から見えるピークの裏側のアイス・フォ ブリッジがありますから，跳び越えれそ

－ルを回り込んで登っているところですうなんです。それが向こうに繋がってい

が，今クレバスに阻まれまして，それをるのかどうか，それを確認したくて今，
どうしようか思案中です。どうぞ」ウロウロしているんです。どうぞ」

渡辺「相当深いクレバスですか？」渡辺「こちらでは，とにかくなんにも見えま
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せんので，そちらの行動にすべてを託す

だけです。ガンバッテください」

京極「これを乗り越えると頂上は，わずかだ

と思います。もう被いかぶさるように見

えていますから。エー，これを何とか消

渡辺

京極

渡辺

化したいと思います。もうちょっとお待

ちください」

「それでは，次の朗報を待っています」
「エーそれでは，次までさようなら」
「さようなら」

4月22日12時40分の交信カンジェラルリ

京極「…………」

渡辺「ハイどうぞ，それじゃあまず一息つい

てから交信してください。こちらは開局

状態のまま待っています。エーおめでと

う」

京極「バラサーブありがとうございます。お

かげさまで頂上に立つことができました。

五島サーブと替ります」

五島「文ちゃん，ピークにやっと上りました。

いや－助かりました，感激です.ノガス

で全然見えませんけれど最高に素晴らし

いです」

渡辺「ハイおめでとう，視界はともかくとし

てよくやりました。調子はどうですか？」

五島「感激です.／」

渡辺「エー未踏峰に到着した感じはどうです

か？どうぞ」

五島「エーなんとも言えませんネ」

渡辺「頂上隊，頂上隊，こちらC1,隊員だれ
か出てください」

京極「替りました，どうぞ」

渡辺「その前に2，3間きたいが，そこはま

ず間違いなく頂上ですネ」

京極「エエ，間違いなく頂上です。ここから

あの北の方の稜線や，私達の登ろうとし

た稜線を確認しました」

渡辺「ご苦労さん，それから頂上でピッケル

に旗を縛りつけて写真を撮りましたか？」

京極「登頂ポーズの写真は全部撮りました。

それから回りの写真も8""カメラも一応

回しましたが，どの程度写っているかは，

・・・ちょっと？全部済ませた」

渡辺「ハイよくやりました。頂上は全部雪で，

石なんかまったくありませんか？」

カンジエラルヮ頂上より!=Ld，ソ《＄ず幸J令f缶f＄ず母十＄f＄ず＄f串f＄ず＄十＄十＄f串十＄十＄f密fもf＄ず母、

京極「頂上は，スノードームで石は全然出て

いません。雪の塊です。どうぞ」

渡辺「じゃあ，石はまったく無いんですネ」
京極「エート,石はまったく出ていませんO

それから北の方は，ナイフリッジが続い

ています。私達が登れば，ずいぶん面白

いルートになったと思って今，残念に思’
ってます」

渡辺「そのことは，今，言っても遅い。ま，！
いずれにしても未踏峰に登ったんだからi

充分です｡それでは下降には,くれぐれI
も気を付けて絶対スリップ事故をおこさ｜

ないで戻ってくださいOどうぞ」

京極「ハイ了解しました○雪が降って来まし’

たので，急いで降りたいと思います」｜

渡辺「ゆっくりと，とにかくくれぐれも気を｜
付けて下ってください｡それから今,c"|
には，第2次登頂隊が入ってます。なる’

べくならC3まで戻ってほしいと思います；

が，それはC4に到着した時点で考えてい’

いことですから，とにかく無事にC4に戻｜

ってくださいoそれでは,C4に到着する’

のを待ってます｡どうぞ」

京極「エーとですね……（聞きとれず）……‘

もう1度交信したいと思いますがどうぞ」｜

渡辺「なんですか，もう1度どうぞ」

京極「エーとですね,C1の見える所があるのi

です。そこでもう1度交信したいと思い！

ますがどうでしょうか」

渡辺「ハイ了解，じゃあそうしてください。’
じゃあ気をつけて，さようなら」

京極「それでは,そのまま開局おねがいしまi

す。ただいまから下ります」

渡辺「ハイ’さようなら」
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=撤 収

4月23日曇

上部はまったく視界のない悪天候だったが，第

2次隊も登頂に成功,C4に戻るoC3の京極，五島

はテントl張をC2に下げるのをC1まで来てしまっ

た。そして再びC3"､｡

4月24日晴後曇

C4を撤収しC1まで下げるoC3も一部を残しC1

へ下げた。渡辺，ラクパはC2の一部装備をClに降

した。この後，渡辺はポーター手配の連絡のため，

H,Cに下がる。

脚
塊

｜
渡辺文仁＝皇

このようにして，4月22日，23日の第1次

と第2次の登頂のあと，登頂メンバー8名がqか

ら装備をおろし，他の隊員もC,,C2からサポー

トして一気に撤収を終えてしまった。初登頂後2

日間で，ほとんどの荷をqへおろしたことになる。

これは全員のファイトとスタミナが最後まで旺盛

だったことを物語っているといえよう。

中でも，22日に初登頂したメンバーのうちの

2人，京極と五島は1日で,C3(5,300"I)

からC,(4,6007M)まで下り，再硯C3へ登

るという行動をしている。

4月25日晴夕方一時雪

シェルパ達がC3に残した物を取りに上りC1に

下げる｡C,へは12名のポーターを上げ，一気に

B.Cへ降すことができた。ポーターはそのまま村

へ帰らず，カソジェラルワ登頂成功を祝って唄と

踊りを飽かず続け，夕食時，私達を見物するため

に一時中断しただけ。ロキシーに酔払った私達も

その輪の中に入り，いいかげんなステップで踊り

まくった。

=再びジュムラヘ一帰路のキャラバン－そしてカトマンズへ

5月1日曇

もうモンスーンの影響なのか天気が悪い。チョ

タレ氏が言うには，今年は早いそうだ。モンスー

ンが始まりヒルが出るといやだし，ジュムラから

のフライトも心配なので，明日帰りのキャラバン

を開始することにする。

渡辺文仁＝

カグマラ･ラを通れそうだoこれだと2，3日

短縮できる。プンモのナイケに，またポーターの

あっせんを頼む。このナイケは若いが，なかなか

の人物で好青年である。時どきB.Cに遊びに来て

いて，すっかり親しくなった。一部には，非常な

商売人もいるがプソモの村人には良い印象を持つ
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ている。人気があり，リンジは自分の荷物と交代して背負
ポーターの賃金だが，1日17Rsで8日分払うったりする。カグマラ・ラは5100加あり，高く
から1週間で行けないかと交渉を始めたが，カグなるのにしたがって苦しくなるが早いピッチで進
マラ･ラは雪が多いので，もっと欲しいと言う。む｡ポーター達もがんばるo8時30分，メイル。
結局,10日分で落着いた｡ランナーが帰って来る。B､Cを出てから丸7日で

ある。非常に早い。振り返って見るフルーテッド

5月2日曇後雪ピークはすっかり形を変え，絶望的にさえ見えた
いよいよ帰りのキャラバン開始。今日のC.Sは針峰ではなく，どこが頂上か分らないほど，長く
決っている故かポーター達はのんびり集り，出発稜線が延びている。カンジェラルワは雲の中で，
は10時。プンプンコーラ出合で昼食。カグマラ。ついにこちら側から見れなかった。カグマラ・ラ

ラヘは最初は急だったが次第に開け明るい感じ。に着いたころは風雪。早々 にガルプン・コーラ側
コロクサンという放牧場でキャンプ。雪が降り出に降りるが，少し陽が差すと雪の照り返しで強烈
し，ポーター達は薪が無いので大変だった。に暑い。峠からは一気に雪面を滑り降りる。すぐ

に雪はなくなり広い河原o14時30分，雨がひど

5月3日薄曇後一時雨と雪くなりキャンプ。
昨日の雪は周りをまつ白にした。ここからは残

雪も多いので登山靴を出す。京極，野村をステッ5月4日晴一時雨

プ作りに先行させたが，地形に詳しいナイケは，ポーターが10人,雪眼になってしまった。何人
すぐにコーラを埋めるデブリの上を先導する。ポかにサングラスを貸したのだが絶対数が足りなかつ
－ター達，盛んにスリップするのを隊員，シェルた。手落ちである。治療，回復に午前中をあて，
パで助けながら歩く。可愛い女の子のポーターはナイケがもう充分だと言うので12時30分に出発
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する。広かった河原も次第にせばまる。ジャグド

ゥーラ・コーラの少し手前で左岸に渡り大きな杉

林の中でキャンプ。

マウレー・ラに続く尾根上にはナイレー・ラ，

ゴテイ・ラがあり，これを越えて今日中にチョッ

タに行くとナイケは頑張っていたが雨が降り出し，

峠の手前でキャンプ。夕方，雲が切れナウムリ，
マタトウンバが全容を現わす。5月5日雨後晴後雨

雨が降っていたので今日はダメかなと思ってテン

トを出ると，なんとポーター達はいつもと同じく

5時半の出発準備をしている。驚いてしまうが結

構な事である。フリコット（現地の人達はユリコ

ットと言う）に着くころは完全に晴れる｡ここで

昼食。ガルプンコーラに沿って下るとカイガオン

だが，ここから尾根の路を左手にカイガオン，リ
ミを見下しながら進むのは快適である｡

、

、
、
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ｽｱ7猟〕這り‐
4更＜ル坐乞

私

血
×ロリンセ〃雀‘I

る。ゴテイ・ラに立つと広い草原を縫ってチョル

タ・コーラが流れ，その奥にギュウトウンバが立

派な姿でそびえている。コーラに降りて昼食。道

端には赤，ピンク，白のシャクナケが咲き気持良

<どんどん下る。ポーターが非常に早いペースな

ので，ゆっくりも休めない。行きに少し苦労した

マウレー・ラは雪もすっかり消え緑におおわれて

いた。いいかげん疲れてムニガオン着。川の水も

ぬるんでいた。明日はジュムラに着くというが半

信半疑。

5月7日快晴

今日は木曜日なので定期便が来る日。だから，

もし今日，ジュムラに着くのなら午前中に着きた

いのだがそれは無理。となれば今日中にジュムラ

に着かなくても良いのだが，ポーターはどんどん

進む。ゴウツーア･ラを越えて昼食となった。間

違いなく今日中にジュムラだ。しかし，定期便は

さっきカトマソズに向けて飛んで行ったo15時過

ぎジュムラ着。また，飛行場の横にキャンプ。渡

辺とチョタレ氏はすぐに警察署に行き，帰って来

たチェックを受けに行く。夜，ポーター達との

お別れパーティがいつまでも続いた。

5月8日

朝早く，

行った。

快晴

振り返り振り返りポーター達は帰って

私達も手を振って彼等を送った。彼

ブ耐'てｶﾅﾃ゙7ﾝﾛｼﾔ一

計だ‘,蓉山か見えてくる。

メ

等とはR.Cを張ってからのつき合いである。もう

2度と会う事がないだろうと思うと一層彼等への

惜別の念は強かった。

日本に持ち帰る物，カトマンズに置いて行く物

等の再梱包を終え，暑くてグッタリしていると6

人乗り飛行機が来た。ジュムラの商人がチャータ

ーしたものである。早速交渉し服部，京極，野村

と日本へ送り返す荷物がカトマンズに帰る。今月

から定期便は1人260Rsに値下げしたのでその

値段である。

5月9日－21日

ジュムラでの待機組は，次第に雲の広がりが早

くなる天気をにらみながら飛行機を待つo5月14

日,坂本が，17日，渡辺とチョタレ氏が，21日，

五島，シェルパ達が帰って来たo21日夜，うり．

グラース・ホテルで現地での解散式を行なう。こ

の間，カトマンズに先行した3人は日本への荷物

を送ったり，ポカラヘ行ったりして日を過した。

渡辺はカトマンズに帰着後，日本大使館，ネパー

ル政府外務省にあいさつに出向いたり，報告書の

作成を行なう。

※ ※ ※

6月8日までに適宜，帰国し遠征はひとまず終

った。この間，阿部事務局長等がネパールへツア

ーで来られ，遠征に楽しさを添えてくれた。
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登頂記

第1次登頂

4月22日4時に起きるが強風がテントをゆ

すり、やけに寒い。でも空は満天の星空だ／様

子をみる形で準備を進め、プロパン・ストーブに

点火し、青白い炎をあげ静かに燃える横で、サー

ダーが、今日の私達のアタックが無事に行なわれ

るようブツブツとお経を唱えてくれている。

私もふざけ半分に「風よ止め、オンマニペメフム」

とやったら、サーダーも喜こんで、今度はみんな

で唱えあった。

その甲斐があったのがだんだんと風が弱くなり、

6時にようやく出発することができた。

小クレバスを渡り、大氷壁の下にデポしてあった

登塞具を担ぎ、氷壁を登るも、昨日切っておいた

ステップは、雪で埋っていたが、フィックス・ロ

ープを頼りにグングン高度をかせぎ、7時半には

フィックス・ロープの終了点に着く。Clの隊長と

定時交信。6時にはもう双眼鏡で覗いていたとの

こと、9時以降トランシーバーをオープンにして

おくとの連絡を受けると、寒さから逃れるように

すぐ行動を起す。

今日もチューレン・ヒマール、ブタ・ヒウンチ

ュリに朝日があたり榿色に染った山々を背に、40

；

毎舜÷

蕊､’薮乱

京 極紘一

加ほど氷壁を登ると頂上から派生するリッジに出

ることができた。

ﾘｯジは､右上にさ日と急になり階段状の大きな

氷壁をもっていて上部が良く見えない。左手は、

広い盆地状の雪原があり、ずっと上にアイス・フ

ォールがあり頂上へと続いている。ここで、私と

ミンマ．テンジン、五島とサーダーでオーダーを

組み、左の盆地状の雪原にためらわずに入った。

陽の当らない雪原の中は寒蠅ゆっくりと歩むが、

間もなく斜面が急になり大きなクレパスが行手に

現われた。左右とも横縞のアイス・ビルデングみ

たいな壁で、簡単に乗越せそうもない。正面はク

レパスをはさんで凹状部があり氷柱を利用すると

突破できそうだ。クレバスの一個所に私達の側か

ら、剥れたような形で、幅30CMぐらいのスノー

，ブリッジがあった。向側には届いておらず、あ

と50c""Iぐらいというところで終っている。

シェルパは危険だと、しきりにパックをすすめる

が、他にルートも無く、とりあえず私が渡ること

にする。クレバスは、とても深く下は真暗で不気

味だ。気持が悪く、ビクビクして渡ったが､ブリッ

ジは意外と堅く心配したほどのことはなかった。
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Clからの岩稜とカンジエラルワ

やっと太陽に当ることができたが、8""カメラの

フィルムがちょうど切れ、扱い方の知らない2人

がアタック隊となったため、トランシーバーでフ

ィルム交換の方法を教えてもらう。

左手の凹状部に行こうとするカヘその手前にさら

に大きな段違いのクレバスがあり、氷柱が崩れる

ようにひっかかっていて絶望。目前の巨大な縞状

の壁が右手に長く続いているが、その下にうまい

ことにバンドがあるではないか。不安な気持で回

り込んでみると、どんどん上に続いている。だい

ぶ右に寄りすぎたが、どうやら上に抜けることが

できた。

もう太陽はまぶしく暑蝿またも目の前に30郷

の帯状の氷壁が現われたが、左手の少し低くなっ

た所が崩れたようになっていて、その奥にノッペ

リとした頂が見えた。

見透しがついたのでようやく小休止となったが、

気が急き、低い所から突破しようと近づくと、ヒ

ドンクレバスがひどくて結局断念する。またも右

へ右へと回り込みついにリッジの上に出てしまっ

た。

このリッジもこの下は段状になっていて、ひとつ

の段が50沈くらいもある壁でルートに取らなく

て良かったと下を眺めばがら思った。はじめてC1

のあるピークがはるか下に見え、トランシーバー

が良く入る。

ちょっとした氷壁を越えると広い雪原となり、頂

上は、その奥にのっぺらと高くある。雪原は、プ

ラトーといった方がピッタリの感じである。台地

の真中で休憩。囲りの山々はもう同じくらいか、

低くなってしまった。ラ・シャンマ、カグマラの

連山は、まだ午前中だというのに雲を呼んでいる。

あの研ぎすまされたようなうリューテッド．ピー

ク（6443漉）の右奥に、カンジロパの主峰

（6882醜）が、はじめて私達の前に姿を見せた

ものの、頂上附近は雲に包まれていた。さらに右

にハンギング・グレーシァ・ピークスが続き、ツ

オカルポカンは、今私達が登ろうとしているカン

ジェラルワの頂の影になって肩だけをのぞかして

いる。そして手前には、ウエッジ・ピークやプン

プン・コーラの源頭、6139脚峰が一望に。…も

カンジロバヒマールの素晴らしい山々を眺めなが

ら、ゆっくりと食事をとった。とっておきのパイ

ン缶を開けるが食欲なく、無理に押し込み、生温

いミルクティは、甘ったるくて飲めたものでなか

った。さすがシエルパは、喜こんで飲み、食って

いる。五島も、かぽり苦しそうでやっぱり食わな

い。ただシャッターをやたらと押している。

ここで登筆用具をデポし、8"〃・50籾のフィッ

クス・ロープに全員がつながって行くことにした。

カグマラにあった雲は、もう私達の所までやって

来て、周辺の山々をどんどん隠していく。

疲れてきたのか、空気が薄いせいなのか、行こう

とする気は強いのだが、足が重く苦しい。台地か

ら見えたピークに立った力、なんとその先にさらに

高いピークがあるではないか。ガッカリした気分

になり、気力を奮い立たせてガスの流れる中を進

む。少し下って、小クレバスを渡り小さな雪壁を

越えると、頂上はすぐ目の前だ。シェルパが右の

崖の方に行き、吹き上げるガスの合間から下を覗

き込んで、リンモ村が見えると騒いでいるが、私

には良く見えなかった。

そのままドームの頭へ進み、12時30分、カン
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ジエラルワ（6612腕）の頂に立った。頂上であ

ることを確認するために、北へ少し下りナイフリ

ッジに雪庇が輻湊する北に続く稜線や、フォクス

ンド．コーラなどをガスの合間に見ることができ

たし、写真も撮ることができた。それでようやく

交信だ.／

「JKE,JKE,こちらアタック隊、ただいま頂上

に着きました」と、Clにいる隊長に第1報を送る。

「こちらO,、よくやつ崎おめでとう、頂上はどん
な具合ですか？」

「残念ながら、ガスが流れてあまり良く視界が利

きません。頂上はスノードーム状で広いです」

「もう一度聞くが、そこは頂上に間違いないか」

「ハイ間違いありません。北への移線の特徴ある

ナイフ・リッジやピーク、それにプンプン・コー

ラもガスの合間から確認できましたので、間違い

なく頂上です」

「よしわかった。本当によくやった。おめでとう。

頂上に石はありませんか？」

「頂上は全部雪で、残念ながら石はありません」

頂上でカッコのいいことを言おうと、アタック

の前夜、寝袋の中であれこれ考えていたのに、今

は何ひとつ出てこなかった。

計画を進めてから3年目にようやく目的の峰を足

下にすることができ、また、職場の人びとの遠征

に対する理解と温い援助に、そして多くの山仲間

の期待に応えれたということで、ホッとしたとい

うのがその時の偽わ．らざる心境であった。

五島隊員はしきりに感激し、目を涙でいつぱいに

して私の手を握ってむせんでいたし、トランシー

バーで、隊長にありがとうと涙声で連発していた。

どの遠征隊もやったように、ピッケルに旗を付け、

シェルパと登頂のポーズをカメラに納めると、あ

とは友人にたのまれた小品を、ブルーのナイロン

袋に入れ、頂の雪の中に埋めると、もう何の未練

もなく、2度と来ることの無い頂上を後にしたの

は、30分後であり、小雪の降る中であった。

帰りは頂上直下のクレバスと壁に1本、中途半端

なブリッジのあるクレバスに1本、明日の第2次

アタック隊のためにそれぞれロープをフィックス

して下る。

大氷壁を懸垂で下ってC4に帰ると､副隊長がピケ

－82－

と日焼で汚なくなった顔をクシャクシャにして喜

こんで迎えてくれた。野村も坂本も祝福してく

れ、差し出してくれたインスタント．ラーメンが

やけにうまかった。

疲れてはいたが私達はC3に下ることにし､第2
次登頂隊の彼らに私たちが頂上で撮れなかったパ

ノラマを、期待して分れた。

頂上に立てたという、いいようのない喜びと、ま

た一段と増えた想い出を背中のザックの重みに感

じながらC3に帰った。



第2次登頂

4月23日曇り時々晴

夜中の2時30が〃おきれ〃の声にびっくり、
待望のアタックのため緊張してか野村に早くから

起こされる。外は真暗で、どうしようもない。そ

の上天候はあまりよくないらしく気分沈滞。簡単

な食事で一応出発準備をして、明るくなるまで、う

とうととする。何か口実を見つけ登頂を延ばすこ

とはできないだろうかと考へながらいい気持にな

りはじめたころ、また〃もう5時だ、おきれ〃と

起され、野村を恨めしく思うことしきり。坂本、

野村は、一刻も早く登りたい様子でパサンと共に

行ってしまう。私も仕方がないのでみんなより遅

れて腰を上げる。

外もやっと薄明るくなってきた。出発後すぐ、幅

の大きなクレパスに雪がいつぱいにつまり浅くな

ったところを通過するが、上部へでる壁の足場を

崩してしまい、上に出るのに出端から消耗する。

朝の冷え込みはきつく､二重靴でも足が冷たかっ

た。出発後30分くらいで急な堅雪から氷壁にな

る所でみんなと一緒になる。ここは前にフィックス．

』

服 部博

ロープを張った個所で、フィックス・ロープを頼

りにアイゼンの爪先を氷に蹴りつけながら登るが、

前に登っている者の靴底がまる見えだ。ピッケル

で氷を切る音が小気味よく伝わり、氷のかけらが

乱れ飛ぶ。

夢中で登っている間に風が強くなり吹雪となっ

た。手もすっかり東ごえてしまう。天気はだんだ

ん悪化しているようで、視界もなくなり恨めしい

限りだ。氷壁の途中から、左肩へ長いトラバー

スがあり、出たところは急に開けた、大きなアイ

ス・フォール帯で上部と下部を分ける棚になって

いた。こんな上部にもまだあったのかと驚きなが

ら互いに顔を見合わす。

あまりにも視界が悪いので、一息入れながら様子

を見る。今までの緊張する氷壁から広いところへ

出てほっ･とするが息が苦しい。パサンはこんなに

天気が悪いのにまだ登る気かと不満顔である。

視界が少しずつよくなり、前日のアタック隊のト

レールをところどころ見つけながら登る。巨大な

氷壁、氷魂が辺りを圧倒している。

C4への雪原を行く
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アイス・フォールのほぼ真中を登りつめると、上

部に底の見えない深いクレバスにあたり、対岸ま

で3"くらいで1個所だけスノー・ブリッジが対

岸の途中まで延びているが、ちょうど船首のよう

な形で先細りのため、今にも崩落しそうに見える。

そこをショックをあたえぬよう進み対岸へ跳び移

る。まったくいやな気分だ。

ここから正面ま巨大な氷壁で、右側へルートを取

るが左側の巨大な氷壁はへいのように続き、まる

で氷の宮殿を行くようないい気分だ。人工の彫刻

のように整然として実に見事だ。多分長い間の日

中の太陽熱と夜の冷え込みで美しい模様になった

のだろう。まさに自然のおりなす芸術であった。

天候も少し持ちなおし上部へ出ると南へナイフ

・リッジとなって続くヒマラヤひだの稜線から、

C3の横に堂々 と聟える6000"z<らいの無名峰も

今は低いものになっていた。プンプン・コーラも

雲間に望まれ、小さな湖が点々と見える。やっと

頂上への稜線に出たことがわかる。ここは下部から

まったく見えなかったところで、ゆるやかな大雪

原の斜面を雲の切れ間に見ながら進む。前方にピ

ークが見えるが、あれが頂上か？

高度の影響で体がだるい｡少し進んでは休み、ま

た進むといった状態で、じれったく実に長く感じ

る。高度は6500籾ぐらいか、さっき見えた一番

高いところへきたがまだ先があった。また大きな

クレバスが出てきた。そこですっかり視界がきか

なくなり、どこが頂上かもわからない。しかし、

もう近いことは確かで、小休止し、必需品のみ持ち、

他はデポする。坂本は嘔吐し具合が悪そう。他の

者も食欲がないと言って何も食べない。せっかく

とっておきのパイン缶を開けたのだが、私一人だ

けが食欲があり何でも手当り次第に食う。私の体

は少しみんなと違うのかと思ったりする。

なおも視界のよくないところ名高い方へと登るう

ち、クレバスの割れ目かと思われる氷壁に赤いザ

イルがぼんやり見え、頂上であることがわかる。

ザイルを頼りに氷壁を登ると上部は雪原で、まも

なくそれ以上高いところはなかった。残念ながら

視界は悪く何も見えない。そのせいか、たいして

感激もなく、拍子抜けの感じであった。

トランシーバーでClの隊長へ登頂の報告をする。

－84－

下りは高度の影響でみんなふらふらし疲れきった様

子。危険な個所はさすが緊張するが、あとはのら

りくらりで、パサンも最後は幾度か転び、ザイル

に助けられていた。



プンプン・コーラ探査

すっかり見なれたフリューテッド・ピークが、今

日も研ぎすまされた様姿で、ツンーとすましたよう

に蒼空にあった。

6時の出発予定が少し遅れてしまい、食堂テント

に飛び込んであわただしく朝食を終えると、順次

サブザックをひっ担ぐように各自飛び出ていく。

ヒマラヤ杉の林を抜けると、ナウリ・コーラの出

合嬉深く切れ込んだナウリ・コーラの奥に白く

カンジュラルワの頂があって、もうその頂を踏ん

だという、言いようのない親しみと、ちょっぴりと

勝利者のような快感をもって、頂に視線を送った。

コーラの右岸を遡り、すぐピナクルからの尾根に

登るが、これがまたすごくきつい。これを登りき

ると冷たい風がほおにここちよく、プンプン・コ

ーラから流れてくる。

今日の探査はプンプン・コーラからプンプン・

ラをフォクスンド・コーラへ容易に越えられるか

どうかを探るのが大きな目的である。

ナウリ・コーラの出合から3時間も歩くと、路は

自然とプンプン・コーラに入り、小さなカルカで

終る。正面にウェッジ・ピーク、ジャンクション

・ピークが岩肌に雪の縞模様をつけて連らなって

いる。すぐ右に、カンジェラルワがヒマラヤ壁を

京極紘一

朝の陽をテラテラと輝やかして豪快に切り落ちて

きている。その北壁から、大きな雪崩がまるでス

ローモーション．カメラでとらえたように、ゆっ

くりと流れる。

広く明るいこの谷も最初偵察に来たころに比べ

ると、すっかり雪が消え、木々は芽をふき、ここ

にも春がやってきていた。

カンジェラルワから北へのびる稜線の方から二

つの支流が入ってきて、その出合の氷をすぎると

大きな湖に出合った。

まるで庭園のような湖でカンジェラルワや北方

の山々が、静かな湖面に姿を写していたし、ネコ

ヤナギも咲いていて、ここがB・Cだったらなあと、

そんな気持にさせられる。

みんな写真を撮るのに忙しいので私ひとりどん

どん先を急ぐ。フリューテッド・ピークから落ち

こんできたえん提のようなモレーンを越えると、

少し小さいがまた湖が出現。腐りはじめた雪の上

をひとりさらに進み、同じようなモレーンを越え

ると、今度は半分凍った湖があり、青色で不気味

に深そう。

フリューテッド側は一連の大岩壁となっていて、

その下の雪田を午後の1時まで歩いて、ようやく
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プンプン・ラを確認することができた。

眼前は段々のモレーン帯で、やや急な斜面は上

部に行くと少し雪をつけ、コルに続いていて、容

易に登れそうである。しかし、時間がなかったので

写真を撮っただけで引き返す。

カンジエラルワの頂は午後になると雲を呼び、

一段と迫力を増してきた。

第2の湖の辺りで､野村、服部サーブと合流。こ

の谷にB･Cを設けてたら面白かったろうし､楽し

いことができそうな、いろんな夢をかなえてくれ

そうな谷だなんて、お互いに話しながらのんびり
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と下る。

最初の湖は今度は左岸を行くoすると構造土が

あるではないか、内径約1．5腕前後の網目模様で

大雪山のトムラウシ山にあるのと同じ形態である。

思わぬ発見に喜こんだものの、山々はもうすっか

り雲におおわれ、小雪まじりのおつそろしく冷た

い風が、谷の中を吹き抜けて、私達の足を急がせ

る。

ともあれ、プンプン・コーラは岩と氷の未踏峰

群に囲まれ、3つの湖をかかえた美しい谷である。



フォクスンド湖行

服部博

4月29日快晴、午後から曇一時雨

今日は､素晴らしくきれいだというフォクスンド

湖行きで、みんなはりきって起きる。ミンマ・テ

ンジン、パサン、リンジの3人をB･Cへ残し､他

の9人と2人のポーターを雇い7時出発｡

B･Cから往路キャラバンで歩いた道のりをスリ

ガドの出合まで下ってみて、こんなにいろいろの

所を歩いたのだなあと、改めて感心する。来た時

の記憶が登塞期間中の25日間あまりの間に、だ

いぶん薄れてしまつたようだ。辺りは来た時とは

異り、春の色が濃く、名も知らぬいろいろの花が

咲き乱れ、とても気持よい。10時30分ごろス

リガドの出合でポーターと一緒に食事をする。

メニューはホットケーキで日本を出発してから初

めてパンらしい味のものを食べたような気がした。

スリガドは来る時よりも水が増し、すごい勢いで

流れているが青く澄んだとてもきれいな流れ漣リ

ンモ村への道はこの川に沿って両岸にあったが、

私達は近道だという右岸の道を行く｡途中の

道には数多くの高山植物が咲き、公園を歩いてい

るような気分だ。道がフォクスンド湖へ向かって

大きくカーブする付近に赤褐色の西部劇に出てく

るような岩山があり、ここにきれいな無人の村が

あった。聞くところによるとリンモの村人が越冬

のために住む所だという◎チベット系の人は冬は

暖い所で生活し、夏にぽると自分達の土地へ戻る

という生活をしているようだ。私達のキャラバン

中もそういう人びとを見かけた。

この付近から道は急なジグザグとなり、上部に出

ると眼下に大きな滝が望まれ、上部台地の奥に目

ざすリンモ村とフォクスンド湖が遠望できた。

リンモ村は広びるとした大きなゆるい傾斜の土地

で、ジュムラ以来初めて見る広びるとした感じで

豊かそうに見えた。人口200人ぐらいという。

今日の泊場は、私達の雇ったポーターの親戚の家

でその屋根上にテントを張る。

その日の泊場となった家はリンモでも大きな

家で、中に親族関係のものが数家族住むという。

通常1階は家畜用となっているようで、人は2階

に住むようだ。部屋の内部は真暗でよく見ること

はできなかったが、まったく簡素なものであった。

4月30日快晴後曇り雨

今日{夫8時30分まで自由行動ということで、お

茶を1杯呑んだだけで早々に出発したが、結局、

隊員1人を除いてみんな左岸に見える岩尾根に登

ることになった。そこに行けば私達の登ったカン
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ジェラルワが別の角度から見られると思ったから

だ。

岩尾根に登る途中から眼下に見るフォクスンド湖

は素晴らしいものだった。岩尾根には各自のめざ

す所へそれぞれ登ったが、一番高い所まで登った

服部だけがそれらしい山々を見ただけに終った。

岩尾根の真正面に見える西側の氷河をもった6180

〃zピーク（カンテンバ）から続くカンジェラルワ

連山の上部が見えただけで、ここの位置からでは、

どれがカンジェラルワなのか確認するまで至らず

残念であった。湖のずっと奥にはツオカルポカン

と思われる山が遠望できたが、時間もなく引返さ

ねばならなかった。

この上部からのフォクスンド湖の展望は一段と素

晴らしく、その水の色は澄んだ紺碧というか、た

とえようのないような素晴らしいものだった。写

真を撮り早々に引き返す。約束の時間に大幅に遅

れ10時近くに戻る。

帰路は往路と別の左岸の道を行く｡すでにみんな

出発していた◎との道はなかなかの展望で、西の

ずっと奥にカグマラの山々が連らなり、南には

6000腕くらいの山々が見られ、往路と異った道

のせいもあり、より目を楽しませてくれた。12

時頃、マンドワアという村でみんなにやっと追

いつくが、のんびりもできぬまま出発し、ドジヤ

ム・コーラ出合近くの橋の所で右岸を行ったシエ

ルパらと合流し、2時ごろやっと昼食にありつけ

た。以後B･Cまでの道のりはなれた道とはいえ、

今日1日の行程がひびいてつらいものだった。

リンモの村では村人が農耕にヤクを伴っていそし

む姿が見られた。夕方B･C真近で雨となり、今ま

での中で一番の降りとなった。天候は日ごとに悪

くなるようで私達は早く登筆が終ってよかったと

改めて思う。京極らはすっかり遅れてしまい、雨

やどりかたがたプンモでチャンでも呑んできたよ

うで、ごきげんである。

その夜、ネパール放送で私達の登頂のニュースを

聞いた。メイル・ルランナーが思ったより早くジ

ュムラに着いたことを物語り、日本にもすぐ伝わ

ることだろうと話し合った。

フォクスンド湖東側岩尾根から北西方面を望む
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登掌計画と

実際の行動

渡辺文仁

1留意点

(1)各キャンプ間の高度差を約500加とする。

②B・Cを大体4000加の地点に置くとして､頂

上までの高度差約2600加に対して前進キャ

ンプを4つ設ける。

(3)まず偵察を先行する。

(4)各隊員の行動の原則は、経験高度を得てから

キャンプ入りをする。すなわち、偵察、ルー

ト工作、荷上等の行動をとおして、そのキャ

ンプの高度を1度経験してからキャンプ入り

をする。

(5)自覚、他党症状の有無に関わらず、1度は必

ずB･Cに戻り高度順応への対応を図る。

2登肇日数

6000加クラスの山の、B･C設営から登頂ま

での日数は、他隊の例からみて20～25日前後で

あるが、私達の場合も最終行動表の作成の時点で

23日間となった。

実際の行動を別表として次項に再褐しておいた。

5実際の行動

各キャンプの高度、高度差および各隊員の行動

は別表のとおりである。ただし、高度は、手違い

から高度計を忘れたため推定によるものである。

(1洛キャンプの高度差および前進キャンプ数につ

いて

カンジェラルワの全容を計画の段階では把握

できなかったため、ツォカルポカンに初登頂した

大阪府岳連隊の阿部隊長、吉永氏から寄せていた

だいた資料に基づいて、予想登筆ルートを考えた。

これで行くと、下部の岩の部分で計画どおりの

高度差を取れるかどうか不明であったが、一応原

則は原則としてとらえることにしておいた。

さて、実際面であるが、偵察の結果、予想した

登筆ルートの上部に結びつく岩稜を発見し、これ

を下部のルートとした結果、C2が少し低めに作

られることになってしまった。これは、この岩稜

上のキキンプ●サイトが限定されたことおよびC1

の上から岩稜が大きく落ち込んでいることの結果

であるo

またC4の位置も限定されたため、C3が低くなっ

てしまった。この結果、C3までの高度差が少な

くなった反面、C4から頂上までが予定以上に長く

なった。

C1のことが最後になったが、最初に設けたCl

の位置が、C2には遠すぎること､水を作るための

雪の不足が考えられたことなどから、これが仮C1

となり、後にC1が正式に作られた。B・Cが低く、

C1との高度差と距離がありすぎたため､休養のた

めにB･Cに戻ることを各隊員は好まなかった。C1

は格好のキャンプ●サイトに作られた。

②各隊員の行動等について

経験高度を得てからキャンプ入りの原則は、C1

の場合を除き完全に守ることができた｡C1入りの

場合、偵察隊の2名はすでにこの高度を経験済み

であったから問題はなかったが、他についても、

キャラバンで約3900腕の峠を2つ越えて来たこ

とから、ある程度の順化がされているものと考え、
原則を崩すことにためらいはしなかった。
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4月4日にB･C地に到着し、4月7日に行動を

開始して，6日後の4月22日に第1次登頂に成

功するまで、別表の行動表のとおり、C2設営まで
に若干のもたつきがありはしたものの、各隊員の

B･Cでの休養を含め、まったく原則に基づいた行

動をつらぬくことができたO天候にも恵まれ、高

度の影響にもそれほど災わいされずに行動できた

ことが、この表の結果となって表われているとい

えるが、少し遊びがあっても良かったのではない

かといえるかも知れない。

(3)偵察とルート工作について

まず偵察を先行し、ルート工作は偵察の終了後

におこなうという、ごく当り前のことであるがヒ

マラヤ登山上の大原則を、私達は前半に忘れてし

まっていた。

これは、C1を設けた後、これを仮のC1としさら

に上部にC1を設け直しながらC2，さらには上部の

雪壁へのルートを求める行動の中で生じたことで

ある。

上部の雪壁に至るルートをどうするかが計画段

階では不明であったが、それがキャラバン途中か

ら先行した偵察隊の偵察の結果、この雪壁に結び

つく岩稜にルートの可能性を発見したことは前述

のとおりである。

結果として、これをルートとしたのであるが、

この岩稜を即ルートとし、偵察をせずにフィック

ス・ロープ等のルートエ作に入ってしまったわけ

である。その結果、岩壁のごく前半部のみで荷上

げには不向きとの判断がなされ、ナウリ・コーラ

源頭にC2を作り､上部へのルートを求めることに

なった。

このころ、私はキャラバン中に少し再発してい

た捻挫が、初日のC1への行動中に痛み出して、

B・Cでトランシーバーで行動の報告を受け、指示

を出していたのだが、私自身、ルート偵察をせず

に、すぐにルート工作に入っている行動に何らの

疑念を持たなかった○

後に撤収することになるのだが、ナウリ・コー

ラ源頭のC2の建設見込みq報告を受け、足も復調

したようなので4月11日、私はClに上った。こ

こで、岩稜を直接に眼で見、岩稜のごく前半部し

か歩いていなかったことを発見しﾅこ。そして、これ

からルートにしようとしているアイス．フォール

の悪そうな様相を初めて知った。

ここで、岩稜に再びルートを求めるべく偵察隊

が出るのだが、このあたりについては本文中に記

してあるとおりである。

やはり、ヒマラヤ登山1年生では、出発前の知

識としては理解しているつもりであっても、局部

的な判断に走ってしまうものだと後で自戒した問

題であった。
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登肇行為

京極紘一

カンジェラルワ登頂にあたっての氷雪および岩登

の技術的なこと、フイックス・ロープやハーケン

等のことについて若干述べてみたいと思う。

氷雪を主体とする上半部と岩を主体とする下半部

にカンジェラルワのルートは大別され、それぞれ

違った技術を要求されて、この山の登筆を一層興

味深いものにしてくれた。

岩稜での登筆は3級程度のグレードで、一部4

～5級の個所があったくらいで、そんなに難しい

ものではない。スレート状の岩で構成されていた

ため、快適さは無く、脆く、ハーケンの利くリスが

少なく、フイック●スロープは、大きな岩魂や突起

にようやく固定したが、上部は岩が安定したし、

いくらか良かった。

氷雪の部ではC4の上部の氷壁突破が鍵となった。

オーバーシューズ着用、12本爪出歯アイゼンを

使用、ピッケルとアイス・ハーケン（メスの代り）

のコンビネーションで、6000脚という高度で走

るように登筆したら、心臓がバンバンと音がする

ほど高鳴り胸が壊れるかと思ったほどだったが、

結構登れ、シェルパもビックリしていたが面白い

－96－

登筆だった。この壁は、完全な氷（蒼氷）ではな

く、氷化した雪壁といった方が良いだろう。ルー

ト工作がしやすくスノー・バーも1籾のパイプの

ものがよく雪中に入ってくれた。が、一部帯状の

蒼氷があって、そこはアイス・ハーケンと、アン

グルの60”のスノー・バーでなければダメであ

った。

次にフィックス・ロープであるが、岩稜の部分は

岩角で消耗するのを考慮して、8""のナイロン。

ロープを1000加用意したが、計算したように

ピッタリと間に合った。氷雪の部では、6""のナ

イロン・ロープを1000加用意したが、使った

のは600加であった。いずれも、50加の単位

に切断して持って行ったが、扱いやすく行程を計

る目安にもなった。しかし、ナイロンの登山用ロ

ープを使用したが、それほど痛める登り方をする

のでなければ、荷物用や漁業用として安価で売っ

ているロープで充分のようであり、同時期に入山

していた他の遠征隊はそうしていた。
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キャラバン・ルート

の決定まで

渡辺文仁

カンジロバ・ヒマール'、のキャラバン。ルートは

いろいろ考えられるが、おおよそ次のとおりとな

ろう。

南面からのルート

(1)ネパールガンジージャジャルコットージュム

ラ（1963隼ナラカン・カールの北大隊等

の例、26日間）

(2)ネパールガンジーダイレクージュムラ（同上

北大隊等の帰路の例）

(3)ネパールガンジージャジャルコットーカイガ

オン（1961年、タイゾン等の例、24日間）

(4)（カトマンズ）－（飛行機）スルケットージ

ュムラ(1970年、カンジロバ主峰の大阪市

立大隊の例、11日間）

(5)（カトマンズ）－（飛行機）ジュラム

以上のとおりとなろうが、主としてインド側か

ら（この場合、ネパールガンジ・ロード）直接に

西ネパールに入りこむ場合と、カトマンズから飛

行機でスルケットないしはジュラムに飛び、ジュ

ラムをキャラバンの起点あるいは基点とする例が

多くなっている。

剰画からのルート

(1)ポカラーツァルカードウネイースリ．ガドに

沿ってカンジロバ・ヒマール東面、またはド

ウネイーテイブリコットーカイガオンージュ

ムラ（1953年、ティッヒー等の例）

(2)ポカラードルパタンードウネイ以降は「(1)」

と同じ（1967年、ノルディック等の例、ポ

カラードウネイは約20日、ドウネイーフオ

クスンド湖は4日）

(3)（カトマンズ）－（飛行機）ドルパタン（ド

ルパタンードウネイは約10日）

（東面からは、他にポカラーツアルカー

ポエのルートが、カンジロパの北面を計画す

る場合に考えられよう）。

キャラバン・ルートの決定まで

当初、私雪ﾇ考えたのは(1)インド側のネパールガ

ンジ・ロードからネパールガンジに入ってキャラ

バンを進める、(2)カトマンズからドルパタンに飛

び、ドルパタンをキャラバンの起点にする、の2

通りであった。

その後、隊荷の輸送方法（日本から空路カトマン

ズに輸送する）の決定にともない、上記(1)のネパ

ールガンジからのキャラバンの計画は消え去り、

②のカトマンズからドルパタンに飛び、ドルパタ

ンからのキャラバン・ルートの具体的な検討を始

めた。その結果、このルートの途中にはジャング

ラバンジャンなど、4500抑前後の峠を2つ越え

なければならないことがわかった。プレ・モンス

ーンのキャラバンでは、まだ相当の積雪が予想さ

れ、峠越えはあるいは無理かも知れなかった。

いろいろ調べているうちに、ジュラムの飛行場へ

の定期便（ツィン・オーダー機）の利用とチャ

ーター・フライトの可能なことが判明した。

このころには目標の山も東部のカンジェラルヮ

に決めていたので、ジュムラをキャラバンの起点

とした場合、キャラバン日数が多くなるマイナス

面はあるが、輸送の確実性から後者をキャラバン

の起点とすることにした。
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次に、ジュムラからのキャラバン・ルートである

が、カイガオンまでは一本道である。問題はカイ

ガオンンから、(1)カグマラ峠越え、(2)テイブリコ

ットを経由し、スリガドを棚る、の2つのルート

の選択である。

日数的にはカクマラ峠を越えた方が短かくて済む

が、この峠は5500祝の高さであり3月中の峠越

えは積雪でほとんど不可能であろう。1963年の

イギリス婦人隊がラ・シャンマ等に初登頂した時

の報告にも、カグマラ峠の雪の深さが記されて

いる。

となればルートはおのずから決まってきた。多

少の日数の増加も、ヒマラヤのキャラバンの楽しさ

であり、行きも帰りも同じルートでは面白みがな

いではないか。カグマラ峠は帰りのために残して

おくことにした。

以上、私達はあちこちと回り道をしながらキャ

ラバン・ルートを決定したが、キャラバンの様子

等は本文にあるとおりである。
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シェルパについて

渡辺文仁

雇用したシェルパ

私達の雇用したシェルパ等は次のとおりであ
ブ．

oo

サーダーMingmaTshering

コックLhakpaNorbu

シェルパMingmaTenzing

シェルパPassngPhurbe

キッチン・ボーイRingeSherpa

プロフィル等

人物評価というものは非常に一方的なものであ

り、正しく人間を評価することはほとんど不可能

に近い。誤った評価をされたがために、以後のそ

のシェルパが仕事にあぶれたりすることもあろう

かと考えると、軽がるし<評価する事の恐ろしさ

を感じるのである。したがって、彼等の遠征参加

歴、秀れた点等を記すことにしたい。



MingmaTshering

l933無ダメの生まれ。

遠征参加歴1954年・マカルー、1955年・マカ

ルー、1959年・ジヤヌー、1960年・ヒマルチユ

リ、1961年・ランタンリルン、1962年・ニルギ

リ、1963年。ヌンブール、1964年・ランタンリ

ルン、アンナプルナ南峰、1965年・ゴジュンバカ

ン、1969年・グレーシャードーム、JoA．Cエベ

レスト偵察隊（サーダー）、1970年・マカルー

（サーダー）、1972年・グルジヤヒマール（サー

ダー）。

短評

遠征参加歴からもわかるようにいわゆるビック

・エクスペディションヘの参加も多く、非常に経

験豊富なシェルパであった。彼に対する評価は

』．A，C東海支部のマカルーにおいてコンパクト

になされているが、これが頭の中に焼きついてい

て、彼を紹介された時、このことがまず頭に浮か

んできた。

したがって､西ネパールの地域性を考えたとき、彼

を雇用することにためらいがあったが、他にサーダ

ーがいなかったので止むを得ず雇用した。

確かにマネジメント能力は良いとはいえないが、

登筆技術の優秀さは全員が一致して認めるところ

であったし、固定ロープ工作の経験が少ない私達

よりも、彼のそれは秀れていたかもしれない。

彼の欠点は、あまりに自分で働きすぎることであろ

う。もっと部下のシェルパを使うと良いのにと思

う場面も多々あった。しかし、これも逆にみれ

ば小規模な遠征隊には良い場合もあろう。遠征隊

の規模、目標とする地域によっては彼は秀れたシ

ェルパ、あるいはサーダーであるといえよう。

LhakpaNorbu

l937年、ダメの生まれ。

遠征参加歴1959年・ヒマルチュリ、1961年・

P-29，1962年・エベレスト、1964年・バル

ン、1965年・エベレスト、1969年・エベレスト

（第1，次、第2次）、1970年・エベレスト、

1970年･P-29，1971年・マナスル西壁、

1971年・ダウラギリV，1972年・ツクチェピー

ク（サーダー）

短評

エベレストの経験が多く、サーダー級のシェルパ

である。今回はたまたまコックとして雇われたが、

C1設営後はそこに常駐してC2への荷上げにも何

度か従事した。技術も確かだし、人間味のあふれ

たシェルパであった。今回のシェルパの中で最も

好感が持てたとは隊員一同の印象である。今後、

サーダーとしての活躍を期待したい。

MingIETenzing

l940年、ダメの生まれ。

遠征参加歴これまではほとんどがトレッキング

であった。その後1973年のポストに、立教大のカ

ンバチェン、1975年にダウラギリⅣに参加したら

しい。

短評

カトマンズに居を構え、英語の読み書きのできる

才人である。それだけに、いわゆる世なれていて、

私のような反体制的人間には好まれないが、これは

個人のし好である。隊員の中には､彼の才能(？）

を高く評価していた者もあったが、遠征終了時に

はその商才に幻滅していた。しかし、これも個人

的感情である。技術的にはひととおりのことはこな

すが、きびしい経験には欠けている。

PasangPhurbe

1946年、ダメの生まれ。

遠征参加歴1971年・ダウラギリV、1972年。

グルジャヒマール。

短評

これといった特色fDないシェルパである。遠征経

験を多くすることによって特色の現れろ、これから

の人間なのであろう。性格はおとなしく、無口で

ある。

RingeSherpa

l935年、ジュンベシの生まれ。

遠征参加歴1970年･P-29(メイル･ランナー）

短評

私は､いわゆる昔気質のシエルパを書物の上でし

か知らないが、私はそれを、このキッチン・ボー

イのRingeにみた。英語を解さず、言葉での．
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ミューケーションは成し得なかったが、彼の動作

から、心あたたまる人間性が感しられるのである。

彼の年齢からいって、シェルパとしての大成を期

待するのは無理かもしれないが、地道な成長を私

は望んでいる。

シェルパの雇用について

私達は当初､西ネパールのジュムラを中心とした

地域の経験があって、ポーター・アレンジ能力が

秀れ、さらにできうれば人柄が良いシェルパを望

んだ。地域性からいって、これらが必要条件であ

った。登筆技術の点に関しては、最初の時点でシ

エルパの位置づけをB、C以上からは荷上げ要員と

して考えていたので、第2次的なものとしておい

ていた。

このような観点から内外の文献からカンジロバ

･ヒマール参加歴のあるシェルパをリスト・アッ

プし、最終的にはサーダーに、大阪府岳連隊の吉

永氏等に照会した結果その隊のサーダー格であっ

たAnuをサーダーとして､シェルパ等は彼に選択

を一任することにして、その手配をHAJネパール

理事のランジャン氏に依頼した。AnuはH、S・

所属のシエルパではないと聞いていたからである。

ところが現地に着いてみると、彼はイタリアのエ

ベレストに参加してしまっていた。やむをえず、

H、S、にシエルパのあっせんを依頼したという

訳である。

このあたり、シェルパの雇用については単なる

口約束ではシェルパに対する拘束力もないし、

H.S、をとおしてもその効果は皆無のようであ

る。というのは、私達の雇用したシエルパの1人

を、この年のポストのサーダーに雇用することを

本人の了解のもとに、H、S・に話しをし、その約

束を口頭で得ていたのにも関らず、そのシェルパ

はその隊の前に現れず、H、S･もまたそれにつ

いての責任をまったく負わなかったような事実が

あるからである。この場合、口頭でなく文書での

契約をかわさなかったという問題はあるが、契約は

当事者同志が交わすのが原則であるから、その効

果のほどは、やはり定かではないであろう。間違

いなしに、目的のシェルパを雇用するには、早手
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まわしに内金などを入れ、そのシーズンの始まる

以前に当事者が直接現地に出向いて、しかるべき

手を打つしかないようである。

シェルパの雇用賃金

1976年に新しいネパール登山規則が発表され、

それには詳しくシェルパ等の賃金などが記載され

ているが、私達の隊のときは明確でない部分もあ

った。以下に私達の隊のときのことを記しておく。

1日当りの賃金

サーダー25Rs

コック及びシェルパ15Rs

キッチン．ボーイ13Rs

出身地からカトマンズまでの出向賃

それぞれのl日当りの賃金に必要日数（私達

の雇用したシェルパの場合は、ダメからで16日

が必要日数としてH.S，から指示される）を乗じ

た額に食物費として80Rs。

これは非常に労働者側にとって有利な制度であ

る。しかし、カトマンズに常住しているシェルパ

にまで、これが適用されることには問題があると思

われるが、H、S･に意見を言ってもとおらない。

何故なら、HoS・はそれぞれのシェルパからも、

あっせん料として、その全受け取り額の数パーセ

ントを、手数料の名目（であろう）として徴収す

るから、シェルパの受け取り額は多ければ多いほ

ど、H、S・の歳入も多くなるからである。

H.S.への手数料

これは雇用したシェルパの数に関係せず、1件に

つき1,000Rsとして徴収された。

以上については1973年当時の額であり、その後、

大幅に額が改訂されているので参考にはならない

であろうが、支払い科目に変化はないはずである。

シエルバヘの接し方

出発前に私たちはシェルパについて概括的に学

習をし、彼等への態度、接し方を確認しておいた。

登山の成功と遠征の楽しさを期すには、彼等の良



き協力が必要であり、そのためには正しい意味で

の人事管理が必要だからである。

それらは次のとおりである。

1命令系統をはっきりさせる

全体的なことに関しては、隊長以外は指示・命

令を出さないことにした。これは、命令系統

の混乱をきたさないためである。シェルパに

対する指示・命令はすべて隊長からサーダー

を通しておろすことにした。ただし、例えば

食糧担当者とコックとの間の、日常的な指示

等は担当者の間で行なわれるのは当然とした。

2隊の団結を、シェルパ管理の鉄則とする

隊員間に、チームとしての乱れがあると、シ

ェルパへのしめしもつかなくなり、彼等に乗

ぜられる原因にもなる。これは、単にシェ

ルパへの問題ではなく全体的な問題であるが、

チームの団結をこのためにも必要とした。

3秩序をくずさないで接すること

彼等を仲間として接することは大事であり、人

間としてのつながりを基本において考えるが、

主従の関係の秩序がくずれるようなことがある

と、それは隊運営上に問題が生ずる。また芯

安易な妥協をしたり、必要以上に放任したり、

甘やかせたりすることは、決して良い結果に

はならないであろうことを確認した。

4平等に扱うこと

上記「3項」と矛盾するようであるが本質的

に異なる。彼等の待遇を隊員と同じにするこ

とによって、ささいなことが原因となるトラ

ブルは生じないはずである。例えば、食物も

キャラバン中を含めて、まったく同じ物を同

一テーブル（ビニール・シーツの上に、輪に

なって座るのだが）で食べた。また酒を飲む

時は、必ず彼等を加えて飲んだ。

こうすることによって、隊の食糧事情、財政

事情も説明しないでも、彼等にわかってもら

えたようだし、隊員、シエルパ間の人間関係

も自然にうまくいったと確信できる。

もっとも、メシを席を同じくして食うことに、

彼等は最初は窮屈であったようではあるが・わ

5言い分があれば充分に聞く

例えば彼等の言動に対する注意等には、隊側

の誤解に基づく場合もありうる。その場合に

も、一方的な服従を強いることは好ましくな

いから、彼等なりの言い分を充分に聞くこと

にした。

以上を基本的な事項として現地に出向いた。当

初、私達が予定していたサーダーはAnuで､ポー

ター．アレンジに勝れ、人柄は良いが、遠征参加

歴も少ないという話唾ので、扱いに大した難しさ

はないであろうと思っていた。ところが、前述し

たような理由で、サータ÷－，コックに、私達ごと

き小パーティに、私達にしてみれば超大物のシェ

ルパがなることになってしまった｡卒直なところ、

これは大変だなあと思ったが、前記確認事項を、

再び確認し合い、隊員各自がこれを完全に守った

ことで、シェルパ管理は成功したといえよう。

また､隊員が隊長を権威づけてくれ、カトマンズ

での買出しや梱包作業、キャラバン中の諸作業等

に一切、携わらせないでくれたことも、大きな効

果があったようである。小パーティにあっては、

作業をする者が1人でも欠けることは、その面で

は損失になるが、遠征に占めるシェルパの役割と

のかねあいを考えることが、大切なのであろう。

以上は私達のようぽ小パーティだから、うまく

いったとも考えられるが、基本的なことをきちん

と押さえておけば、あとはその隊の規模、目的等

に応じた連用の問題となろう。

ともあれ、私達はシェルパとのトラブルをまっ

たく起こさず、彼等の良き協力を得て、楽しい遠

征をすることができた。
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輸送について

服部博

輸送方法・往路

札幌一東京

国内輸送については、東京一札幌間の急行トラッ

ク（コンテナ）の帰路空車となるものを利用し、

約1トンの隊荷を航空代理店の倉庫に運んだ。費

用は12,000円。

東京一カトマンズ

タイ航空により、バンコック経由でいわゆる別送

としてカトマンズに輸送した。輸出時の諸手続き

は、われわれが作成したパッキング・リストに基

づいて、すべて航空代理店が代行したので、われ

われの手数は不要であった。別送料金は200Kg

で約30万円であった。

カトマンズージュムラ

カトマンズからジュムラヘの輸送は、日本から輸

送した隊荷、1トン（別送900Kg，機内持込物

100Kg)に加えてカトマンズで購入した装備、

食糧等約600Kgをツインオツター機（積載能力

1100Kg)をチャーターして輸送した。1日2フ

ライトで1日で輸送が完了する予定であったが、

1回目のフライト後、急にジュムラの飛行場の関

係で変更を余儀なくされた。翌日定期便でシェル

パ2名を飛ばし、翌々日、2回目のフライトで残

りの隊荷をジュムラに運んだ。

日本からの別送品はカトマンズ到着の際、繁雑さ

を避けるため必要なボックス以外、ほとんどその

ままカトマンズの空港倉庫に保管し、そのままジ

ュムラに輸送した。そして、ジュムラで初めて全荷

物を開包しなおし、30Kgずつに計量の上再梱

包し点検を行ったが、その時間はシェルパを含め

た全員で4時間たらずで完了した。荷物の総個数

52個となった。

ツィンオッター機のチャーター料は1フライト約

8000Rsであった。定期便はカトマンズージュム

ラ間は毎月曜日と木曜日で、1人260Rsであっ渥

輸送方法・帰路

ジュムラーカトマンズ

帰路は隊荷も約600Kgに減ったのてミジユムラに

飛んで来たセスナ機（積載量500Kg)を交渉によ

り800Rsで頼み、隊員3名と300Kgを輸送し、

他は定期便により何回かに分れて、隊員、シェル

パが機内持込重量の範囲で輸送した。

カトマンズー霊

帰路、カトマンズからの登塞用具等の返送は入

国の際に許可された申請書リストどうりの内容で

なければならないことは知っていたが、実際には

かなり繁雑になるし、リストどうりの品目になら

ないとさらに課税されるし、大変だとのアドバイ

スから、急拠一般旅行者としての荷物の発送に切

りかえ、簡単なパッキングリストをf威して月畦し鵡

輔送料金は約200Kgで300ドルであった。料金支

払の際私達はルピーの用意しかなかったのでドル

を取りに戻らねばならなかつこbまた、返送の際使

用代表者のパスポートは、隊員の帰国が別々に

なったため、日本入国の際、受領者のパスポートと

別になってしまったので、受取に手間であった。

今後は注意したい。
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通関について

服部博

機内持込分

羽田からの機内持込荷物の120Kgは、遠征隊の場

合は今年から輸入許可証が必要となっていてすぐ

荷受けできず、やむなく手荷物だけで通関し、急

きょパッキングリストを作成し、輸入許可申請書

に外務省登山課長の裏書きをもらった後、商工省

に出向いて即日許可証を入手した。荷受けは翌日

すぐできたが私達の場合開包検査もなく簡単であ

った。

別送分

別送分は私達の出発の3日前に発送済みで､すで

に到着しているはずであったが、実際は私達の到

着後3日目にカトマンズに着いた。

通関は輸入許可証、登山許可証、パッキング・

リストを提出し書類のチェックを受けたが、パッ

キング・リストによりトランシーバーの入ったボ

ックスが全部開包され、入念に検査を受けたほか

は、任意に食糧、装備のボックスから2個ずつ検

査されただけで、形式的なものであった。

課税額は消耗品総計約300RBに対し75MIs、持

帰品約3200Rsに対し420Rsであった。

税率

物品総額100

輸送保険料25％カトマンズ価格125とする

関税10%=12．50

12．50の5%=0.63

SalesTax

関税

SalesTax

支払税額

なお、上記税率は

いる。
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13．13

125

＋13．13

138．13

10%=13.82

13．13＋13．82＝26．95％

1975年から大巾に変更になって



梱包について

服部博

カートン・ボックス小（図1)、大（図2)を発

注、使用した。カートン・ボックスはダブルにな

るようにし、内側に補強用ダンボールを使用、外側

を防水加工した。重量は大3Kg､小1_6Kg・費用

は大1個630円40個、小は1個380円10個で大

小合計で約29,000円。

キャンパス・バック（図3）は当初カートン・ボ

ックスの保護を目的とし作成したものだが、実際

には、ごく一部の雨にぬれては困る物のみに使用

しただけで、他はキャンバス・バックのみで使用

したものが多かった。

隊荷が日本からベース・キャンプ等に運ばれるま

で、相当の日数を要するので梱包には気を使うと

ころであるが、遠征隊の規模、時期等によっても

異なろう。私達は空輸ということとキャラバン

日数も2週間くら.いなので前記カートン・ボッ

クスで充分使用に耐えうると考え梱包にあたった

が、費用、重量の点からもわれわれの隊に適当な

ものであったと思う。

私達のキャラバンは2週間で雨にはほとんどあわ

図1カートンボックス（小)270

×425×450(〃〃）の内側に

ちょうど入る補強用ダンボールを

使用した。

ず、最良の条件であったようだb

カートン・ボックスがキャラバン中に破損するの

は、主として出し入れの激しい物が入っているボ

ックスで、B、Cに着くまでにもかなりのいたみ

が見られるものもあったが、これらはやむをえな

いものだった。これらいたんだ時の予備として、

折りたたんだスペア用のカートン・ボックスとキ

ャンバス・バックを別に少し持参した｡ポーターの

汗、背負ロープによるいたみの他、内容品の相違

によるいたみの差も目だった。

石油、薬品などで取り扱いに注意を要するも

のについては、ボックスに矢印で上・下を示した

り、④D表示をするなどしてポーターにも注意さ

せた。キャンバス・バックに入れた穀類等で破損

するのはポーターが引きずるために生ずるものが

多く、これらはダブルにして使用した。

盗難防止用の錠については一応用意はしたが､，

私達の荷物の数は隊員、シェルパの目がとど

く範囲の数であったので、錠は現金の入ったトラ

ンクのバックのみで他は使用しなかった。
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図2

図3

図

垂
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カートン・ボックス（大）

270×850×450(〃〃）の内側に

小型と同じく補強用ダンボールを使用し、
ふたには50""の折り返しをつけた。

キャンバスバック上部には、ひもを通せ

るようにし、しっかり結ぶことができる

ようにした。



往路

ポーターによる

隊荷の

運送について

服部博

サーダーを通じて50人のポーターを集めたが､ジ

ュムラを中心に周辺の村（テクリー、ムグ、シン

ナーコート、ルマガオン）から集めるための集結

に4日を要した｡しかし、隊員やシェルパら全員揃

うのに3日を要したので、ポーター集結のための

ロスはなかった。ポーターが集結するまでの間に、

各3唖gに隊荷の再梱包をしたが、2名の飛び入

りポーターが加わり、結局ポーター数はナイケも

含めて53名となった。

ジュムラのポーターは悪質だとの評判であったが、

キャラバン開始後3～4日目まではシェルパ達も

ジュムラのポーターはよく働き、とてもよいとい

っていた。しかし、キャラバン6日目に3つ目の

峠バラングラ・ラ(3841"z)を越えるころから苦

情が多くなり、一部のポーターが帰ると言うのを、

代りのポーターがみつかるまではだめだと、リエ

ゾ､ンがなだめたりおどかしたりしてきたが、7日

目のティブリコットで、ついにみんな届ると言いだ

し､停滞｡ごねるポーターにやむなく賃上を承諾さ

せられた。その後も大きな峠こそなかったが登り

下りの激しい、きついキャラバンのせいもあり、

ドジャム・コーラ入口付近から明らかなサボター

ジュを始めた。幸いプンモ村の近くで、村人をポ

ーターに雇ってくれるよう要望もあり、プンモ村

の入口でジュムラからのポーター全員解雇した。

帰路

すっかりなじみになったプンモ村の村人をポータ

ーにすることにし、往路、通れなかったカグマラ

・ラも帰路には通れそうで、この峠を通れば1週

間でジュムラに行けそうなので、賃金1B17Rs

で8日分払うから請負い制でどうだと、ナイケと

交渉したが、カグマラ・ラは雪がまだ多く大変な

ので、もっと欲しいという。スリガドを降り、テ

ィブリコットを経由すればもっと日数はかかるの

で、結局10日分1人170Rsを出すことにした。

往路に比べポｰﾀｰ達は常に私達より早く、走る

ように急いで歩き、ついて歩くのが大変だった。

往路は2週間もかかり、苦情をいわれながらだら

だら歩かれ、高い賃金を支払うのとは大きな違い
ﾅ裸ー 、ーナテ
『ｰジイー0

賃金の支払について

別図のようなノートの1ページに必要と思われる

事項を書いてボックスのナンバーとポーターの首

にかけさせた番号札のナンバーと同一にして、適

宜キャラバン中テント地等で荷物のチェックをし

た。またボックスの内容品で特に注意を要するも

のなどには適奄D表示をしたり、内容品のメモ
を記したため後に内容の出入、入替等複雑にな

った際、わかりやすく便利であった。

賃金の支払&､について当初15Rsで途中17Rsに

上がったり、停滞があったり、また1つのボック

スで多いのは4回もポーターが変ったりしたので

複雑であった。またポーター達は2～3日ごとに

食糧を買うので金を支払ってくれというので支払

ったがそれらは全員にではなく、申出の者がぱら

ぱらのため繁雑な支払いであった。
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|No25(荷物番号）

ハリラン（ルマガオン）一●出身地

ザイ．ラン（ラ・ガオン）

プルヮ・ヤンッン（プンモ）

氏名 １
２
３

1.10B(3/23～4/1)

2．2日（4／2～4／3）

3．1日（4／4）

雇用期間

｝
(3／23～4／4）

13日

→’番目ポーターへの支払妬23の荷物の
197Rs→ベースまでの輸

送代金

支払賃金 １
２
３

~～－月

区月｢ﾍ夏

43

二31415’2'29 128 |30 3123 272624 25

⑤チェック

運送

雇用

等

Ⅳ
○

34
恥
○

７3 〕3（

○ ○○ ○○ ○ ○○ ○

支払月日

受領栂印
4/1 4/4 4/4'3/26 3/30

賃金支払内訳

3/26①2日分(15Rs×2=30Rs)食費として一部支払
3/30①〃（〃）〃

停滞途中から賃金アップ
↓

4/】①6日分（(15×3)*7+(17×2)=86Rs)
4/4②2日分（17×2=34Rs)解雇

4/4③1日分（17×1=17Rs) ｜’’

賃金支払いの際はリエゾンオフイサーのチョタ

レーかサーダーの立会いの上、支払いのつど受領

ポーターの栂印を徴し、金の受け取りを認識させ

た。

賃金の支払いを明らかにするため上図のとおり

表を作って行っこ。
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医療について

服部博

l計画

過去のヒマラヤ遠征隊の例を参考にし、また多く

のかたがたからアドバイスをいただいたが医者が
いなく、にわか仕込みの知識の隊ではあれこれ心

配事が多く、必然的に多くの薬品類を集めること
となった。しかし、持参に際してはわれわれが得た

知識内で使用しうる範囲の医療品にとどめること
とした。

量も私達隊員を主とし、シェルパ、リエゾンの

みを対象とし、現地住民の治療等は医者でもない

私達にできようはずもないので考慮せず、また国
内からの持出荷量の関係もありポーター1人分の
担荷量の30Kgにとどめた。

2事前の予瞬

全隊員が健康診断を受け、既応症等については

軽微なるものにも充分注意をした。

渡航の際に必要な伝染病の予防注射（種痘、コレ

ラ)の他､破傷風、腸チフス、パラチフスおよびイ

-108-

ンフルエンザの予防注射も受けた。

西ﾈパー ﾙの医療事情は特に悪いと聞いていた↓の

で、もし病人がでた場合医療施設のあるジュムラか

カトマンズに病人を移送することは困難なので事

前の予防策に万全を期した。

5キャラバン期間

(1)現地住民の治療

キャラバンの各村で、必ず病人や怪我人が

私達を頼りに集まってきたが、一般に咳、
頭痛を訴える人が多かった。その他皮膚病、

化膿症の人も多かった。中には、倒れてきた

木に足を潰され、足の半分が腐乱している人

など、私達には見当もつかない、血管が飛

び出たようになって血が滴っている子供がい

たりして、私達にはどうしようもない有
様で医者の必要性を痛感した。

キャラバン4日めのチャウルコット村のことで

あるが、今にも死にそうな病人を連れてこら

れ、私達が断わるときも怨めしそうにい

つまでも見つめられたが、その後彼らは鳴り

物入りで何か判らぬ念仏のようなものを唱え

祈祷していた。私達のだれもが、再びこ

の村を通りたくないと思ったほどいやな気持
だった。

私達の歩いた地域はほとんど急峻な山間部で、

その斜面を利用した荒れた段々畑と、わずか

の牧畜とで自給自足の最低ともいえる生活を

している。自分達の食べるものすら満足に収

穫できない様子で、栄養、衛生状態も悪く、

これらの事は地方病的な甲状腺腫と思われる

喉の腫れあがった人びとがどこにも見うけら

れることからもうかがえる。いったん病気に

なれば、自然治癒以外に方法もなく、前述の

ような重症になれば死を待つしかなく、悲惨
な状態であった。

(3隊員の健康状態

遠征期間を通じ隊員全員の体調は非常に良好

で、心配した病気や怪我は予防等に注意した

こともあり皆無であった。



マラリヤについては、レゾヒンを1週間ごと

全期間投与したが、私達の歩いた地域はジュ

ムラでも2000加以上の高度であり心配がない

と思われた。

全期間をとおして、日中と夜の気温差が30℃

以上もあり、そのためどうしても風邪をひき

やすい状態にあったので、風邪のひきかけ時

に早期に薬を服用し予防した。赤痢、下痢等

消化器系疾患については生水の飲用を禁止し、

朝晩煮沸した水を水筒に入れ、行動中やテン

ト内でいつでも飲用できるようにする等、隊

員各自の注意により完全に防止できた。

ビタミン類については食糧事情の極端に悪い

地域なので、食物からの摂取は不可能と考え、

全期間を通し総合ビタミン剤とビタミンc剤

を全員が毎日服用した。

ビタミン斉ゆように毎日月踊するもの短その他

消化剤、肌荒れ止め用クリーム、リップクリ

ーム、軟膏類、逆性石鹸、救急伴創膏等を一

定期間分、事前に隊員各自に小袋に入れて渡

し、簡単な傷等にいちいち医療係を煩わすこ

とのないようにしたが、非常に便利で好評だ

った。

4登掌期間

登鑿期間中は各キャンプに1個ずつ救急箱を備

え、症状別に使用薬品名、量、使用法を一覧表に

し各種医療品を用意した。実際に使用したのはわ

ずかであったが、鎮咳剤は高度のせいと気温差が

大きいせいかよく服用した。その他凍傷予防にビ

タミンE剤、末梢循環調節剤をCl以上で服用した。

また高山病症状を呈した一部の隊員が鎮痛剤、精

神安定剤をわずかに使用した。

高所における身体のはっきりした反応はB・Cか

ら登筆開始6日め、5300加くらいの高度に初め

て到達し、C1に戻ったとき、全員力頭痛等を訴えた。

これは連日の荷上げとルート偵察等による疲労に、

高度の影響が重なり全員にはっきり現われたもの

と思う。翌日は1日休養となったが、特に体調の

悪い1人がBoCに下った後、3日間くらいの間に

全員交替でB，Cに下り休養した。

その後順化は比較的順調であったが、一部の隊

員で新高度へ達するつど不調を訴えたり、的か

ら上部で急に体の調子が悪くなったりした隊員も

出たが、たいしたことはなくその後も続けて登筆

できた。頂上アタックの際は全員、頭痛や食欲不

振等を訴えた。

5その他

酸素は万一のために医療用として3.52，2本用意

したが、全然使用しなかったのは幸いであった。

顔や手の荒れ止め用にチョコラザーネを全期間を

通じ毎日使用したが非常によく、登掌中にも別に

用意の日焼け止めクリームも全然使用せず、これ

のみを使用したが皮膚が斑にはげるようなこともほ

とんどなく、唇の荒れもほとんど見られなかった。

帰路のキャラバンでカグマラ峠を越えた際、多く

のポーターが雪盲になり、それまで使用しなかっ

た目薬も一度に使用しつくしてしまい、あとは湿

布のみで治癒した。これはポーターの分までサン

グラスの用意がなかったからでもあるが、事前の

防備に欠如していたことは反省しなければならない。

遠征期間中、全薬品の半分にも満たない薬品の使

用量であったが、前述のように何かが起れば薬品

類も1度に多量の薬品を使用することになるであ

ろう。

私達の多量に残った薬品類はジュムラの病院

へ寄贈するつもりであったが、出発時に重量等の

関係から包装類を廃棄したものや他の容器に入れ

替えたりしたため、寄贈された方も薬品名や使用

法も詳細でないものをもらっても困ると思い焼

却した。

持参した医療品は別表(1)、(2)にある通り、抗生

物質、鎮痛・解熱剤、感冒・鎮亥剤、消化・下剤、

ビタミン剤、利尿剤精神安定剤、造血剤、マラ

リヤ予防薬、眼用薬末梢循環調節剤、回虫駆除

剤、防中剤、消毒剤、湿布剤、など55品目に加

えて、衛生林包帯、脱脂綿なども持参した。そ

れらの使用の結果や今後の参考になると思われる

ことも、別表に記しておいた。

血圧計や体温計は隊員の体調をみるのに使い、

その結果は各自ノートに記録した。
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装備について

京極紘一

1基本

カンジェラルワの山容について、大阪市立大学

隊沢田氏、大阪岳連隊阿部隊長（ツオルポカン）
、

吉永氏に、アドバイスや、写真などの提供をいた

だいたが、上半部の氷雪の部分しか判明しなかっ

た。しかし、下半部は前尾根に遮られて不明のま

まだとはいえ、両氏のアドバイス等から岩の部分

が多いと判断して装備の計画を組み立てた。
また、気象についても、各隊のプレ・モンスーン

期のデーターから、キャラバン中は最低－5℃、

B，C付近では最低-10℃、高所については最高

－5℃から最低-20℃（平均-10℃）と考えら
れ、高所だけ取り上げても北海道の冬山の気温と

大差なくこの時期のヒマラヤの湿度も50%以下

であり、雪は乾燥していて扱いやすいことなどか

ら、特別な装備を用意することなく、北海道の冬

山の延長と考え、現在使っている装備をそのまま

ヒマラヤに持ち込むこととした。

さらに、ライト・エクスペディションを前提に

現地で手に入るものはなるべく現地で調達するこ
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ととし、カトマンズにあるHAJのデポも最大限

に利用することで、日本から持ち出す量を極力お
さえることとした。

2装備の短評

(1)（1）露営用具

冬テントは、移動しないので内張縫い付け

としたが快適で良かった。ただし高所用のベ

ンチレーターは、直径15”しか取らなかっ

たので換気が多少悪かったようである。多少

の寒さより酸素不足による睡眠不足の方が行

動に影響が出ることを考えると、ベンチレー

ターを大きくする必要がある。

キャラバン中のテントは夏用テントとし耐

気候性を考慮してビニロンを用いた。底付の

5人用を3人で使用したので、ゆとりがあり

丈夫で扱いやすかった。

大シートはビニロンの5腕×6〃zのものを2

枚持ったが、キャラバン中は食事時のシート

や雨の時のポーター用テントにB、Cでは食

堂や倉庫のテントなど多種多様に使用でき重宝で
あった。

ローソクは隊員はあまり使用しないが、コッ

クが暗いうちから活動していたので、その分

だけを考えれば良いように思う。かなり残っ

た。その他にインド製の加圧式石油ランプを

1個持ったが、明るくて非常に好評で、もう

1個あってもよかった。

その他、テント・シューズを用意したが各テ

ントで重宝した。

テントブラシとして日本でも冬山によく使用し

ている亀の子タワシを持参したが、降雪がなかっ

たので、雪おとしのためには使用しなかった。そ
のかわり、キャラバン中はテントの中をきれいに

するため、ホウキがわりに使用して重宝であった。
工具はペンチ、ドライバーなどを4セット持参

し、各キャンプに配置しておいた。ちょっとした

修理に手軽に使えてこれも便利であった。接着用
ボンドは各種の修理に使え、ネパールでは良質なも

のが入手しにくいので、いろいろな用途のため多
目に持参しておくとよいであろう。



②炊事用具

高所キャンプ(C3、C4)での炊事は、面
倒な手間を省くため、簡単な操作で扱えるプ

ロパンガス．ストーブを使用したが、音が無

く張り合いの無い感じはするが好評だったし、

石油の消費量と比較すると大差ないが軽くて

よい。

石油ストーブ供インド製のものを使用した

が(B･C､C寵よ砥Q)、缶ケースを値切
ったので段ボール箱に変り、そのために荷上

時や輸送時の保護が弱く、故障の原因となっ

た。一般に火力は良いが、高所に行くと不完

全燃焼するものが多い。

ｺｯﾍﾙﾘ麺常のものを使ったが、乾燥食品

を主体とした食糧だったのでこれでよかった

が、カトマンズで売っている鍋でも充分であ

ろう。

また食器が1人に2組し力用意しなかったの

で、各テントで不足した。3組あるいはそれ

以上あると楽である。

テルモスはHAJのデポ品でインド製を使

用したが、保温力が無くまったく用をなさな

かった。

(3)登筆用具

これは全部、日本から持って行った。

まず、フィックス用ロープは、8""と6""を

それぞれ1000"z(50加に切断して）ずつ用

意した。8""は下部の岩を、6""は上部の氷

雪を想定して用意したのだが、岩場は1000"z

全部、氷雪は600加と理想的であった。ただ

し、他の遠征隊は安価な漁網用、荷物用のロ

ープで充分間にあっていたのだから、登塞用

ナイロンのフィックス用ロープはちょっとも

ったいないようであった。

ロック･ハーケンは全部使用。アイス・ハー

ケンは10本ほどしか使用せず、スクリュー

・ハーケンはまったく使わなかった。またス

ノーバーはジュラルミンのパイプ1”を印加

間隔に1本と計算して用意した。

(4)個人装備

道内の冬山で着用する一般の服装で充分であ

り、羽毛服などは無くてもよかったし、ウィ

ンド・ヤッケとセーターの組合せで間に合う。

オーバー・シューズ、ロング・スパッツもス

タンダードのものだし、これらは岩稜ではロ

ング・スパッツ、上部氷壁ではオーバー・シ

ューズと使い分けて活用することができた。

登山靴はシングル、ダブルとまちまちであっ

たが、シングルでも充分のようである。ただ

し靴クリームが全部で4缶5個とはあまりに

も不足であり、大缶で用意する必要がある。

キャラバン中は各自トレーニングウェアを

着用し、中国製の運動靴をカトマンズで購入

して履いて通したが、往復のキャラバンにも

耐える丈夫なものであった。夜は少し冷え、

セーターが必要である。

(副その他

トランシーバーはソニーの500mwの出力

のものを使った。2チャンネル方式で強力で

あり、B・CとC2の間にピークがあり、それ

を越えて交信できたのであるから大変よかっ

た。チャンネルを切り変えることにより混信

をさけられた。

さらに、トランシーバー･ケースをカイロ入

で作ったが、カイロは1度も使わず、電池も

登筆中に1回入れ替えただけである。交信は

朝昼晩の1日3回。

ヘッド．ランプ用の電池は大量に残った。こ

れは、夜遅くまで起きていることが無かった

ことによるもので、暗くばるともう寝ていた

ことによる。また、テープ.レコーダ付ラジオ

は、ラジオとしての機能よりも、テープを聞

く方が多かったので、電池の消耗は激しく、

多く用意する必要があった。これは、日本の

ミュージックなどを聞くことによりストレス

解消にもなることからである。

マッチは、タバコの関係から、1人1日に’

箱と計算したが、使いすての安価なライター

を使うことにより多量に残った。

なお、装備一覧表は別表1のとおりであるe
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5シェルパの装備

シエルパの装備については全部支給することで検

討したが、一番のトラブルの元になることでもあ

り、私達が入手した情報では、シェルパ自身が良

い装備を持っていることから、借用する予定でい

た。日用雑貨及び一部の装備を支給することで、

1人200Rs(入手した資料から）を予定したが、

実際には1人2000Rsで、すっかり予算が狂って

しまった。

シエルパが持参した装備をチェックしたが、私達

のものと同じくらいか中には良いものもあり、私

達が用意しなかったユマールまで持って来るなど

問題はなく、装備に関するトラブルは一切なかっ

た。

シエルパ支給品一覧は別表2のとおりである。

4現地（カトマンズ）購入品

現地で購入したのは､石油と炊事用具が大半であ

る。ネパールでは、カトマンズ以外ではほとんど

手に入れることができないか、またあっても非常

に高いものであり期待できないことから、全部カ

トマンズで購入した。

炊事用具日用雑貨は､ほとんどの品が揃う。製

品はインド製が多いが、中国製も出廻っていてこ

ちらの方が丈夫で良質である。

現地購入品一覧は別表3のとおりである。

5HAJデポ品

HAJのカトマンズデポを最大限に利用する方針

で計画が進められ、HAJもこの時期の貸出を中

止して私達の遠征に備えてくれた。

HAJのトレッキング･パーティから、私達が出

発する3カ月前のデポの実質品名および数を確認

して現地に行ったが、デポしてあったランジャン

氏の事務所が移転したのに伴い、バラバラになっ

ていたり他の遠征隊のデポと混同していたりして、

整理に手間どった。

カトマンズ．デポがあることにより、私達のよう

な小遠征隊は経費や輸送の面からも楽であり、今
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後、整備して使いやすくしていくべきであろう。

デポ品一覧は別表4のとおりである。



%llZl装備表(現地購入品を含迩）

(1)露営用具

名口
口口 数量 規格 短 評

夏用テント'’31．5人用ビニロン底付

｡5人用を3人で使ったので快適

。4人用ナイロン内張縫付

･グラスフレーム・オレンジ

●〃〃

。3人用ナイロン内張縫付

'。6人用内張縫付、竹フレーム

・2人用底付アルペン型‘

・4人用ナイロンオレンヂ

・ビニロン5腕×6加

冬用テン、卜’1

２
１
１
１
１
２

ン
ノル

″
″
″
一
ア夏用

ッエ

大シ

ト
ト
ト

スコツプ

テントシューズ

3のジュラルミン

5・ナイロン、底にアザラシ張

必要

・使用

あり

せず｡薪切のこ

･インド製、加圧式

・タワシ

３
１
６

の

石油ラン

テントブラ

戸
」
》
ノ
、
ン

。明るくてよ

。降雪がなか

いB・C

ったので使用せず

。キャラバン中は、テント内のホウキがわ

りに使用

具’4工 。ストーブ交換品

･ペンチ、ドライバー、ボンド、

布地

②炊事用品

カスストーブ’21．円形平型の15” 。音が無く張合いがないが扱いやすく、火

力は石油と同程度

oC3、C4で使用(3本消化）

・インド製をC3で使うも、目や咽が痛く

なったため、ガスのみ使用

｡C2は、スペア使用

oC1、Bo｡C，キャラバン中はインド製でも

良。ただ、衝撃に弱く破損しやすい｡

。必要

･ストーブの点火用、多すぎﾅ毛

ｐ

プロパンボンベ

石油ストーブ

。2崎入、軽合金

・スペア×1、インド製×6

〃
詮
庁
Ｉ 〆

石 油|16021・カトマンズで購入

’石油ポンプ3

スイスメタ2肪・二
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｜品名｜数量’規格 短 評

。日本から持って行ったが、パッキンクm悪

いのがあり、自転車のチューブを買って

来て作って間に合せた。

dC2、C3、C4に各1

。湯専用B･C、cl、キャラバン中使用

石油タンク 8 ･20′入ポリタンク

＃
|異，な←典
中なべ

小なべ

高圧釜

包丁

ククリ

やかん

ポリパヶッ

テルモス

ポリタン

〃

〃

水 筒

力ツプ

皿

深皿

食器

茶こし

皮むき

フラィパン

へ ら

ボ－ル

スプーン

フオーク

袋パケツ

計量カップ

テーブルクロス

”
”
”
製

０
０
０
ド

５
４
３
ン

ｊ
の
払
い
，
の
イ

⑦
●
●
●

２
２
４
１
２
１
１
２
３
１
４
２
３
２
２
２
２
４
１
２
２
１
２
２
１
２
１

１
１
１
１

１
１

｝。B･QC1、キャラバン中使用
oClとキャラバンで使用

。ネパール製

・5‘

・水汲用

o0.5′入

。4'

。2′

elO'

・アルミ製

・アルマイト

・ホーロ･一

Q〃

･ハイゼックス

。月をバラすのに便利、ナタにもなる万能

・お茶用

・現地購入であるが良

・保温力ゼロ、デポ品

・石油用

・調味料用

砂食用油用

・飲料用

。モーニングティ用

・登掌中は、不足しも

もっと多く用意する必要あり
Ｐ
１
１

。コックの必需品

・ブリを作るのに必要

使用せず

コックの必需品

B､Cで侭日、気分的に良い

Ｏ
●
●eビニール青の花もよう

｜’
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｡登肇用具

名｜数量品 規 格 短 評

メィンローブ

フィックスロープ

〃

予備ロープ

ァブミ

カラビナ

ァイスハーケン

ロック〃

ボルト

ジャンピング

スノーバ－

9""×40加ナイロン、ドイツ製

8〃"×50"zナイロン

6〃"×50腕〃

10〃"×40加ナイロン編

3段

軽合金

アングル．V字・スクリュー

サウンド・縦・横・木の葉

４
０
８
１
麹
和
訓
別
５
１
６

２
１
２

。充分であった。

:麓I§譲鮮の安価…
･使用せず

｡使用せず

a多すぎた、40程度で充分

･スクリューは使用せず

。全部使用

｡C1の先の下降に1本使用

ジュラルミンパイプ1籾×20

V¥60c"×6

。完全に埋め込まないと途中から折れる

｡C4の氷壁で威力を発揮

･使用せず

、ピッケルの予備も兼ねる｡

１
２
２
６

アイスメス

ァィスバィル

ァィスハンマー

ピツケル シヤルレ×2，門田×2

エパニュー×1、シモン×1

12本爪（出歯）

軽合金パイプイギリス製

６
８
８
０
８
０１

。バント固定扱いやすかった。

。荒く使うと破損しやすい

｡胸と腰各自まちまち使用

・竹は、キャラバン中に入手

。良かった

アイゼ

背負

安全バン

ル一卜

背負子バン

〆
子
ド
旗
ド ’

赤のナイロン地30×30cM

自転車用荷物バンド

(4)個人装備

高所服（上下）

ウインドャッケ

オーバーズボン

カッターシャツ

セ－タ－

下着

靴下

手袋

オーバー手袋

目出帽

エアーマット

マツトレス

シュラフザック

シュラフヵバー

６
６
６
６
６
６
５
７
４
５
６
１
３
７

４
２
２
１
１
１
１

・ナイロン､羽毛

･ﾅｲﾛﾝダブル

oﾅｲﾛﾝダブル

。あまり使用しな

｡アタックの日に

た。無くてもよいかつ

使用

｡ウール

。毛5本指

・ナイロン

。半身用

･全身用

G羽毛

⑪ビニロン
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名’数量
ロ
叩 規 格 短 評

コーグル

登山靴

オーパーシュース

サブザック

ロングスパッッ

ストッキング

サングラス

ベルト

ジヤンパー

車手

ナイフ

タオル

日本てぬぐい

磁 石

ヘッドランプ

折たたみ傘

トレーニングウェァ

ニッカズボン

。鼻カバー付

・ダブル×5、シンク・ル×1

のナイロン

・ナイロン

・ナイロン

４
６
８
６
８
８
１
６
６
５
６
８
６
６
５
６
６
６

２
１
１
１
１
４
２
１

oHAJ支給、マーク入り・ナイロン

・五徳ナイフ ・シェルパの分も用意する必要あり

。コードが断線しやすい

伯）その他
トランシーバー 4SONY500mw2チャンネル。ピークの蔭になっても交信でき、片手で

扱えるので良い

1テープレコーダー付。テープレコーダーとして多く使用

4最高最低×1，普通×3

380単1×200、単2×20、’r●シェルパに電池は燃やさないよう注意す

|・態塵’はｱ,ﾚｶﾘ､単[はへ,"
単3×160

ンプ

、。単2はラジオ、単3は、ﾄﾗﾝｼー バ-lこ使用

ソロバン×l、大学ノート×10、スケッチブック×2，マジックインキ×10、

サインペン×20、セロテープ×2，カーボン紙、ホッチキス、消ゴム、輪ゴム、

ものさし、鉛筆×60，赤鉛筆×5

1便せん、封筒、ハガキ。手紙魔e)がいたので不足した

10カトマンズに5個デポ・再梱包に必要、用途多い

1．事務用として持ったが、主として散髪に

使用

1ジュラルミン・金庫として使用

30。使用せず、ジュムラで売却

1ｾット（1番～40番）・荷物が多くなって不足、他隊から100枚

もらったので間に合った。

ラ
温
乾

ジ
度
電

オ
計
池

事務用品

通信用品

ガムテープ

ハサミ

ト
ヵ
番

ランク

ギ

号札

－118－



名 数量 規
ロ
叩 格 短 評

ビニロン(50×30×100cw)40キャンパスパック 。購入した食糧を入れるのに多く使用され

た

｡小間物の整理、食糧の袋に重宝

・テント内で使用、便利

・ライター使用のためあまった

。現地でも売っている

。必要、特にシエルパは喜ぶ

整理

洗たくバサ

マツ

クレンザ

ゲ一ム

双眼

（ネ計

靴クリー

チリ

大工道

ガスライタ

歌

こいのぽ

わりぱ

ハ－モ二

歯みがき

袋
、
ミ
チ
一
類
鏡
り
ム
紙
具
一
集
り
し
力
粉

ナイロン大60，中120180

20

400個

5

4～8個づつビニール真空パック

1崎

トランス花札、ダイス、等

20倍

50k1，25"

小缶

1000枚入り

釘、針金、ハンマー、ペンチ

100円の使いすて

１
２
５
６
１
０
２
１
０
２
ワ
ー

１

２
０１

。少なすぎた

。多すぎた

。食堂テントの骨組を作るのに役立った

。大変良かった

30CM 。小さすぎる

。めん類はやはりハシの方が気分がでる

。共同使用

男I医2シェルパ支給品一覧表

名口
口口 名数 名口

口口数
ロ
ロロ 数

安全バンド

コ一グル

靴下（厚手）

〃（薄手）

手 袋

オーバー手袋

目出帽

１
１
２
１
２
１
１

マツトレス

シュラフカバー

オーバーシューズ

スパッシ

日焼止クリーム

サングラス

ストシキング

１
１
１
１
３
１
２

干

３
２
１
１
１
若

軍 手

タオル

石けん

へツドランプ

ライタ－

マツチ
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月I辰3現地（カトマンズ）購入品一覧表

名’(蝿)|数量 |(Rs)|
(醜)’

1コ
ロロ 備考 ロ

ロロ 名 数量’ 備考

＃

箱
釦
吃
哩
１
１
１
１
１
２
如
弘
１

２
１

石油ストーブ

圧力釜

なべ

包丁

ポリパヶッ

石油ランプ

クレンザー

ネパール国旗

運動靴

皿

深皿

ロ一ソク

しやもじ

“
叩
躯
５
５
５
１
５
６
５
２
５
４

１
７

５
１
１
Ⅱ
１
２
２

２
１
４
１
２
１
５
２
４
２
２
５
１

２
１
１
２

インド製

〃

の20～30”

タバコ

スプーン

フオーク

ククリ

ボ－ル

かわむき

封霧'ザィ棒・板

粉末洗剤

ポリタン（10′）

運動靴

石油

茶こし

0．34

3

2

15

19

1．5

5

2．5

18

8

1.27

6

ポーター用20本入

ジュムラ購入

インド製加圧式

固型 必需品

串識ﾝ用、
ホーロー

食用油用

ポー ﾀー 使用せず

〃

J臭くて良くない

別表4HAJデポ使用品一覧表

数量
口
昨 名 備 考 数量名

ロ
叩 備 考

バネばかり

力ツプ

石油コンロ

大なべ

中なく

マツトレス

テルモス

ジヨゥゴ

やかん

ポリタン

水筒（鉄）

食器

２
４
３
２
２
２
３
３
１
５
３
２

２
１

50k9，25k’ 茶こし

しやもじ

へら

うラィパン

ブラシ

冬テント（4人卿

〃（6人卿

ゼルブス卜

包丁

石油ポンプ

袋バケツ

ザイル(40"z)

４
３
２
２
１
２
１
１
１
１
１
１

スペア×1、インド×2

d50cw
ノ

の35"""

古いので処分‘

替りのテントを置く
保温力ゼロ

あまり切れない

2′×4，4‘×1

1′

ハイゼックス 使用せず
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食糧について

野村信昭

l食糧計画を作成するにあたって

(1)基本的考え

普段の山行で私達が使用している献立を主

とし、これまでのヒマラヤ遠征による各隊の

報告に基づき、嗜好の相違を検討した。また

隊員相互の嗜好についても調査をした。

イ）食べ易さに重点を置き、カロリーについ

てはあまり考えない。

ロ）食糧の軽量化をはかる。

ハ）現地食を積極的に利用する。

二）主食、副食、調味料を含め1人1日の重

量は800-9009とする。

②献立について

キャラバン食、B・C食､上部キャンプ食、

アタックキャンプ食の4種類を作った。

キャラバン食、BoC食は米､小麦紛を主体と

し満足感を得られるように、上部キャンプに

ついては、α米、乾燥食品、インスタント食

品を中心とし、軽量化および調理の簡素化に

重点を置いた。

以上のような基本的考えに立って計画を進め

軽量化をはかったが、西ネパールの特殊性、

食糧事情がきわめて悪いことから、日本から

の持出食料は予定外に多くなった。

2計画と実際

(1)キャラバン食（往路）

調味料と副食品を日本から持出し、米はジ

ュムラおよびキャラバン途中の村々では購入

不可能なので、カトマンズで一括購入した。

計画では、1日3食であったが、カトマンズ

で急きょ現地の習慣に合せ2食に変更した。

これについては、国内での勉強不足によるも

のであった。私達は昼食を軽く済ませるが、

現地住民は朝昼兼用食〈彼らには朝メシ？）

と晩飯の2食をじっくり時間をかけて食べる

習慣を忘れていた。シェルパは私達に合わす

が、ポーター連中はそれができないからだ。

隊員とシェルパは、朝、出発前に紅茶とビス

ケットを朝食代りに食べた。

朝昼兼用食はブリというチャパティーを油で

揚げたものを常食とし、その他2回ほどカト

マンズで購入した干ウドンを食べた。麺はま

ずかったにもかかわらず、隊員の食欲は旺盛

であった。満腹感を得るだけ食べさせなけれ

ば志気に影響するので、毎日満腹になるまで

食べるように配慮した。

米は夕食にのみ使用した｡米はカトマンズで

購入したものだが、安い米はねばりがあって

日本米に近く、高い米はパサパサでねばりが

ないとのことﾅらこれはネパール人は現在でも

スプーンを使用せず手で食べる習慣があるか

らであろうか。

米は’食分として1509、粉類は1001使用し、

日本で私達が食べるのと比べると，回の量が

相当多かつた。

キャラバン中は、米、生野菜はまったく購入

できなかったが、ジャガイモは豊富であった

し、パパロピー（青くさい粉）、ツァンパ（

麦コウセン）、山羊、ニワトリ、卵、ミルク

（ヤクの乳）等の購入はできた。
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②キャラバン食（帰路）

基本的には、B.C食、上部キャンプ食の

残った分を充当する計画であり、登山期間が

計画を上回った場合を想定し、往路と同じよ

うな食糧を10日分用意した。

登山期間が予想外に短かかったので食糧は

大幅に残り、帰路の食糧は不自由しばかつた

ぱかりか、ジュムラでは余った食糧をポータ

ーに与えた（王に米類）。

(3現地購入食糧

往路では、ワラビがあちこちで採れ、みそ

汁に入れて食べた。ネパール人は、ワラビを

食べることはないとシェルパは言っていた。

テブリコット村のキャンプ・サイトには、ニ

ラが密生していたため、隊長以下全員で採取

し油いためや、卵とじにして1週間ほど食

べた。

帰路のカクマラ峠を下った河原では、スイセ

ンに似た植物の葉を採取して食べた。ニラと

同様に調理したが、甘みがあり美味しかった。

この植物は、ポーターのひとりがこの草は食

べれると、シェルパを通じて私に教えてくれ

たのでわかったのだが、この植物についても

シェルパは食べたことがないと言い、ポーター

達は食べなかったので、どこかの遠征隊が食

用にしたのをポーターが覚えていたのであろ

うか？後で調べてみたところ、この甘い葉

は、ネパールに自生するヒマラヤ蘭の1種で

あるようだ。

モンスーンが近くなり、種々の雑草が繁るこ

ろ、イラクサをシェルパが採ってきて調理し

ていた。まず、溶けるくらい煮て、水でとか

した小麦粉を加え塩で味付する。緑色をした

ゾル状の物だが、食べると塩味が効いてとっ

てもうまい。

タマネギはどこの村でも購入することができ

ず、ジャガイモはどこの村でも10～20"

程度ならいつでも買えるようであった。

チャウルコットで買った山羊の処理について

は以下のようにおこなわれ興味深かった。

ポーターのひとりが、ククリで山羊の首を落
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とす。首を落とした役得として、毛皮が与え

られていた。シェルパはニワトリをつぶした時

も、首をはねるのは、ポーターにさせていた。

血はボールに溜め、翌日まで凝固させてから

軽くボイルして、調味料を加えて食べていた⑪

内臓のうち、腸はポーターに与え、心臓、肺、

肝臓はシェルパが調理して食べていた。

肺を食べるというの通コックに付きっきり

で見ていると、肺の出口を肉片で栓をし、次

に麦粉を水でとかし肺の中にまんべんなく注

入して入口を肉片で栓をする。次にボイルし

てからスライスする。次に油で妙め、しょう

油、塩、コショー、トウガラシで味付けする。

私も食べたが結構美味しかった。肉は焼いた

りして充分食べたが、キャラバン中何の包

装もしないで運んでも腐敗しなかった。こ

れは空気が乾燥しているためであろうか。

頭部は毛を焚火で焼いた後、ボイルして皮

をはぎ、頭骨を割って脳ミソを食べると言っ

ていたが、その現場は見ることができなかっ
た｡

蹄の部分はポーターが焚火で焼いて食べて

いる。

なお､薬剤を投与した代償として現地住民か

らのプレゼントの卵、ジャガイモ、カズ大

根が相当量あり、食卓をにぎわせてくれた。

(4)B・C食

1日3食とし、昼食は1人1食用レーショ

ンを採用し、行動範囲を広げるようにした。

キャラバン途中で、BoC用の米の一部を購

入する予定であったが、購入不能であったた

め、アダ、マイタ、パパロピーを購入し代用

とした。

計画では、朝晩米を王食としていたが、米

の絶対量が不足していたので、朝食は時どき

ブリを食べた。BoCに残っていたリエゾンと

キッチンボーイの2人は、登山期間中、朝晩

パパロピーを食べて私達の食糧計画の狂いの

調整に協力してくれた。

B、Cはプノモ村に近かったため、肉、卵、

ジャガイモ、ミルク、ロキシー等を売りに来



たので、予想外にB.C食はうるおった。

これはB・Cが当初予定地よりもプンモ村に

近いところに建設されたﾅこめでもある。B、C

スペシャル食は、休養に下った際、大いに利

用した。

(5)上部キャンプ食とアタックキャンプ食

軽量化と調理の簡便を計るため乾燥食品や、

インスタント食品を主体とした。朝晩はもち

ろんのこと、行動中に食べねばならないため、

昼のレーションは飽きがこないように多品目

を少量ずつパックした。

米（白米）は、2人で1包としたぐ隊

員達は副食と併せて適量であったが、シ異ル

パ達は量不足であるのか、エベレストの場合

は1人で2包当ったと言い出したので、

隊員達は務めてシェルパに多く与えた。また、

各キャンプにツァンパを上げていたのでトラ

ブルは生じなかった。ツァンパは紅茶の中に

入れて食べると腹もちが良い。

アタック．キャンプ食については食べ易い

物を多品目揃えたが、高度の影響か予定量を

消化できなかった。

乾燥食品のうち野菜類はジフィーズを使用

した。仕様にしたがい調理したが、ジャガイ

モだけは戻すのに表示より長く、時間にして

30分ほど水にひたさねばならなかった。他

の食品は表示の仕様どおりであった。

ろその他

(1)パッキングと使用結果

上部キャンプ食、B、C食のレーションは、

基本的に3人・3食／1日のパックで作った。

塩辛、つくだ煮は601、ジャムは70'の

重量でポリエチレン袋詰を行った。塩辛は大

半が破損していたが、充分食べることができ、

味もほとんど変化はなかった。他については、

完全な姿であり破損したのは、ごく一部であ

った。

ハチミツについては､一般に市販されていな

いが、30ダパックのものを特別に依頼し購

入した。

海苔のつくだ煮とつけ物ま市販の真空パック

のものを利用したが、破損や腐敗等がばく有

効であり、私達のような小パーティには非常

に便利であった。

ベーコン・鯨

市販の500f程度のブロックのまま真空パッ

クされたものを使用したが、まつこぐ完全な

製品のままであった。BOCにてスライスし

て上部キャンプへ荷揚した分については、4

－5日ほどで味が落ちてきた。ブロックのま

ま荷揚をすると良かったのではないかと思う。

ベーコン・豚

特注で製造したもので、濃い塩水に浸した後、

温風乾燥したものである。市販のベーコンに

比べると、薫煙加工工程を除いた品物である。

薫煙加工してあるものはにおいが鼻について

食欲が湧かないとの、他の遠征報告によった

からである。

ブロックのまま、真空パックをせず、晒布に

巻いたまま輸送した。表面にカビが生えてい

たが腐敗はせず、カビをふき取って食べたが

充分に使用できた。鯨、豚ベーコン共に腐敗

した部分は廃棄処分する予定であったが、腐

敗せずに利用できた。

②チクロの使用

日本では既に使用禁止となっていたが、主

にキャラバンで使用するためにチクロを入手

した。チクロ2〃9で砂糖60A9分の重量を

減らせた。これは砂糖の持つ効能よりも財政

事情からの軽量化に重点をおかざるを得なか

ったからである。

現地でコックに、ジャパニーズ・シュガーは

ネパリー．シュガーより3倍甘いと教え込み、

王にキャラバンで利用させた。

(3)ミルク・ティーについて

ネパールでは、ティーと言ったらミルク・

ティーであるが、私達はミルク･テイーのこと
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などまったく考えていなかったb

カトマンズで食糧購入後、ミルクを買わない

のか？とコックから注文がでて、シェルパ

全員が、ミルクを買ってくれともうし入れて

きた。私達は総体重量が予定量をオーバ

ーしたので断り続けたが、シェルパ達は執よ

うにもうし出る。結局、バラ・サーブ命令で

ミルクは買わない、ただし、キャラバン途中

で売っていたら買うと言う条件でシェルパを

納得させた｡このことで2日間ももめていた。

キャラバン中、数回ヤクのミルクを買い、ミ

ルクティーを飲んだ。飲んでみると意外と美

味であった｡登山活動に入ると、昼レーショ

ンの3種の内の1つにコンデンスミルク小が

，缶入っていたが、シェルパ達は行動中飲ま

ないで、キャンプに戻ってから紅茶に入れ、

ミルク．ティーを作り飲んでいた。

隊員もC2以上ではコンデンス．ミルクを

残してミルク●ティーを飲むようになった。

(4)コックの指導

生水は衛生管理上絶体にキャラバン中飲ま

ないと決めているので、飲料水は一度煮沸さ

せてから水筒に詰めるよう指導すると、コッ

クは「ジャパンは、いつもポイリング・ウォ

ーターを飲む」といってすぐ理解してくれた。

夕食後、毎日隊員分の1′用水筒にお湯が運

ばれてきた。

調理について

初めは、メニューを教えて任せておいたら教

えたメニューとは関係ない料理を作った。「

メニュー以外の料理をだれが作れと言った」

とコックに問うと、「シェルパ達が食べたい

と言ったので作った」といったので、シ

ェルパ全員とリエゾンの前でコックに怒鳴り

つけた。「私の言ったとおりのことをしる

私達は食糧をすべて計算して持って来ている

んだ」と。

この1件の後は､使用する材料や分量もすべ

て聞きにくるようになった。また、私達も初

めてのメニューの場合は必ず隊員が一緒に作っ

てシエルパに教え込んだ。

4最後に

今度の食糧計画と実際は全般的に、まあまあの

できと思う。ネパールの習慣を忘れ、現地に行っ

てあわてたこともあった力§それも遠征の一部であ

ると考えている。

食当としては出発前の準備、現地での購入、パ

ッキング、B、Cについてからの食糧の振り分け

etc，繁雑な用務であったが顧りみて、一番辛か

ったことはコックと'居りのキャラバンを終えるま

で親しくなれなかったことたつγこ。それは、キャラ

バン出発前のジュムラで、彼らが勝手に調理した

ことで、私が遠征の今後のこともあろうと意識的

に怒鳴ったのが原因していると思うが、一番仲良

くやって行かねばならなかったコックが、最後ま

で私に対しよそよそしい態度であった。だが遠征

が終る頃には仲良くなれてホッとした次第である。
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現地購入食糧

購入量’名ロ
ロロ 購入地名 単価’ 時期’ 販売単位 備考

1マナ=560c(=3.1合

粗悪品

米’カトマンズ

〃ジュムラ

〃〃

〃〃

マイタカトマンズ

〃ジュムラ

〃〃

ァタカトマンズ

〃プンモ

ノfノfロビー〃

ツァンパ〃

〃〃

ダル（スープ矩）カトマンズ

雛違賃iI
塩（白、良質）〃

〃ジュムラ

パイン缶詰カトマンズ

食用油〃

ニンニク〃

唐ガラシ〃

ナンバン〃

カレー粉〃

ジヤム〃

コショー〃

ジューソージュムラ

玉葱カトマンズ

ジャガイモジュムラ

〃ムニガオン

〃ルマ

〃リヤンジ

〃プンモ

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

昌＝＝二一一一

ナ
ナ
ナ

唖
マ
マ
マ

睡
嘩
嘩
唾

２
５

５

２
３
３

ぱ
ナ
ナ
ナ

ハ
Ｕ
マ
マ
マ

６
３
５
０

１

３

／
／
／
／

恥
恥
恥
恥

４
０
０
５

６
１
２
０

３
１

蛆
〃
〃
〃
〃
〃

ナ
プ

″
″
″
″
″
ツ

マ
力

14kl

l
1Rs/kf

JIs/3001|蝋Ⅲ謡 1カップ=3Rs=3001

”
”
庭
Ｍ

ｆＯ

膨
醗
殿
膨
副
蠅
妬
妬
釣
印
＃

睡
蝿
哩
蝿
唾
”
し
”

蝿
０
哩
坐
７
０

３
２
１
５
５
５
８

５
７
３
０
２
０
６

１

認
轆
認
鰡
鰕
鰕
嘔
鰡
唖

２
１
２
Ｑ
４
１

／
／
４
／
／
／
／
／
／

恥
砧
恥
醗
恥
恥
恥
恥
恥

５
０
０
５
９
６
０
０
０

１
８
９
１
２
６
５
２

岨
〃
〃
〃
明
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
蛆
〃
〃
〃
〃
〃
〃

美味

二
二
ナ

ル
包
ｇ
包
包
ル
缶

ダ
Ｋ
ダ
マ

1タ）し二＝2．25

5001=1包

5胖旬から4,6岨,s/kf

2包／3人,450仁1包
2501a包バリ呈ﾙで
マナ、kl売
岩塩

500f1缶/6人

サラダオイルがよい

70Rs/aKF

136Rs/20'

7Rs/5001 7Rs/50"

’
30.50Rs/12.50Zし二250Rs/タルニ

〃

ms/ﾀﾂﾚﾆ ニ
プ

ル
″
″
″
″
″
″
″
″
ツ

タ
力

’韮韮
麺
岬
韮
岬
醒
癖

４
３
２

睦
恥
晦
哩
〃
酔
睦
峰
睦

１
０
６
６
４
５
６
０
０

２
２
５２６

良質

良質

250Rs/ﾀルニ

’150Rs/1IJI 1カップ=1kF1.5伽s
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名口
口口 購入地名 単価 購入量 時期|販売単位 備考

ジャガイモ

〃

〃

〃

〃

レモン（大）

カブ大根(大小）

野菜(41嘩郡兼）

〃〃

〃〃

〃〃

卵

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

山 烏

ニワトリ

〃,

〃

ミルク’

ムニガオン

ジュムラ

〃

〃

〃

テブリコット

プンモ

ジユムラ

〃

〃

〃

チヨツタ

ダーキン

テブリコット

ノレマ

プンモ

〃

〃

〃

〃

リ ンモ

フリコット

ジユムラ

ムニガオン

プンモ

ジユムラ

〃

チヨシタ

ジャガィ

プンモ

プンモ

〃

チャウルコット

プンモ

〃

〃

ジュムラ

〃

カトマンズ

’
一
個

レ

御
《
〃
〃
〃
１睡

恐
錘

馳０

獅
韮
韮
咋
韮
蛎
棡
球
疎
球
辣
稲
蝿
蛎
噸
噸
噸
蛎
蛎
噸
叩
蛎
噸
羽
羽
羽
羽
ｆ
ｆ
ｃ
ｃ
頭
頭
本
本
缶
Ｍ

ｃ
ＣＯ
０
１
２
２
４

２
２
０
０

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
〃
／
／
促
促
／
／

２
３
１
３
１
１
１
２
４
２
２
１
１
２
２
４
５

比
蹄
比
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
碓
恥
恥
比
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
馳
恥
恥
恥
恥

４
６
９
３
８
印
３
３
０
０
５
０
０
２
４
０
３
１
６
８
２
２
０
０
４
３
８
４
２
２
２
０
０
０
０
０
０

３
２
５
１
１
５
５
１
２
１
１
１
１
２
４
３
１
８
０
５
８
４
４

５
．
．
１
２

９
４

月
月
４
５ｆＯ

Ｏ
個

２シ
〃
〃
〃
シ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

Ｒ
Ｒ
２
０５０

束’1束＝200'＝2Rs

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

22Rs/羽

165Ms/羽

〃

〃

〃

山 羊

〃

ヤク

〃

缶詰（魚）

砂糖

濃縮ジュース

唾
〃
缶
邸
”

提
／
／
／
布８

睡
心
心
心
恥

５
４
２
１
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名ロ
ロロ 販売単価 備考単価 購入量 時期購入地

ビスケット（バ

ター・クラッカー）カトマンズ

〃 〃〃

コンデンスミルク〃

粉ミルク〃

砂糖〃

オレンジ〃

食パン〃

キューリ〃

キャベツ〃

ホウレン草〃

ササギ〃

ピーマン〃

人参〃

玉葱（大）〃

シイタケ〃

インド製50枚箱入

〃22枚入

中国製400'入バﾝグﾐﾉl〃

大スプーン2－3杯分

";80P'｣値．
日本の角食の如き

日本のより太くて短い

明
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

箱
包
缶
袋
束
山

，
個
本
本
個
〃

１
１
１
１
ｋ
１
１

箱
包
缶
袋
束
山

，
個
本
本
個
〃

１
１
１
１
ｋ
１
１

／
／
／
／
／

ｓ
ｓ
ｓ
Ｓ
ｓ

記
訊
顕
阻
配

２
Ｌ
２
１

３
４

包
包
缶
袋
団

１
１

１

本
本
個
岬
職
個
本
個
〃

１

０
２
２
２
０
０

５
１
１
６

／
／
／
／
／
／
／
／
／

恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
比

５
５
０
０
０
０
０
１
１

１
６
５
２
５
５
２

ｂ
■
■
い
●
■

０
１
０
１
１
０

5束12.5kl

2kl

12個

2本

10個

1袋/600" 1袋1袋

／
／
／

恥
恥
恥

９
４
０１

月
〃
明

４7‘

3'

7.5＃

プン

リン

カトマ

チ モ
モ
ズン

ン
ヤ
″
″

良質

〃

プ
ツ
″
″
〃

力 プ
ツ
″
″
〃

力2Rs/1カップ

〃

1.50Rs/1カップ

als/1カップ

プ
プ
プ
プ

ツ
ツ
ツ
ツ

カ
カ
カ
力

２
１
２
５

４
１
１
３

／
／
／
／

恥
恥
恥
恥

４
２
８
０

８
２
１
７

1カップ蔀勺10"cプシ
″
″
〃

キロ モ
岨
〃
〃
明

／
″
ン
ン

良質リ
ブ

モ
モ

ｃ
ｃ
化
に
０

５
０
５

７
５
７
，

／
ａ
／
〃

恥
貼
恥

５
０
０

１
３
２

、寺

ﾝノュムラ

〃

〃

〃

く
ぐ
い
い
５
５
７
７

／
〃
／
〃

恥
腿
５
０
１
２

本
〃
〃
〃

本
〃
〃
〃

1本=750ccハニーロキシー

〃

〃

〃

口
局
″
″
〃

５

ククリラム

〃

〃

ｃ
ｃ
ｃ

に
仇
に

０
０
０

０
５
３

９
９

お
れ
／

恥
恥
恥

０
０
０

２
８
２

３ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
ｑ

化
砿
５
０
７
３

／
〃
／

ｓ

髄

Ｒ

Ｏ
０
２
２

本
〃
〃

本
〃
〃

1本=750cc=40Rs
、、■ 『 一

ンユユ弐フ

〃

〃

明
〃
〃 小瓶
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』
一
四
『

』
つ
蜘

畢
、

』
ぬ

、
冒
皐
つ
、

唖
、

函
”

壁
的

函
つ
函

皇
目

、
『

函
◎
ぬ

』
ぬ
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収支明細

収 入 支 出

金額円科目 金額(円科目

隊員負担金

寄付金

事務費

通信費

会合費

負担金及び

手数料

装備費

食糧費

交通費及び
輸送料

医療費

謝礼

印刷費

4,617,000

683,125

40,440

56,7認

今
云 計報

生
口

認篭）雑
収
入
一

49,344107,220

預金利子 330,056

911,302

222,283

1,161,891

15,300

39，816

66,000

19,655

計 5427,000

野村信昭

ドル買入

戻入佃買入）

2,439,888

A331,208

2,108,680
当初、総額600万円を予定したが、食糧の寄

附や装備と食糧の低価格での購入、および、隊員

の航空運賃と隊荷の輸送費の割引などがあり、約

543万円でまかなうことができた。そして、そ

のうち約42万円をこの公式報告書の発行費の一

部として残すことができ、ほぼ満足すべき結果であ

ったといえる。

このことは多くの万々のご協力の賜物であった

と感謝している。

収入のうち約460万円は隊員の個人負担金で

あり、1人平均75万円となっている。

支出のうち装備費が他の隊に比較して若干少な

いのは、HAJカトマンズ・デポ品を利用できた

ことや、個人装備は極力、隊員が通常使用してい

るものでまかなったからである。印刷費には計画

書や帰国後すぐに発行した、カンジロバ遠征隊帰

国報告書の発行費が含まれている。

現地での支出のうち、主なものはポーター費な

どの人件費とジュムラーカトマンズ間のチャー

ターフライト代である。滞在費はエクスプレス･

ハウスを利用したので比較的少なかった。

雑 費 2,600

※残額422,505は報告
書作成費用等に充当

預金雑高 422,505

計|5,427,000

ドル収支明細

収 支入 L胸
Lu

科 目 科目金額(＄ 金額③

買
寄

輸送費

ルピー買入

円買入

雑費

入
付

9,245

10

1,777

6,160

1,2銘

60

計 9,255 計 9,255
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留守本部雑感

(1)送り出して

雪多い北海道千歳空港から隊員を送りだしたとき
それは子の長旅を見送る親の心境に似ていた。多

くの懸念が心の隅を横切った。M社とのフライト

交渉はうまく運ぶかという現実問題、この準備期

間中なお煮詰めておくべきこと－とくに隊や隊

員の問題意識一はなかったかという反省、現地

でのデポ品やフライトなどの現地処理はうまくい

くかとか登山ルートはうまく発見できるかという

取り越し苦労、それにアクシデントやトラブルが

なく良いエクスペディションができるかという心

配・…そんなことが胸中に案ずるというよりは

祈る気持で往来した。見送りに来たかたがたも同

じ心境であったに違いない。その懸念は終局的に

はたとえばピークに立てなくとも充分に山にぶつ

かり事故を起こさずに帰ってきてくれ、という消

極的な願いにまで圧縮されながら、遠ざかる機影

を追いかけていた。そのときから私の役割は実行

委員から留守番役へ変ったことを知ると共に、や

っと目的である「登山」の課題がクローヅアップ

しその結果を「待つ」にすぎない身であることを

知った。

晴れやかな笑顔で飛び発った6人駒いずれも精神

的にも技術的にも申し分のない強者揃いである。

この個々の技術をいかにして安全かつ充分に発揮

できるよう体制を作り課題を解決していくかがパ

ーティの役割であり、要求される諸々の総合的機

能をいかにして作り上げるかが送り出す母体の役

割なのであろう。ふりかえってみるとこれまでの

計画準備の中でいくつかの課題があった。出発3

日前の反省会で最も大きく取り上げられたことは、

エクスペディシヨンを考える場合の各個人の、「

思考ベース」についてであった。ひとつには、遠

阿部 淳

征全体の中での「登山」の位置づけが当初まちま

ちであったこと、もうひとつは各担当の問題提起

に対してディスカッションをするためのべ－，スが

まちまちだったことが挙げられる。分担機能はと

もするとその担当者に一任する格好になり勝ちで

あるが、一方、提起された課題を討議できるだけ

のある一定レベルまで全般的基礎知識を集積して

いなければならない。この点で当初は課題につい

ての価値判断や決定が特定個人に委任される形と

なることがままあった。これは基礎データの集積

が分野によっては遅れがあったことにも原因があ

るが、登山・遠征の基本的考え方とそれに基づく

方法論があらかじめ十二分に検討されずに進んだ

ことにも原因があるように思われる。それは各隊

員が基礎知識や方法論を持っていなかったという

ことではなく、パーティという一段高いレベルま

で共通のものとして集約されずに進んだというこ

とである。したがって今回は具体的な課題が提起

され解決していく過程の中で結果として集約が行

なわれる形となった。実際にはその方がより具体的

で実のある研修ができようが時間的余裕がある

ならば登山の各ケースを徹底的に究明し合い思考

上の基本ベースを作っておく方法を取りたいと思

う。これらのことは、遠征の発想の段階でパーテ

イレベルとして共通に持ち合った段階で、山の選

定、計画作成、各担当の任務分担を決めることが

基本原則になろう。担当が決まったあとではどう

してもその担当分野に執着し勝ちになり理想的に

運ばなくなる傾向がある。

この隊にはヒマラヤ登山の経験者はいなかったが

それにしてはよく問題を処理したと思う。試行錯

誤は準備過程の中で避けられない要素であるが、

決定的錯誤がなかったのは隊長の問題処理が適切

だったことと、常に「最悪の事態」を設定しなが
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ら問題提起を行なって処理していったてんにあろう。

これらに要する基礎知識は、長い間の個人の事例

集積のほかに、HAJを中心とした諸資料の検討

またHAJの集会やこのパーティがコンタクトで

きた多くの協力者から多くの「生の情報」を得た

ことが大いに役立っている。

隊員は登山そのも亟噺5れからみると2つの山岳

会の流れに属しているが、ヒマラヤ登山のパーティ

というレベルではHAJで育ちHAJで生まれた

とも言える。その点で単にHAJとしてまとまっ

たのではばく、HAJの機構と機能を充分に活か

してでき上ったエクスペディションであることを

再確認しておきたい。大きな遠征は行く人ではな

く押し出す人と母体が重要であることも……．。

②現地通信

はじめはメール・ランプーを2回､予定としてはB・C

着およびルート状況確認後と登頂の成否結果の通

信として使用することにしていた。実際にはジュ

ムラからキャラバンを始めてからは、ルート状況

の連絡、登翠の中間報告の2回で、登頂について

は外信で知り､のち東京で、帰国した隊長から直接

報告を受けた。

留守番役としてはこの間とくに心配することも発

生せず、技術的には信頼していたので次の通信を

安心して待つことができたいへん気が楽であった。

状況はすべて順調に進んでいたからである。カト

マンズでは隊員すべてがたいへん意欲的に行動を

開始すると共に体調もよく、毎日進行状況と翌日

の行動を確認し合っていたこと。当時、心配して

いたリエゾンオフィサーにサーダー，チョタレが

昇格起用され、隊長も先年のトレッキングで顔見

知りだったこと。そのためにシェルパ管理が非常

にスムーズに運んだこと。ジュムラヘのチャータ

ー機使用は遅れたが登山活動にはまったく支障が

ないこと（プンプン・コーラ探査は縮まるが）。

パーティモラルが上がり結果が大へん良いこと。

せっかち気味の隊長も現地事情にペースを合わせ

て悠々と処理し、シェルパ管理も柔硬とりまぜて

士気を上げていること（トラブルがまったく発生

していない）。4月5日付けの通信（4月28日
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着）で懸念されていた下部ルートも見通しがつい

たこと．．｡．…｡＆などあとは純粋に登山行動に専

念すれば頂上は落とせると考えていた。

前記通信の内容の要約を関係者､家族のかたがた

へ郵送した次の日、4月30日夜の12時にさし

かかろうという時、北海道新聞社社会部からカン

ジェラルワ峰登頂の外信が入ったという連絡を受

け、ついで各社の電話取材を受けた。詳しい内容

は不明であるが第1･次、第2次ともに成功したと

いうことで満足すると共に雪､肩の荷を下し安緒

の気持ちでいっぱいになった。その夜、祝盃をあ

げたことは言うまでもない。

通信の最終便は4月25日付のものでC3'からC4

へのルートエ作を上部アイス・フォールに行なうと

ころであったが札幌へ着いたのは5月中ごろであ

った。5月19日、隊長からカトマンスヘ戻った

旨の電報を受けとり留守番役が実質上終了したこ

とを実感した。と同時にカンジェラルワ峰に取り

ついて隊員たちがやや喰い足りぱさを感じたので

はないかという懸念を持ったが、後で詳細な報告

を聞くに及んでみな充実感を得ていることを知り

満足した。

余談である力入私は5月28日からネパールへで

かけた。当初、出発時に同行する予定であったが

本部と打ち合わせた結果、何かのアクシデントや

トラブルが発生した場合すぐ現地へ飛べるよう用

意しておいたものである。カトマンズ､でシェルチ

ャン氏やキラン君、ランジャン氏らに再会でき懐

しさを覚えた。まだ帰国せずに残っていた隊員た

ちも元気であった。

登山課ではシュレスタ課長が「今期最初の初登頂、

おめでとう」と祝ってくれたのも嬉しかった。H

AJとネパール合同による1974年のラムジュン登

山の交渉もシュレスタ氏が好意を示してくれたが

残念なことにすでに英国隊が単独で許可を入手し

ていることを知った。しかし、同年のポスト・モンス

ーンにHAJ隊はラムジュンにむかい第2登をはたし

た。ミスター･チョタレとは4年半ぶりに対面し、再

会を喜び合った。今回はジユムラまで飛びカンジロバ

l1僻をこの目で一目見たいと思っていたのだがすでにモ

ンスーンカ訪れて終日雲の中にあることを知って断念し

ﾅこ。私にとって今回がンジロバ・ヒマールは終了しﾅ毛
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"Kanjiroba-Himal入山各隊の行動概要
'､'、日時を中心に′､'、
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ﾉ子阿部

この資料はこの遠征隊の研究資料として本遠征隊出発前に調達したものである。

したがって悠理されていないところも多いが､“ナマ,、のテ､一夕として集めたもの

なのでｲuIかの参考になると思い、ここに附録としてあげておいた，本遠征隊後

（1973年ポスト以後）の遮征隊についても簡単にまとめておいた。

15万分の1地図は、Tysonの地図(G､J・No.133)をもとに作成したものに従う。

各隊に部分的に使用したものは、この地IXIの該当場所をそのままCopyした。
（1970年まで）

60万分の1地図は、吉永定雄氏作図によるものに従った。

～あかねiIf"｝・無名峰の窪える国十附録「ネノぐ－ル北西部｣～

その他のものについては、それぞれ出典をI川らかにした。

15万分の1地図については、その後、吉沢一郎氏作図のものにより照合し、確認

した。

各隊の行動概要の出典はく参考文献＞として掲げた。

各拠点へのアブ．ローチ日ll,fを把握するために作ったものである。

当初、公表するつもりはなく、また掲載することになってからも諄き改める暇か

ないために、乱筆・乱文を顧りみず、そのまま採用ということになった。二､了承

いただきたい。

不統一な叩語、勝手な省HI各語もあるが、適宜、推批ﾘしていただきたい。

a

Ⅵ
ｂ
ｃ

口
。
ｅ

f

ｇ
ｈ

］

－139－



<1953＞オーストリアH･Tichy(ジヤグドウラ．コーラ周辺の山）
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〈1963＞東海大隊（長沢和俊･星野紀夫･河内豊英）
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<1969＞神戸商大（伊藤稔ら5名)(カンデﾋｳﾝﾁｭﾘ試登）
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<1969>J･B･Tyson(北面ルカ

リ
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ご協力者ご芳名

（アルファベット順）

阿部悟郎様北海道立

図書館職貝ご一同様

阿部和行様

阿地政美様

安藤久男様

アルプステント様

稲葉

稲田

石崎

岩水

英
定
貞
竜

様
様
様
様

夫
重
子
峰

酒井昌三様

札幌市役所山岳会様

佐藤中山様

佐藤一良様

沢田宗博様

島田吉之様

清水一行様

渭水澄様

渭水徹男様

清水敏一様

塩原輝昭様

菅田臣子様

寿原薬粧KK様

資延憲英様

自治労全道庁本部ご一同様

自治労全道庁教育庁支部様

自治労全道庁札幌総支部ご一同様江原光夫様

遠藤登様

えぞ山岳会様

藤江幾太郎様

藤井毅様

自治労全道庁区唐館支部様

常慶和久

加藤彰

勝山良三

KK地崎組

小林美和子

小林年

小島六郎

黒川篤

様
様
様
様
様
様
様
様

萩千夏子様

花崎洋様

畠中茂様

速水潔様

林茂樹様

平林克敏様

平野明様

北海道教育委員会様

北海道山岳連盟様

北海道撮影社様

北海岳友会様

北峰岳朋会様

堀内弘知様

星山美弥様

ホテル・アカシヤ様

高橋照様

高橋秀子様

竹沢昭治様

滝口明様

田辺郁男様

谷津公様

督永進様

東京ABC様

東京都山岳連盟様

増田秀穂

三原洋子

森美枝子

棟方亮

様
様
様
様

中川絃一様

中西喜和男様

日本山岳協会様

岡紀江様

大崎正信様

山田雅

山本秀

山本武様

昭様

夫様

北海道

教育委員会職員ご一同様

山里寿男様

米山利男様

吉永定雄様

吉沢一郎様

原有徳様

（いこい）様

島信吉様

村朋信様

一
憩
池
今

B･ランジャン様
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Ｏ
ｕ
ｈ
ｅ
ｅ
ａ
ｅ
Ｏ
・
ｅ
ａ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｄ
ｏ
ｍ
ｎ
ｄ
Ｏ
ｎ
、
ノ
ｅ
Ｔ
－
ｕ
ｎ
売
膣
ｐ
ｅ
ｎ
ｕ
。
、
ｎ
ｒ

囮
（
ら
、
＋
〕
＋
し
、
一
『
土
Ｃ
ｍ
司
辿
ａ
、
Ｗ
＋
〕
Ｆ
４
．
１
８
℃
＋
〕
Ⅳ
い
Ｎ
ｒ
『
ｄ
ａ
Ｏ
ｅ
Ｂ
ａ
伯
）
ｎ
『
エ
ｈ
Ｃ
Ｃ
ａ
ｘ
、
ｑ
Ｃ
ｄ
ｔ
ロ
）
Ｃ
Ｏ
ｅ
９

ｄ
ａ
ｕ
ｓ
『
土
ａ
・
ｐ
Ｃ
ｕ
ｅ
ｒ
Ｓ
ｅ
ｒ
Ｗ
ｈ
ｋ
ｅ
ｅ
ｇ
ｉ
ｒ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｒ
ｎ
ｔ
”
昭

・
工
、
ｎ
‘
七
０
ａ
ａ
ｅ
ｐ
－
ｘ
ｅ
〔
工
Ｏ
Ｃ
ｅ
、
．
ｅ
ｎ
恥
」
ａ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ａ
Ｃ
Ｏ
、
ｎ
．
１
Ｗ
・
２
Ｏ
ｅ
Ｃ
ａ
・
ュ

ｒ
ｔ
ａ
ｒ
Ｗ
ｆ
ｒ
１
－
ｅ
ｂ
・
工
ｒ
ｉ
ｐ
ｅ
ｒ
・
工
ｔ
Ｓ
ｔ
Ｓ
ｔ
Ｓ
Ｓ
ｔ
Ｔ
ｈ
ｔ
Ｃ
ａ
Ｃ
１
ｆ
ｎ
Ｃ
ｐ
脳
工
ｕ
ｉ
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９

ｅ
や
《

ｒ
ｒ

ｒ
ｏ
ｔ
ｅ
、
、
Ｏ
ａ

賃
）
ｅ

ｕ
１
ｔ
．
ｎ
工
ｔ
ｌ
ｓ
ｌ
・

Ｗ
ａ
ｎ
ｖ

ｖ
Ｕ
Ｏ
ｏ
ｓ
ｅ
Ｏ
ｅ
Ｐ
〕
ｎ
ｄ
ｓ
ｏ
、

Ｏ

Ｓ
ｅ
＋
〕
Ｆ
上
ｍ
Ｏ
ｈ
ｅ
・
工
、
ｈ
・
１
ｅ
ｋ
７
０
ｎ
ｏ
、
ｎ
ｅ
ａ

ｋ
ｌ
ｇ
Ｃ

ａ
ｍ
ｒ
ｏ
ｍ
Ｃ
Ｓ
＋
〕
‐
屯
ａ
。
『
４
Ｗ
ｅ
Ｃ
ｙ
－
○
・
工
ａ
ｒ
Ｋ
ｍ
ｍ
ｅ

ｎ
・
１

Ｐ
Ｃ
ａ
や
上
ａ
『
Ｌ
ａ
０
．
１
○
、
、
Ｏ
ａ
＋
》
、
‐
七
＋
〕
一
Ｃ
、
１
Ｏ
ｒ

ｙ
ａ
ｅ
、
ｎ

ｒ
－
Ｓ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
ａ
ｅ
ｈ
句
ｄ
ｎ
ｎ
ｖ
ｖ
ａ
Ｗ
・
１
＋
し
＋
〕
＋
し
ｔ
・
工
ｕ
Ｃ
Ｓ
ｎ
ｇ
‐
ｔ
ｒ
十
）

ｈ
ｅ
ｄ
Ｏ

ｅ
『
工
ｒ
ｅ
〆
ｂ
ｒ
Ｃ
ｎ
ｅ
，
１
ｂ
１
ｔ
・
１
ｄ
ｎ
ｅ
ｓ
・
１
０
ｎ
〔
工
Ｓ

Ｗ
＋
し
、
ｎ
ｎ
ｎ

ｈ
ｌ
ｙ
ｅ
ｄ
ｙ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｒ
９
１
．
ｄ
ａ
Ｗ
・
ュ
ｙ
ｎ
ｕ
ｇ
ａ
ｔ
ｕ
ｅ

Ｏ
ｍ
４
ｅ

Ｓ
ｅ
ｂ
Ｗ
ｎ
＋
Ｕ
ｕ
七
ｔ
ｒ
ｙ
ｖ
Ｕ
Ｃ
ｕ
ｄ
ｖ
Ｕ
ｅ
‐
℃
Ｃ
９
Ｗ
ａ
ｅ
ｒ
Ｏ
ｂ
＋
し
ｅ
・
『
Ｊ
ｄ
ｒ
Ｆ
一
、
ｎ
副
ｎ
ｓ
ａ

ｂ

Ｗ
ｏ
ｒ
ａ
ｅ
ｅ
ｅ
ｈ
ｅ
ａ
、
、
Ｏ
ｍ
７
ｎ
ａ
ｄ
ｒ
・
ュ
ｒ
Ｃ
・
１
命
ら
Ｏ
ｙ
Ｐ
＋
し
ｒ

ｍ

ｄ
ｙ
ｙ
Ｃ
ａ
ｄ
Ｗ
ｈ
ｈ
ｄ
Ｃ
ｎ
Ｗ
１
．
牽
皿
ｒ
Ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｒ
Ｓ
ａ
Ｓ
ｅ
ｒ
Ｓ

○
℃
＋
じ
ｇ
ｕ
ｎ

ｎ
ｙ
’
七
ｅ
ｅ
Ｐ
、
ｉ
４
ｔ
０
ｔ
Ｏ
ｅ
ａ
○
○
・
１
Ｐ
ａ
ｈ
Ｏ
ｅ
ａ
ｇ
ｈ
○
・
１

ｕ
『
坐
ｅ
ｅ
ａ
ｅ
勺
．
Ｃ
、
ｖ

ａ
『
４
ｒ
可
ｎ
ｓ
ａ
Ｃ
＋
〕
Ｏ
ｈ
‐
℃
ｒ
ｎ
、
、
Ｃ
ｇ
ｒ
・
工
‐
ｔ
ｄ
十
〉
Ｓ
ｅ
ｎ
十
ｖ
ｈ

Ｏ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｏ

司
坐
ａ
ｍ
上
ｇ
ｕ
ｌ
９
９
十
〕
、
ｎ
．
１
－
℃
ｓ
ａ
Ｏ
ｕ
・
工
、
ｑ

ｓ
ａ
Ｐ
ｅ
ｎ
，
ｄ
Ｃ
，
１
ｒ
・
１
ｇ
ｅ
・
１
＋
し
ｒ
・
１
ｓ
０
Ｅ
Ｏ
ｓ
ｒ
ｍ
Ｏ
ｋ
ｐ
ｓ
Ｐ
Ｗ
ｅ
ｅ

ｄ
ｅ
ｆ

ｙ
０
．
１
ｔ

ｒ
Ｃ
、
、
・
工
ｙ
ｅ
‐
℃
ｅ
ａ
Ｗ
・
工
ｈ
ｅ
ｙ
ｒ
ｎ
ｒ
ｅ
Ｏ
ｒ
ａ
ｒ
ａ
ｅ
、
ｎ

ｆ
ａ
ｔ
ｒ
ｆ
Ｗ
ｄ
ｖ
ｌ

ｅ
・
１
９
．
囮
ｋ
ｔ
ｔ
ｓ
ｎ
ｔ
ｒ
ｔ
ｒ
Ｗ
ｔ
ｅ
ｅ
・
工
ｔ
ｒ
ｂ
ｙ
ｕ
Ｗ
ｔ
ｄ
ｒ
Ｓ

、
ｐ
ｎ
ｎ
Ｓ
Ｃ
ｒ
ｒ
ｐ
ｕ
ｒ
ｎ
ｋ
、
ｂ
ｏ
ｒ
Ｆ
ｐ
ｈ
ｅ
．
ｎ
．
１

ｖ
Ｕ
ａ
Ａ
↑
０
ｅ
Ｏ
『
工
ｈ
、
ｎ
ｎ
ヂ
ム

ｎ

ｍ
ｈ
・
工
ａ
ａ
ａ
ａ
ｅ
ａ
ｉ
ｃ
ｄ
‐
ｔ
ａ
ｎ
、
０
℃
・
１
Ｏ
ｅ
ｔ
ｔ
ｏ
ｇ
ｒ
ｔ
ｎ

Ｏ
『
Ｌ

ｅ
Ｃ
ｋ
ｐ
今
。
‐
ｔ
ｐ
＋
〕
＋
し
ｙ
ｅ
ａ
ｎ
ｅ
‐
℃
、
Ｓ
ｒ
ｇ
ｎ
ｅ
ｅ
ｐ
冬
ｈ
ｕ
ｅ
・
工
ａ
・
工
ａ
ａ

十
〉
、
、
ａ
ｎ
．
１
、
ｎ

ｍ
ｅ
Ｃ
ｒ
ｇ
ｏ
ｔ
Ｓ
Ｓ
ａ
ｒ
ｙ
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｄ
ｈ
・
・
ｔ
Ｐ
ｈ
ｌ
ｌ
ｐ
ｔ
ｖ

ｕ
ａ
ｏ
ｆ
Ｓ
。
ｔ
・
１
ｆ
ｔ
工
釦
麺
、
坐

０
℃
ａ
ｅ
ｎ
ｇ
ａ
ｄ
Ｗ
ｅ
ｌ
ｅ
ｅ
Ｃ
ｓ
ｅ
Ｆ
｛
ｕ
、
Ｋ
Ｓ
ｓ
、
。
《
ら
ａ
印
ｒ
Ｏ
ｍ
ｕ

ｅ
‐
七
ｈ
．
１
，
ｎ
ｙ
Ｓ
ａ
ｎ
ｌ
ｎ
ｙ
ｅ
ｈ
ｄ
Ｏ
Ｏ
ｅ

Ｈ
ｇ
ｒ
、
ｂ
ｄ
ａ
ｒ
‘
℃
Ｏ
Ｏ
Ｃ
ｓ
ｙ

ｈ
ｅ
十
）
Ｓ
ｚ
ａ
，
ｔ
０
，
ｔ
，
ｅ
ｎ
．
１
ｎ
ｓ
Ｗ
９
１
、
ｎ
．
１
Ｏ
Ｏ
ｅ
ｈ
ｒ
畦
ｎ
ｃ
ｂ
『
α

律
ら
ｕ

十
》
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｓ
Ｃ
ｒ
ｖ
Ｕ
ｈ
・
１
ｅ
＋
し
・
工
ａ
・
１
ａ
＋
し
０
ｅ
十
》
ａ
ｇ
ｒ
．
、
ｎ
ｈ
ｈ
・
＋
し
ａ
ａ
・
１

Ｏ
ｒ
Ｃ
、
ｂ
Ｓ
ｒ
、
ｎ

ｅ
ｄ
ｅ
Ｓ
ｒ
ｅ
ａ
ａ
０
ｔ
ｏ
ｍ
ｈ
ｓ
ｈ
．
ｍ
《
工
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
＋
し
Ｋ
ｙ
十
》
ｎ
ｅ
（
ら
Ｆ
１
Ｓ

Ｗ
ｅ
十
〕
ａ
ａ
ｕ
Ｃ
十
ｖ

ｄ
Ｗ
‐
ｔ
ｎ
ｍ
ａ
・
工
Ｓ
Ｐ
可
ｑ
ｍ
ｅ
０
℃
ｕ
ｒ
、
、
ｅ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
ｅ
・
『
』
・
１
ｈ
ｓ
Ｗ
ｖ
Ｕ
『
上
Ｗ
ｈ
ｎ
ｎ
・
１
．

ｍ
ｍ
正
式
配
９
証
昭
昭
壺
、
Ｗ
皿
匪
ｙ
睦
吐

ｅ
ｓ
ａ
Ｐ
《
工
ｒ
ｎ
ｏ
ｅ
．
『
Ｊ
ｅ
ｅ
ｅ
（
ら
、
ａ
Ｓ
ｈ

ｎ
ｓ
ｒ
ａ
ｅ
ｇ
ｅ
Ｏ
ａ
Ｓ
ｎ
ｒ
、
１
ａ
ｒ
９

Ｓ
、
、
＋
し
、
ｄ
ｅ
１
４
Ｓ
ａ
ｅ
Ｃ

唾
浬
迩
函
部
皿
唾
地
。
ｉ
Ｓ
ｔ
Ｏ
１
ａ
Ｗ
ａ
ｌ
２
ｅ
ｈ
ｄ
ｍ
Ｗ
ａ
ｌ

ｎ
‐
も
・
工
．
ｅ
Ｓ
ｍ
ム
ｒ
Ｃ
ｅ
ａ
ｕ
＋
〕
『
上
ｎ
ｐ
－
Ｗ
ｕ
反
ノ
ｖ
ｕ
‐
１
，
ｋ
牽
Ｐ
Ｏ
ａ
「
坐
ｅ

肥
ｒ
・
工
ｎ
ａ
甲
些
、
ｑ
ｋ
ｅ
ｎ
耳
－
１
９
‐
、
ｎ
ｏ
《
工
ａ
ｅ
ａ
ｅ
Ｓ
，
Ｐ
ｎ
ｕ
Ｓ
Ｗ
ｇ
ｅ
ａ
Ｗ

ｖ
ｅ
ｙ
ｂ
ｎ
・
ユ
ー
Ａ
Ｗ
ｈ
ｇ
ｒ
ｄ

Ｏ
ｅ
ｅ
，
℃
・
１
ｙ
ｒ
Ｃ
ｖ
＋
ｅ
・
・
ａ
ｎ
ｙ
ｅ
。
『
Ｌ
ｄ
Ｆ
４
’
１
ｓ
・
１
ｎ
、
、
ｅ

Ｃ
、
ｎ
、
ｎ
．
１
Ｗ
“
０
、
ｐ
ａ
ａ
Ｗ
、
故
《
工
・
１
＋
し
ｅ
ｒ
ｅ
，
℃
、
、
ｓ
ａ
ｕ
＋
〕
『
ｑ
ｅ
‐
ｎ

、
ｎ
ｅ
・
１
０
Ｃ
一
‐
屯
ｅ
ｐ
△
ａ
、
。
〔
し
麺
Ｏ
ｇ
Ｗ

ｔ

Ｓ
ｔ
ｄ
ｔ
・
Ｗ
ｔ
ｅ
ｋ
ａ
ｈ
Ｃ
ｄ
ｔ
・
１
．
．
１
ａ
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唾
ｂ
ｂ
ｅ
ｎ
ｎ
ｔ
ｌ
Ｐ

工
ｎ
ｄ
ｏ
１
ｔ
ｐ
ｔ
・
ｙ
ｔ
ｃ
ｏ
ｈ
ｔ
．
‐
ｏ
ｖ
ｅ
ｍ
ｅ
・
工
誠
ｔ
蛤
ａ
印
加
４
型
恥
銑
工
・
１
ｏ
ｎ
生
Ｗ
ｔ

ｅ
ｄ
Ｏ
ｎ
ｍ
（
こ
ｒ
ｕ
ａ
１
－
ｅ
ａ
・
１
０
，
℃
ｅ
ｓ
＋
し
、
ｒ
ｍ
ｎ
ｄ
、
ｎ
ｍ
・
１
ａ
（
ら

ｓ
Ｓ
ｅ
Ｃ
ａ
ａ
Ｏ
可
エ
ｈ
『
土
，
ｈ
ｓ
〔
し
・
工
（
ご
Ｗ
ｅ
ｅ
Ｋ
Ｏ
Ｆ
４
ｏ
ｎ

Ｓ
Ｏ
ｚ
、
Ｋ
『
坐
ｎ
ｖ
Ｙ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
、
１
ｇ
十
〕
ｒ
・
工
Ｓ
ａ
ｕ
・
１
．
１
、
ｒ
ｕ
ｎ
、
、
’
七
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
ｏ

、
ｑ
ａ
ａ
ｅ
Ｓ
ｓ
ａ

ｅ
、
ｎ
．
１
『
ｌ
ｒ
ａ
・
１
Ｐ
ａ
Ｓ
ｆ
《
ｐ
《
ａ
９
１
１
、
ｅ
ｕ
・
『
Ｊ
＋
し
・
１
Ｃ
ｎ
『
土
ｒ
ｅ
ｅ
Ｏ
ｇ
侭
工
ｍ
ｖ
Ｕ
Ｏ
句
上

ｎ
ｇ
Ｗ
Ｐ
、
Ｋ
ｎ
Ｏ
ａ

Ｃ
ｍ
と
ｎ
ａ
ａ
Ｓ
ｒ
ｕ
Ｗ
ｒ
９
０
ｂ
ｕ
ｏ
ｒ
、
、
ａ
ｅ
・
ュ
ｄ
ｒ
ｅ
『
上
Ｆ
土
、
Ｏ
『
Ｌ
・
工
ａ

ｕ
Ａ
ｐ
ｅ
ａ
・
１
が
ら
、
ｎ
Ｗ

Ｃ
ａ
Ｃ
『
ａ
ｐ
一
ｓ
・
１
句
ｑ
ｈ
ｒ
ｎ
狐
ｈ
『
上
ｅ
ｍ
ｒ
、
ｎ
ｅ
ｒ
ｃ
ｅ
ｕ
ａ
Ｃ
ｅ
０
Ｅ

ｅ
＋
し
Ｏ
『
エ
ａ
、
、
ｅ
ｎ

ｕ
９
．
１
ｒ
，
Ａ
ｒ
ｆ
ｎ
ｇ
０
．
１
Ｃ
Ｏ
ｇ
ｔ
ｙ
ｐ
ｐ
‐
℃
ｔ
ｅ
ａ
ｂ
ｈ
１
－
ｒ
ａ
ｈ

ｖ
０
Ｗ
（
し
０
℃
ｐ
聖
ｒ
・
１

ｓ
・
ｒ
Ｓ
ａ
ａ
が
ら
・
工
・
１
ｕ
ｄ
『
上
ｎ
ｅ
Ｏ
ｏ
ｎ
ｎ
ｎ
・
ユ
ー
も
・
１
Ａ
Ａ
・
工
ｎ
Ｗ
ｎ
Ｐ
Ｏ
ｖ
Ｙ
１
（
ら
十
〉

ｙ
ａ
、
ｂ
ａ
ｓ
・
工
ｐ
ｒ
ｕ

Ｓ
Ｏ
ｙ
Ｓ
唾
皿
、
蛇
匪
Ｗ
Ｏ
ｅ
ｔ
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
・
ｙ
ｌ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｆ
ｍ
Ｗ
ｅ
ｎ
ｅ
ｈ
ｄ
ｔ
・
ュ
ａ

ｆ
ｅ
、
、
ｈ
ｘ
Ｅ
・
１
○
＋
し
Ｓ
ａ
ｑ
坐
、
Ｓ
・
工
司
ｑ
ｇ
Ｔ
ｎ
ａ
ｎ
＋
し
ｐ
－

ｅ
、
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｄ
ｈ
、
Ｋ
、
、
・
１
Ｐ
上
ａ
・
１
ｅ
ｐ
｛
ｅ
Ｏ
ｄ
ｅ
ｅ
Ｐ
ａ
ｎ

Ｏ
、
。
〒
土
Ｐ
９
ｍ
ｖ
＋
し
０
℃
ｅ
ｔ
・
工
ｅ
Ｏ
ｗ
ｎ
Ｆ
４
ｇ
‐
℃
・
ュ
ｈ
ａ
・
１
＋
〕
・
１
‐
℃
Ｓ
『
土
ｅ
ｅ
ｓ

ｕ
ａ
○
（
ら
・
工
、
、
《
工
『
よ
‐
も
ｅ
ｄ
『
坐
ａ
ｄ
ｅ
Ｗ
Ｃ
ｍ
ｕ
Ｏ
ｒ
ｅ
ｅ

ｄ
十
》
Ｗ
Ｓ
「
エ
ａ
Ｃ
・
ａ
ｎ
Ｗ

ｎ
ｔ
９
ｄ
ｍ
Ｎ
ｎ
ｅ
ｅ
９
ｔ
，
ａ
Ｂ
・
１
０
一
ｅ
７
．
Ｗ
ｇ
ｆ
ｇ
ｈ
ａ
ｅ
Ｐ
ｄ
ｌ
ｓ
ｖ
ｈ

Ｏ
、
ｎ
．
１
ａ
↑
ｎ
Ｏ
ｎ
Ｓ
９
ｒ
ｈ
ｅ

・
１
ｉ
ｓ
０
．
１
ｉ
Ｃ
ｋ
２
Ｗ
ｅ
ｅ
ｄ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ
ｙ
９
ｅ
ｂ
ｌ
ｇ
ｅ
ｎ
ズ
ノ
つ
う
・
ュ

ａ
ｔ
ｕ
Ｏ
ｈ
，
Ｗ
ｅ
ａ
２
１
－
Ｏ
ｈ
ｈ
ｅ
ｔ
ｅ
ｂ
ｅ
ｔ
ｃ
１
－
ｎ
ｈ
ｋ
ｅ
。
．
ｔ
う
Ｓ
２
ｋ
ｔ
・
岨
・
皿
墾
ｔ
ｔ
ｂ
ｆ
ｍ
ａ
順
．
、
ｔ

’
ｔ
１
１
ｈ
９
ｓ
◆
１
ｏ
ｒ
ｍ
『
上
ｎ
ｏ
ｔ
‐
℃
ｕ
ｕ
ｏ
ｓ
－
、
ｈ
ｈ
ａ
・
ュ
ｒ
ａ
１
Ｃ
ａ
、
ｎ
２
ｎ
（
し
ａ
Ｏ
ｓ
ｄ
９

ｒ
ａ
印
ｏ
ｒ
『
坐
－
．
１
ｓ
ｎ
Ｆ
ｎ
Ｓ
Ｗ
Ｃ
＋
し
、
ｎ
ｃ
ｒ
○
・
１
９
ｍ
‐
℃
、
Ｋ
ａ
Ｗ
＋
〉
ｎ

ｅ
ｎ
Ｇ
Ｏ
１
Ｉ
４
０
．
１
ｔ
ｆ
０
．
１
ｕ
ａ
Ｏ
ａ
ｅ
Ｗ
ｋ
ａ
ｅ
ｔ
利
ｌ
ｅ
Ｗ
１
ａ
ａ
１
｛
や
圭
１
ａ
Ｏ
Ｓ
ｎ
ｏ
ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

Ｃ
ｎ
・
１
ｔ
Ｏ
Ｃ
０
℃
ｒ
＋
し
ｎ
Ｗ
一
○
ｅ
ｐ
Ｐ
Ｏ
・
１
＋
し
ｂ
当
４
・
工
『
４
ｒ
ｕ
Ｏ
、
、
ｎ
ｒ
・
工

・
１
。
９
，
℃
や
壬
Ｐ
伸
ら
．
、
○
ｔ
＋
し
、
ｄ
Ｓ
ｖ
ｎ
ｅ
Ｃ
９
・
ｔ
Ｓ
０
ｔ
ｙ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｄ
ｒ
Ｏ
ｆ
ｍ
・
ュ
ｒ
ｇ
ｓ
、
１
０
℃

ａ
Ｏ
ｅ
Ｏ
ｒ

ｎ
ｎ
ｅ
Ｓ
ｒ
Ｓ
ｒ

ｅ
、
ｄ
Ｓ
ｕ
ａ
ｄ
、
ｄ
Ａ
ｎ
ｄ
ｅ
Ｏ
ａ
ｇ
ｒ
‐
℃
・
工
『
土
『
ｌ
ｅ
ａ
，
℃
ｐ
ａ
ａ
ｆ
ｎ
ｐ
ｈ
＋
》
ｎ
Ｆ
４
Ｃ

ｅ
ｆ
ｖ
Ｕ
ａ
Ｓ
ｖ
Ｕ
ｄ
ｒ
Ａ

ｋ
ｇ
ｅ
ｒ
、
Ｋ
Ｈ
ｅ
ｅ
ｅ
・
工
ｎ
ｍ
十
）
Ｃ
ｎ
Ｃ
ｅ
０
℃
９
＋
〉
Ｏ
ｗ
Ｊ
ｋ
ｅ
ｅ
Ｓ
＋
〕
ｅ
ｎ
ａ
ａ
Ａ
Ｋ
ｇ
ｖ
Ｕ
ａ
０
．
１
ｅ
ｎ

ａ
ｎ
ｎ
ｅ
Ｏ
、
、
ｒ
＋
Ｕ
ｎ
＋
Ｕ
ｅ
ｅ
ｕ
可
圭
・
１
ｈ
１
＋
〕
壬
ｄ
『
ｄ
ｅ
ｎ
ａ
ｇ
十
）
ｒ
、
ｎ
ｅ
ｕ

ｇ
ｌ
ａ
ｈ
ｒ
”
・
皿
唖
匪
ｐ
ｎ
ｎ
ｅ
ｈ
ｎ
ｎ
ｅ
・
工
Ｗ
・
１
ｐ
ｔ
ｈ
．
Ｊ

耐
○
・
１
ｂ
ｇ
ｈ
ｍ
Ｌ
ｅ
ｒ
Ｏ
・
１
ｅ
Ｏ
ｖ
Ｕ
ａ
ｎ
ｅ
、
ｎ
．
１
Ａ
０
℃
９
１
当
ｅ
ｍ
４

ｒ
ａ
ｍ
０
ｔ
＋
し
ａ
ａ
ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｍ
ｒ
賃
）
『
．
＋
し

Ｃ
ｔ
ｒ
ｅ
ｙ
・
１
ｎ
ｔ
Ｗ
ｎ
ｈ
ｈ
・
１
０
ｕ
ｅ
ｅ
ｍ
Ｓ
ｇ
Ｃ
ｍ
函
、
坐
・
麺
Ｏ
唾
昭
ｅ
或
唾
ｓ
ｄ
ｅ

ｒ
ａ
ａ
ｐ
｛

ｍ
Ｓ
ｔ
ｍ
Ｋ
Ｗ
ｅ
Ｓ
ａ
ｕ
ｔ
ａ
ｍ
－
Ｈ
ｍ
ｈ
鍾
叩
Ｐ
Ｃ
Ｓ
ａ
地
亟
印
生
・
皿
匪
池
宅
恥
、
地
咋
”

ａ
ｒ
ｍ

理
吐
地

-170-



ｄ

一
ｓ
一
ｐ
麺
一
ｔ
ｅ
ｄ

‐
℃
＋
ｕ
Ｏ
ａ
ｒ
○
、
、
ｎ

Ｃ
・
工
，
℃
ｅ
ｋ
十
〕
、
ｔ
ａ
ｒ

ｅ
Ｃ
、
ｎ
ａ
ｓ
ｆ
－
ｅ
ｄ

ｍ
ｈ
『
坐
《
工
ｅ
ｅ
Ｏ
Ｓ
○
十
〕
ｅ
ｖ
ｅ

○
十
レ
ハ
エ
Ｏ
‐
℃
ａ
Ｐ
Ｗ
ａ
ａ
ａ
ｒ
ｅ
ｒ

ｒ
・
工
ｅ
＋
し
Ｌ
Ｗ
『
４
ｅ
ｎ
ａ
ｅ

Ｆ
１
Ｗ
ｒ
＋
》
ａ
ｄ
ｅ
０
１
、
、
ｕ

ｓ
ｎ
ｇ
ｅ
ｇ
勺
ｎ
Ｃ
『
４
１
ｖ
Ｕ
ｑ

、
ｑ
、
ｑ
，
ａ
、
ｑ
ａ
、
ａ
ｒ
ｎ
Ｃ
ａ
Ｓ
ｈ
１
一
ｎ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｎ
ｅ
ａ
ｕ
・
１
ｅ
や
△
『
４
命
ら
「
４
０

、
ｎ
ｒ
、
Ｋ
・
工
、
ｎ
Ｗ
ｈ
、
、
竃
、
ｅ
『
ｌ
ｕ
，
ａ
Ｃ

Ｃ
ｅ
ａ
ｅ
Ｆ
４
十
〉
ｅ
Ｐ
Ｗ
○
七
Ｃ
ａ
Ｏ
ｅ
ｎ

＋
し
ｖ
『
Ｌ
ｈ
ｒ
９
ｒ
・
１
Ｆ
｛
ｈ
ｒ
ｕ

ｅ
ｏ
ｔ
ｏ
ａ
十
〕
ｅ
神
ら
ｓ
Ｏ
ｅ
○
七

ｒ
Ｃ
ｇ
＋
〕
ｅ
ｎ
、
、
ｎ
ｅ
＋
〕
ｐ
Ｃ
Ｓ
ｓ

‐
℃
・
工
ｎ
ｏ
、
巻
ｕ
ｎ
ｒ
・
１
９
ａ
、
Ｋ

ｓ
ｄ
、
ｂ
Ｏ
，
ｅ
ｒ
Ｐ
・
ュ
ｅ
ａ
Ｏ
Ｗ
ａ

ｅ
麺
ａ
ｅ
‘
七
ｏ
ｏ
９
ｒ
ｕ
Ｓ
Ｏ
ｔ
ａ
ｐ

ｖ
Ｕ
ｈ
《
工
ａ
‐
ｔ
ｈ
《
工
○
ｅ

が
ら
。
「
坐
ｎ
か
ら
ｖ
Ｕ
ｅ
０
０
『
坐

、
ｑ
ｅ
ｓ
ａ
『
４
ｎ
千
上
ｎ
ｅ
ｋ
ｍ
ｒ
ａ
『
土
？
○
『
ｑ

・
工
ｇ
ａ
Ｗ
ａ
Ｏ
・
工
１
ａ
『
Ｌ
ｈ
、
、
ｅ

ｒ
ｒ
Ｗ
『
Ｌ
Ｖ
ｒ
『
Ｌ
『
４
Ｆ
ユ
ｅ
、
ｎ
ｕ
ｇ
Ｋ
Ｃ

ａ
ａ
、
ｑ
ｏ
ｅ
ａ
○
ｈ
ｔ
（
工
ｕ
・
１

ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ｅ
ｏ
ｅ
ｙ
Ｗ
ｖ
ｅ
、
・
１
Ｏ
ｇ

ｈ
ｒ
ｅ
、
ｎ
ｙ
ｒ
ｅ
Ｏ
ｈ
ｅ
Ｗ
Ｓ
＋
〕
、
９

０
℃
ｓ
ｅ
・
『
Ｊ
‐
も
ｒ
ａ
ｌ
＋
〕
Ｓ
十
》
ｐ
ユ
ａ
ｕ
Ｓ

ａ
、
、
ｎ
ｅ
ｅ
『
土
◆
工
Ｏ
ｏ
ｈ
Ｗ
ｙ
、
ｎ
ｋ

ｍ
Ｗ
‐
℃
ａ
Ｆ
１
ｖ
ｂ
４
ａ
ｅ
、
ｎ
Ⅲ
１
－
、
ｂ
賃
）
旬
Ｌ
Ｐ
Ｃ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
ｐ
ｖ
ｒ
＋
》
Ｏ
Ｓ
ｍ
ｕ
、
Ｋ
旬
ｂ
ｏ

ｒ
ｎ
ｅ
Ｃ
ａ
ｅ
ｒ
・
工
Ｏ
ａ
ａ
《
ら
ｒ

並
睡
睡
吐
華
嘩
睦
咋
部
．
ｍ
畦
哩
１
雄
ｅ
睡
恥
ｂ

Ｃ
ｐ
４
ｅ
ｕ
ｖ
Ｕ

・
工
Ｃ
ｅ
、
、
ｓ
１
｛
１
Ｏ
Ｏ
ｅ
、
。
・
工

ｎ
ｍ
ｃ
ｄ
ｅ
ｇ
ａ
ｌ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
Ｓ
９
ｄ

ｅ
ｕ
Ｏ
ａ
０
℃
ｅ
、
Ｋ
ｎ
『
Ｌ
ａ
Ｗ
Ｗ
＋
し
０
℃
ｎ
Ｖ
ヅ
ｅ

函
・
鋤
迩
娃
唾
錘
埠
・
平
咋
．
、
蛤
印
奉
ｒ
ｍ
Ｃ
ｗ
皿

○
ｖ
じ
ａ
ｕ
Ｏ
ａ
『
ｑ

、
、
ｅ
Ｓ
Ｐ
ｅ
ｕ
Ｏ
ｒ
ｅ
『
。
ｅ
ｎ
Ｏ

鮨
‐
℃
Ｃ
ｅ
ｅ
ｘ
ｈ
ｂ
Ｏ
ｅ
ｕ
ａ
ｅ
ｇ
、
ｂ
Ａ
ｒ

ａ
ｄ
麺
Ｗ
趣
正
ｔ
ｅ
ｐ
産
加
ｈ
函
李
、
○
Ｏｒ

ｅ
ｎ
Ｉ
℃
ｅ
ｕ
ｍ
ｒ
〆
ｂ
ｈ
，
℃
ｍ
ｅ
ｒ
＋
〉
ｏ
Ｓ

ｒ
ｕ
ｓ
、
ｎ
ｎ
Ｏ
ｅ
＋
し
ｎ
．
１
ｅ
ｐ
ｅ
ｅ

ｔ
Ｏ
ｉ
ｔ
Ｏ
麺
鹸
Ｗ
㎡
ｄ
ａ
Ｗ
ｅ
ｐ
Ｗ
ｄ
ｌ
ｙ
・

Ｓ
ｒ
、
。
Ｓ
ａ
Ｏ
ｅ
ｂ
ｅ
Ｓ

Ａ
ｆ
９
ｓ
ｎ
ｔ
『
Ｌ
Ｔ
ｍ
・
ユ
ー
ｅ

、
、
ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ｍ
ｋ
Ｓ
ａ
ｕ
Ｏ
＋
し
ａ
ｅ
ｓ
ｌ
、
Ｋ

Ｃ
・
ｌ
ａ
ａ
Ｃ
ｋ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
一
『
Ｌ
ｅ
Ｓ
ａ
ａ

ｎ
。
，
℃
ｓ
Ｗ
ｅ
Ｏ
ａ
ｅ
ｂ
．
○
●
Ｓ
Ｃ
Ｖ
『
土

ａ
ａ
侭
Ａ
ｅ
‐
℃
ｒ
ｒ
ｅ
ｖ
ａ
ａ
、
ｎ
＋
し
ｐ
４

ｒ
Ｗ
ｓ
ａ
ｈ
０
℃
Ｐ
Ｏ
ｏ
ｒ
い
工
司
ｑ
ｍ
ｌ
ｅ

、
ｂ
『
入
ａ
勺
、
十
〕
Ｓ
、
ｑ
、
ｂ
ｒ
Ｏ
ｐ
ａ
ｎ
・
１
ｕ
ｅ

ａ
。
ｅ
＋
し
ｒ
ｅ
ｄ
ａ
ｅ
＋
〉
ｅ
ａ
ｂ
▲
ａ
Ｆ
上
ｒ

Ｏ
ｒ
Ｓ
ｒ
ａ
ｅ
・
工
ｅ
‐
七
ｅ
『
坐
、
ｑ
・
１
ｈ

Ｗ
ｅ
・
１
Ｃ
７
ｅ
、
ｎ
ｒ
ｍ
Ｓ
ｆ
『
ｄ
０
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
＋
〕

田
ｊ
ｒ
ｅ
叩
一
．
哩
睡
Ａ
蛇
Ｓ
騏
帳
垂
麺
麺
ｄ

ｎ
ｂ
ｇ
ｋ
Ｃ

ａ
ｅ
ｎ
ａ
・
１
ｆ
｛
ｎ
ａ
Ｃ
Ｏ
ａ
Ｏ
ｈ
ｅ
ｅ
ｎ

Ｔ
低
ｄ
・
ユ
ー
｛
、
Ｃ
ｕ
『
上
十
》
ｓ
Ｊ
『
土
‐
℃
Ｓ
、
ｂ
ａ

ｔｎｅ

ｒ
ｅ

ｅ
，
ｅ
Ｓ

１
Ｐ
上
Ｗ
Ｏ
ｅ
Ｓ
。
（
ら
、
９
ｒ
‐
℃

ｔ
ｆ
－
‐
℃
０
０
℃
、
ｎ
．
１
ｒ
Ｓ
ｄ
ｅ
ａ
ｓ
ｕ
ａ

ｈ
・
１
ｅ
ｒ
ｍ
－
ｒ
Ｏ
Ｓ
・
１
ｅ
守
上
ａ
ｕ
Ｏ

ｇ
、
．
Ｓ
ｒ
ｖ
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｗ
１
Ｃ
、
。

・
工
千
Ｊ
ａ
ａ
ａ
ｅ
、
。
ｓ
ｎ
‐
℃
ｅ
、
ｄ
ｅ
Ｏ
ｄ
ｅ

『
４
ａ
Ｓ
ｎ
ｄ
。
、
ｑ
ｅ
ｖ
Ｕ
ｄ
ａ
ｅ
ｒ
ｅ
ｅ
ｈ
ｅ
ｅ
ｖ

Ｆ
Ｌ
Ｏ
ｎ
ａ
Ｓ
、
Ｋ
ａ
ａ
ｎ
、
ｂ
ｕ
ｄ
ｓ
Ｋ
『
上
、
。
１

，
Ｋ
ｓ
・
１
Ｗ
Ａ
ｅ
ｎ
今
ｄ
ｒ
『
。
・
工
ｎ
ａ
ｒ

ｎ
Ｏ
１
０
ｍ
鵬
麺
ｄ
ａ
ａ
Ｓ
ｒ

皿
・
理
麺
加
誠
ｙ
ｂ
Ｏ
ｍ
ｌ
ｔ
ｌ
ａ

ｒ
Ｏ
ａ
Ｔ
｛

ｕ
○
℃
ｏ
ｒ
。
、
ｎ
＋
〕
ｎ
ｄ
ｒ
ｍ
ｍ
ｕ
ｕ
Ｏ
ｅ

‐
ｔ
ｐ
、
『
４
ｖ
Ｕ
Ｗ
ｎ
Ｗ
Ｏ
ｅ
・
１
Ｗ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｒ
ｈ
、
ｎ
ｅ

ｅ
ｅ
ｅ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ
ｒ
Ｃ
ｃ
Ｏ

ｒ
Ｗ
ｅ
Ｊ
ａ
ｄ
ａ
皿
加
部
・
亜
密
、
ｔ
ｆ
ｈ
Ｋ
ｔ
Ｗ

ｄ
ｍ
Ｓ
ｎ
ｒ
ｓ
ｏ
９
－
上
Ｃ
ａ
Ｓ
ｎ

ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
へ
ら
ｙ
ｔ
Ｓ
ｅ

ｈ
ｏ
ｙ
ｅ
ｅ
Ｏ
ｇ
ｇ
Ｐ
ａ
ｒ
ｆ
Ｗ
ｆ
ｎ
ａ
９
．
ｕ
Ｏ
ｈ

＋
〉
ｎ
ｌ
賃
）
十
》
ｎ
Ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
○
ｅ
・
１
Ｗ
ａ
ｎ
ｒ
ｒ
Ｗ

ａ
ｒ
Ｆ
上
・
工
＋
〉
０
．
１
ｍ
ｄ
Ｗ
・
１
ｇ
－
Ｌ
ａ
Ｏ
Ｃ

《
工
ｖ
・
１
Ｏ
Ａ
Ａ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｎ
ｒ
ｈ
ａ
９

Ｏ
ａ
ａ
ｔ
ａ
ｄ
邪
．
、
、
皿
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｅ
ａ
ｕ
ｉ
７
Ｃ
７

ｒ
ｆ
一
山
、
ａ
《
工
Ｏ
ｒ
ｕ
Ｏ
１
ｈ
ｒ
Ｏ
ｅ
ｅ
ｅ

ｄ
ａ
○
。
ａ
ｎ
、
ｃ
ｅ
ａ
、
Ｋ
Ｏ
十
〕
＋
）
Ｃ
９
ｍ
ｙ

・
工
ｃ
玉
邸
”
苧
。
軍
正
娼
ｅ
地
坪
、
恥
ｏ
堕
函
“
麺
函
堕
鵬

ａ

ｒ
ｒ
Ｗ
ｎ
ａ
ａ
ｅ
ｕ
ｅ
Ｗ
ｂ
ｕ
ｔ
十
》
１

だ
Ｏ
ｕ
ｄ
や
《
ｖ
冬
９
１
ｂ
ｎ
Ｓ
◇
ａ
ｅ
ｎ

部
函
叱
地
式
ｆ
ｉ
ｙ
Ｗ
ｎ
・
１
ｅ
ｍ
Ｏ
・
工
ｋ
Ｗ
Ｏ

ａ
Ｆ
４
Ｗ
ｐ
４
Ｏ
ａ
ａ
ｐ
ユ
ｒ
・
１
０
匡
ノ
－
ｕ
、
＋
し
・
工
ｄ
Ｃ
ｄ

ｓ
ｔ
ｎ
ｆ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
Ｗ
Ｐ
ｙ
函
皿
辻
麺
瞳
叱
軋
昭
ｅ
埴
函
産
泳

ａ
ｕ
内
、
○
ｓ
”
ｎ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
ｒ
ｖ
Ｕ
ｄ
ａ
ｖ
２
・
１
ｈ
ｒ
ｅ
ａ

ｓ
ｅ
『
Ｌ
、
ｄ
ｅ
Ｃ
Ｍ
“
ｅ
ｅ
Ｇ
ｄ
ｄ
Ｏ
『
ｄ
ｔ
Ｓ
、
ｎ
ｄ

－
上
十
し
。
ｒ
［
ｒ
ｖ
『
Ｌ
ｅ
ｒ
ｍ
ｋ
Ｃ
ｎ
ｎ
ｔ
ｎ
＋
〕
ｔ
Ｗ

ｅ
ｋ
ｅ
ｌ
Ｏ
哩
皿
咋
叩
亟
恥
亟
皿
叩
ａ
ａ
ａ
ｎ
・
１
，
ｈ

Ｓ
Ｓ
ｃ
＋
し
／
１

ｓ
‐
℃
・
工
ａ
９
＋
Ｕ

Ａ
ａ
ｒ
ｓ
ｄ
ａ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｎ
７
ｔ
ｑ
〕
ｎ
Ｓ
ａ
／
ｂ

『
ｄ
ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ａ
Ｃ
Ｃ
，
（
ら
ａ
ｎ
ｆ
Ｏ
ａ
ｒ
ｙ
・
工
ａ
手
上

、
ｐ
－
ｅ
ｏ
Ｏ
ｒ
直
ノ
、
〔
ら
ｔ
ｏ
ａ
Ｌ
Ｏ
１
ｅ
ｓ

ｏ
ａ
Ｏ
ｇ
Ｓ
ｒ
ｇ
ｅ
ｙ
・
１
．
１
０
ｒ
ｄ
ｇ
ｆ
●
ｅ
ｄ
ｌ
ｅ
ａ

ｅ
《
ら
Ｆ
《
ａ
ｅ
Ｃ
ｒ
ｌ
ｅ
ｎ
ａ
ｎ
ｐ
《
ｅ
・
工
ｅ
ｆ
Ｓ
Ｐ
『
４
Ｐ
ｒ
Ｗ

ｓ
（
己
○
Ｗ
が
ら
ｅ
ｕ
ｅ
ｖ
ｒ
Ｋ
ｄ
ｔ
ａ
ｒ
ｅ
ｅ
ａ
ｅ
ｕ

ｒ
Ｏ
ａ
○
ｍ
‐
も
＋
〕
○
○
『
Ｌ
Ｏ
ｒ
壷
ｎ
．
１
ｖ
Ｙ
ｎ
◆
工
ａ
ａ
ｔ

Ｏ
ｖ
Ｕ
＋
〉
勺
ｄ
Ｓ
Ｗ
‘
も
ａ
Ｓ
ｅ
、
Ｄ
ｍ
ｒ
ｕ
ｔ
ａ
ａ
ｅ
ｅ
ｓ
Ｆ
Ｌ
Ｍ
一
坐

Ｗ
ａ
ａ
ｙ
Ｃ
ａ
ｌ
ａ
ａ
Ｏ
Ｐ
ｎ
Ｎ
聖
ｒ
ｇ
ｄ
Ｏ
Ｆ
１
ｎ

Ｍ
型
ａ
ｅ
ａ
Ｓ
ｅ
ｅ
ｂ
参
Ｐ
ｅ
ｅ
ｃ
、
ｑ
Ｏ

ｅ
Ｌ
Ｈ
、
ｄ
ｖ
Ｕ
『
上
ｂ
ｍ
ｓ
ｈ
ｎ
ｅ
ｄ
Ｐ
上
ｍ
ｕ
ｎ
ａ
ｏ
ｏ

ｍ
ｎ
ａ
、
ｂ
０
℃
Ｏ
Ｓ
＋
〕
ｅ
ｍ
ａ
ｎ
０
０
．
１
Ｏ
Ｓ
ｅ

ａ
ｎ
〉
ａ
ｈ
’
七
．
・
１
－
℃
、
Ｃ
ａ
＋
ｖ
Ｗ
ｅ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
ｒ
ｒ
Ｐ
ｎ
ｍ

Ｃ
ｒ
２
℃
、
、
Ｓ
ｓ
ａ
ｐ
－
ｎ
Ｏ
ｅ
ｒ
Ｏ
Ｓ
＋
》
Ｗ
ｅ
、
ｂ
ｅ
Ｏ
ａ

ｅ
ａ
・
工
ｇ
ｎ
Ｓ
ｒ
ｓ
ｓ
Ｉ
、
Ｋ
ｎ
ｓ
ｄ
ｅ
０
Ｗ
‐
ｔ
・
工
Ｃ

ｂ
ｏ
ｍ
Ｗ
・
工
ｅ
○
・
１
ａ
ａ
ａ
・
１
ｅ
ｅ
Ｓ
ｄ
『
ｌ
Ｏ
ａ
Ｓ
＋
〕

〔
し
９
ｅ
十
》
Ｐ
Ｅ
ｅ
Ｗ
ｒ
、
ｎ
ｓ
ｈ
ｇ
Ｓ
ａ
ｅ
‐
ｔ
Ｃ
ｅ

ｒ
ｏ
ａ
ｄ
ｍ
『
入
ｄ
ｏ
ｕ
Ｗ
ｅ
ｔ
ｎ
ａ
ｈ
、
ｐ
ｎ
ｒ
ｎ
ｃ

ｅ
Ｒ
）
Ｋ
ｅ
、
ｎ
ｈ
．
１
０
℃
ｐ
当
ｑ
ｅ
ｄ
打
風
ｖ
・
１
ｐ
ａ
・
工
ｅ
ｕ
ｎ

ｈ
‐
七
‐
ｔ
ｔ
ａ
ａ
ｅ
ｒ
ｓ
・
１
ｅ
、
Ｋ
ｅ
‐
℃
ｂ
、
、
。
『
Ｊ
○

十
》
＋
Ｕ
ａ
ａ
・
１
．
１
ｓ
．
ａ
ｅ
、
ｄ
ａ
ｅ
ｙ
ｔ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
ｍ
ｍ
ら
＋
〉

ａ
や
１
．
１
．
１
Ｗ
Ｗ
１
ｙ
ｈ
ｎ
、
ｎ
句
ら
ａ
ａ
ｎ
Ｏ
Ｗ
、
Ｋ
ｕ
ｎ
ｒ
ｅ
ｄ
ｏ

ｅ
ｅ
ｖ
ｔ
‐
℃
ｅ
、
ｎ
ａ
・
工
ａ
ｄ
ｎ
ｅ
、
エ
０
℃
ｅ
ｒ
ｈ
・
ュ
ｕ
ｈ
ａ
ａ

Ｗ
１
《
○
、
Ｋ
ｄ
Ｔ
Ｌ
１
Ｃ
ｙ
『
土
Ｈ
ｒ
ｕ
ｔ
Ｗ
Ｆ
ｔ
、
ｎ
句
Ｌ

ｖ
Ｕ
ｇ
ｅ
ｅ
１
－
ａ
ｙ
、
ｑ
ｒ
『
Ｌ
ｅ
ｅ
ｙ
ｅ
ｅ
ａ
ｙ
Ｏ
ｍ

ｅ
ａ
ｅ
ｅ
『
上
ａ
ｅ
ａ
ｎ
ｅ
・
１
ｈ
ｈ
ａ
、
ｈ
ｈ
、
ｈ
ｈ
１
－
Ｏ
ｅ
ｕ

Ｗ
Ｗ
ｎ
Ｗ
‐
ｔ
ｖ
ｒ
Ｗ
ａ
ｖ
ｖ
‐
ｔ
、
土
Ｗ
＋
し
Ｗ
《
し
Ｇ
や
ユ
＋
Ｕ
Ｗ
Ｊ

－171－



編集後記

一つのエクスペディションが終ったとき、何らかの転機を迎えることが少なくない。この隊もそ

うであった。帰国してしばらくは、報告会、写真のまとめ、仮報告書づくりなど一連の定形通りの

作業のあと、二、三の隊員に環境変化があったこともあって全体の総括が遅れやや長い自由な時間

の経過を見た。それは結果的に今後に対処するための道標づくりの機会にもなった反面、自分たち

の行為を冷静に見返すことにもなった。報告書についてもその意義づけや性格づけなどの点で意見

の集約に若干の時間を必要とした。エクスペディションの体験者が増え、多くの報告書が出版さ

れている今日、単に6000加峰に登頂したという報告では意味が乏しいことも事実であった。も

う一度自分たちのスタートをふり返ってみて今後海外登山をおこなう人たちが、どういうデザイン

のもとにどういう準備を進めたらよいかという課題を設定し、できるだけ生の資料を提供すること

に意味を見出したのであった。この報告書で、肋究段階の諸作業のプロセスを掲げ、現地での生の

声を収録しまた各項で計画と実際の相違を示したのもそのためであるが、結果は意図通りに課題を

明確にできたかどうかは疑問の残るところである。

この間、隊員の動きも活発であり、京極、野村はソ連のカフカズ、アラスカのブラックバー

ンに出かけて成果を挙I災坂本は今後のより大きな計画に歩を進めるなど、このカンジロバの意欲

と成果をさらに拡張していることは、今回のエクスペディションが登山を目ざす者の一つのステッ

プであるという最初の考え方を実証するものであり、嬉しく思うとともになお今後が楽しみである。

また日本ヒマラヤ協会としても、北海道地区例会で数回にわたって結果の報告や討議をおこなった

が、その後、本部としても1974年ラムジユン、1975年ガルワールなど、研究から実践へと地道なが

らも着実に歩んでおり、今後より大きな目標へと向かうことになろう。

私の個人的な感慨として、この報告書をもって計画から事務局、留守番という一連の役割を終了

するわけであるが、実現への過程の中で発生してきた多くの障害の中で得た皆さまの支えは、その

克服以上に大きな精神的な力を与えてくれるものであった。その方々へこの報告書をもってお礼の

意を表わすことができることを隊員とともに喜びとする次第である。

（阿部淳）
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遠征の余韻がさめればさめるほど、つまり時がたつにつれて、私の遠征の主観的評価が相対的に

冷静化されてきたのであった。

たかだか6000沈クラスの山に、何もおおげさぶって「報告書」なるものを出さなくたっていいん

じゃないか、当時は未知の要素が大であったが、その後、日本隊ばかり数隊も入っている、いまさ

ら‘‘知られざるカンジロバ”でもあるまい、こんな思いが怠惰な私を一向に報告書作成に向かわせ

なかった。

しかし、報告書を発行し、私達の登山について詳細を知っていただくことにお世話になったかた

がたへの礼儀でもあるし、それに、自分達自身にとっても必要なことである。いろいろ思い直して

本気になってとりかかったが、それはもう1975年の暮になっていた。

内容の大要と、執筆者はとっくに決めていたから、あとは原稿の催促と私の担当分を書くだけで

あったが、なかなか簡単には進まなかった。

ものを書いたり整理するのは、余韻のあるうちでなければ、覚めた眼でみつめすぎるので、なん

とも客観的になりすぎるのであろうか。

最初に意図したものと、大要はそう変っていないはずなのだが、できあがった中身は相当に薄く

なっていることは否めない。それもこれも、いろんなことを口実に、刊行を遅らせてしまったのは

私の責任である。

（渡辺文仁）
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